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　妻の出産を控ひかえたある日、ギベオン公こう爵しやくは神殿の大おお巫み女こに内々に呼び出された。

「新月の夜に産まれるギベオン公爵家の双子は、ディセルナティア国の聖せいなる花はな嫁よめとなる運命にある」

「双ふた子ご？」

　ギベオン公爵は数回瞬まばたきをして、困惑した。

「我が家に双子が誕生するのですか？　……つまり、女の双子が生まれて、そのどちらかが聖なる花嫁に選ばれるということでしょうか？」

　大巫女は頭かぶりを振った。

「女の双子か男女の双子か、どちらかはわかりません。実を言うとどちらにも取れるような大変曖あい昧まいな神しん託たくなのです。このことはどうか内密に。すべてがはっきりするのは、十年以上も先のことですから。今の時点でわかっているのは、ギベオン公爵家から聖なる花嫁が誕生するということだけです」

「わ、わかりました」

　願ってもない幸運を得て公爵の心は歓かん喜きに震えた。

「ところで、我が家から誕生する聖なる花嫁には、なんらかの能力が与えられるのですか？」

　聖なる花嫁は、神より授さずけられた特殊な力で未来の王を支えることで知られていた。

「──次代の聖なる花嫁は、天性の美び貌ぼうで民を魅み了りようし未来の王の心を惑まどわすでしょう」

　ギベオン公爵は、一瞬落らく胆たんした。もっと国の未来に役立ちそうな力なら喜ばしかったのに。それでも、自分の娘が聖なる花嫁に選ばれるなら公爵家の未来は明るい。

　神殿から戻ったギベオン公爵は、頰ほおを紅こう潮ちようさせながら妻がくつろぐ部屋へ駆け込んだ。

「よい知らせだ。驚け！　なんと我が家に聖なる花嫁を授さずかるのだぞ！」

　ディセルナティアの国王は代々「聖なる花嫁」を妻に迎える習慣があった。つまり産まれる子供は未来の王妃の座を約束されている。興奮するなというほうが無理だった。

「まあ、あなた気が早いですよ。まだ、男か女かもわからないのに……」

「いや、産まれてくるのは女の子だ！　大巫女の神託が間違いなわけがない！　……だが、産まれるのは双子だそうだ」

　難しい顔になる夫を前にして妻クリスも複雑な気分になった。

「まあ、双子ですか？」

「産まれてくるのが、女の双子なら問題あるまい。だが、もし男女の双子なら……」

「……あなた、まさか、我が子をどうこうしようなどと思っていませんよね？」

「心配するな。男女の双子より、女の双子が生まれる可能性のほうが世間では圧倒的に高い。神託によれば我が家の娘は、天性の美貌を授けられるとか。──考えてみれば、今の王太子殿下にこれほどふさわしい神託はないかもしれない。あの方は苦労の多い人生を歩んでおられる。お前の血を継ぐ美しい花嫁の与える安らぎが、重責を背負わされる殿下の御お心こころをいやしてくれるに違いない！」

　クリスは若い頃、社交界で「輝きの君」と呼ばれた美貌の持ち主で、年頃になると求婚が殺到した。しかし、クリスが選んだのは、実直さだけが売りの凡ぼん庸ようなギベオン公爵だった。

　愛情深いクリスは真ま面じ目めな夫と平穏で温かい家庭を築くことを願っていたので、双子を懐かい妊にんしたと知った夫の反応に不安を抱いだいた。クリスはわずかに膨ふくらみ始めたお腹なかを愛いとおしそうになでながら、言葉を続ける。

「……ですが、本当に生まれてくるのが女の子で、聖なる花嫁に選ばれたとしたら、あの王妃様が姑しゆうとめになるのですよ？　わたしはあまり喜ばしいことだとは思えませんわ」

　ディセルナティアの現王妃は、金遣いが荒く派手好きで、その贅ぜい沢たくのせいで税金が増え、民の反感を買っていた。例外的に力を持たない聖なる花嫁に稀まれに起こることだが、王妃の威い光こうを振りかざすだけの悪妻の道をたどっている。

「頭の痛い王妃様が支配する時代だから余計に、次こそは立派な花嫁の誕生が望ましいのだ。生まれてくる娘を我々の手できちんと養育して、この国を支える柱にしようじゃないか！」

　夫の自信に満ちた態度に、クリスは顔を曇くもらせた。




　──やがて神託の通り、新月の夜にクリスは双子を産み落とした。

「まさか男と女の双子とはまいったな。片方は聖なる花嫁、片方はこの家の後継ぎか。悩ましいが、やはり未来の聖なる花嫁を無む下げにはできんな」

「あなた、まさか子供を見捨てるおつもりですか!?」

　クリスは慌てて異いを唱となえた。いつもは真面目な夫の血迷った発言に愕がく然ぜんとなる。

「しかたなかろう。男女の双子は、心中した恋人同士の生まれ代わりで、体内で交わりがあったと世間で忌いみ嫌きらわれている。未来の王妃が男女の双子だったなどという禍か根こんは、今のうちに絶っておかねばならない。この子は信頼できる家に里さと子ごに出す」

「たとえ不吉と言われてもわたしにとっては愛しい我が子です。そのような非道な真ま似ねはどうかおやめください！」

「……子なら、また授かるだろう。我が国の未来のために、今回はあきらめてくれ」

「そんな、あんまりです！　子供と引き離されたらわたしは一生あなたを恨うらみますわ！」

　生まれたばかりの子と対面することなく引き離された妻は悲痛のあまり泣き叫んだ。
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　こうしてギベオン公爵の身勝手で男の赤あか子ごは見離される。

　皮肉な運命のいたずらか、里子に出されるはずだった赤子は路上に放置されてしまう。

　しかし、神は赤子を見離さなかった。

　寒々しい夜中に打ち捨てられた赤子を拾った人間がいたのだ。それは中年の女性で、真っ白な巫女装しよう束ぞくを身につけていた。

「まあ、ひどい、こんなに美しい赤子を捨てるなんて……」

　女性は上等な絹のおくるみにくるまれた赤子を拾い上げ、その腕に抱いた。すると赤子は元気な声で泣き始める。数年前に、流は行やり病やまいで夫と子を亡なくし神殿で下働きをしている巫女は、温かな赤子が愛おしくなり手放すことができずに困惑した。

　巫女は迷いつつも、赤子を抱いたまま、神殿へと戻り始める。
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「コハク、また男の格好をして！　木ぼく刀とうを振り回すなと何度言ったらわかるんだ！　お前はこの伝統あるギベオン公こう爵しやく家けの娘なのだぞ？　身体に傷でもついたら大おお事ごとだろうが！　来年には神殿に入れるから、もう少し礼儀作法を身につけてくれ！」

　未来の「聖せいなる花はな嫁よめ」は、神殿の巫み女こから選ばれるのが慣例である。神しん託たくを受けたギベオン公爵が、娘に神殿入りを強要するのも無理からぬ話だった。

「わたしは神殿になど入りたくはありません。将来は騎き士しになりたいです！」

「女の騎士など聞いたこともないぞ！　たわごともいいかげんにしなさい！」

　父親のわめきを聞き流しながら、今年で六歳になるコハクは少年の格好で勇ましく木刀を振り下ろす。肩で切りそろえたプラチナブロンドが大きく揺れ、太陽のように煌きらめく金の瞳ひとみは希望に輝いていた。その元気な姿に反して、コハクの容よう貌ぼうは可か憐れんだった。ほんのりと紅べに色いろに染まる頰ほおはふっくらとしていて、小さな唇くちびるは摘み立てのさくらんぼのように瑞みず々みずしい。黙っていれば極ごく上じようの美少女に見えるのに、お転てん婆ばな振る舞いのせいで台無しだった。

　コハクは、木の枝にぶら下げた訓練用の板を木刀で元気に叩たたき割ると明るい声で言った。

「わたしは剣の道に生きると決めたのです！」

　剣の構え方は様さまになっており、幼いながらも一流の剣士に見えた。クリスが勝手に手配した剣術の師にも、百年に一度の逸いつ材ざいだと期待されている。

「だが、お前はな……。その……、この国の大事な……」

「はあ？　なんですか、父上？　聞こえませんよ？」

「うーん、いや、なんでもない。とにかくドレスでも着てもっと大人しくしていろ！」

　コハクは父親に向けてあっかんべーをすると、ケラケラと腹を抱かかえて笑った。

「ドレスなど、まっぴらごめんです！　神殿に入るつもりもありません」

　ギベオン公爵は怒りにこめかみをひきつらせた。夫のもとに澄すました顔でクリスがやってくる。

「あなた、コハクに余計なことを言わないでくださいな」

「母上！」

　クリスは愛いとしい娘の頰ほおにこびりついた泥を手しゆ巾きんでぬぐいながら、優しく言った。

「コハク、あなたはそのままでいいのですよ。神殿に入る必要などありません。好きになさい。それよりもうすぐ晩ばん餐さんの時間ですから、湯ゆ浴あみを済ませて着替えてきなさい」

「はい、母上！」

　コハクが元気に返事をして、邸へ戻るのを見届けると、ギベオン公爵が妻を睨にらんだ。

「クリス、いいかげんにしなさい！　コハクはもう六歳になるのに、娘としてのたしなみなど何ひとつ身につけていないばかりか、このままだと自分が男だと本気で勘かん違ちがいするぞ。そうなったら将来恥をかくのはあの子だ。コハクはお前に似て器量がいい。完璧な教きよう養ようと礼儀作法を身につけて美しく着飾れば、すばらしい『聖なる花嫁』になれるのに！」

「あなたの魂こん胆たんはわかっています。コハクを神殿に入れ、ご自分の出世のために王太子殿下の花嫁になさりたいのでしょう？」

「馬鹿を言うな！　わたしはこの国の将来を真ま面じ目めに考えているだけだ！　今の王太子殿下は幼いながらも聡そう明めいでお優しい人物だが、いろいろ事情があって気苦労が絶たえないのだ。わたしは殿下の守もり役やくでもある。コハクを立派な貴婦人に育てあげ、殿下の隣に立つのにふさわしい花嫁にしたいのだよ！」

「……つまり、国のためなら我が子を犠ぎ牲せいにするのも厭いとわないということですわよね？」

「わたしだって、コハクが大切だ。可愛い我が子を犠ぎ牲せいにしたい親がどこにいる！」

　クリスは冷ややかな目を夫に向けた。その瞳に蔑さげすみが滲にじむ。

「……六年前、身勝手な理由で大切な息子むすこを捨てたあなたがそれをおっしゃいますか」

「し、しかたがなかったのだ。すべては国こく母もとなるコハクの将来を考えてのことだ！」

「そうやって、結局コハクのためにご自分の息子を切り捨てたではありませんか！　あなたに親の責任を語る資格などありません！」

「──たしかにわたしは、息子を犠牲にした。そのことでお前に責められてもしかたない。しかし、それならなぜお前はコハクを男として育てているのだね？　あの子はまぎれもなく娘だ。今のお前はただコハクに失った息子の面おも影かげを重ねて、身代わりにしているだけではないのか？」

　夫に非難され、たちまちクリスの目に涙が浮かぶ。

「お腹なかを痛めて産んだ我が子を奪われた母親の気持ちなど、あなたにはわからないでしょうね。とにかくコハクはわたしが育てます。あなたは口出ししないでください！　あの子を聖なる花嫁として国のために差し出すつもりはありませんからね！」

　強固に言いきると、クリスは現実から目を逸そらすように踵きびすを返して公爵邸へと急いだ。

「……まったく困ったものだ。このままではコハクとこの国の将来はどうなるのだ……」

　広大な庭にぽつりと取り残されたギベオン公爵は、夕日を浴びながら一人苦悩した。
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　コハクが十歳のとき、ギベオン公爵は作戦を変える。

　未来の夫に会わせて、娘の女心をくすぐろうと考えたのだ。

　今年で十二歳になるディセルナティアの王太子ラピスは、清せい廉れんな容姿に柔にゆう和わな笑みを浮かべた貴公子然とした少年だった。清せい潔けつ感かんのある青みがかった緩ゆるやかな巻き髪を肩までたらし、暁あかつき色いろの澄すんだ瞳をしている。将来を期待された優秀な王太子としてその名を知られ、非の打ちどころのない誠実な人物として有名だった。

　コハクを見た瞬間、ラピスは感心したようにため息をついた。

「ほう、これが噂うわさのギベオン公爵家のコハクか。勇ましくも愛らしい子供だね」

「はあ、お恥ずかしい限りでして……、まことに申し訳ありません」

　公爵はラピスの前で頭を下げながらおたおたしている。

「なぜ、ギベオン公爵が謝るのだ？　こんなに立派な息子なら、恥じる必要もあるまい？」

「いえ、その……」

「王太子殿下はわたしのことをご存知なのですか？」

　相変わらず男の格好をしたコハクが会話を遮さえぎる。金の瞳を丸めてコハクは一瞬ラピスの端整な笑顔に見とれた。ラピスのほうも愉ゆ快かいそうに、元気なコハクを眺めている。

「ラピスでかまわない。お前のことはギベオン公爵からよく聞いている。──にしてもずいぶん自由で元気だな」

　どこか楽しむようなラピスの反応にギベオン公爵は何も言えなくなる。

　コハクは瞳をきらきらさせながらはきはき答えた。

「わたしはギベオン公爵家の唯ゆい一いつの男児です。そのわたしが弱々しくては、父上の恥になります。立派な騎士にも後こう継けい者しやにもなれません！」

　夫を無視したクリスの教育方針は徹てつ底ていしていて、コハクは自分が男だと信じていた。また、息子を捨てられた恨うらみから、クリスは後継者作りも拒否しており、ギベオン公爵家の子供はコハクのみである。その現状を打破したい一心で公爵は必死に言った。

「……根は素直な子です。それに、妻に似て将来美び貌ぼうに恵まれることだけは間違いないかと。そう遠くない未来に殿下の隣に立てば、人形のように美しく映はえるでしょう」

　それはコハクの唯一の売り文もん句くである。他にコハクの長所が見当たらない。

　ラピスがコハクの愛らしさに魅み了りようされ、二人の間に初うい々ういしい恋でも芽生えればありがたいと思ったが、公爵の作戦は違う結果を生むことになる。

「なるほど。面白い」

　ラピスが暁色の瞳を和なごませた。コハクは金の瞳をくりくりさせて首を傾かしげる。

「……面白い……？」

「ああ。お前を見ていると飽あきない。どうだ、王宮でわたしの話し相手にならないか？　将来は、騎士となりわたしのそばに仕つかえてくれ」

　またとない提案にコハクの心は弾はずんだ。こんなに立派な王太子のもとで騎士になれるなど夢のような話である。

「喜んで！」

　コハクがぱっと顔を輝かせてすぐに答えると、ギベオン公爵はぎょっとした。

「お、お待ちください、王太子殿下、この子は、その……、王宮に行かせるわけには……」

「何が問題なのだい？　優秀な後継ぎならどの貴族もわたしの側そつ近きんにと望むのに。しかも公爵はわたしの守り役だ。後継ぎ息子が側近になるのは当然の流れだろう」

「……いえ、その、大変申し上げにくいのですが、コハクは息子ではな、く……」

「もう決めた。この子は王宮に出仕させる。これ以上口をはさむことは許さない」

　それは王太子としての決定事項である。

「ですが……！」

　なおも抵抗する公爵に、ラピスが暁の瞳に不愉快さを滲ませ、口調を厳しくする。

「ギベオン公爵がたった今言ったではないか。将来わたしの隣に立てば、その姿は映えると。願ってもない好条件だ。剣術の才に恵まれ、利発で愛あい嬌きようもあって見た目も麗うるわしい子供なら、ぜひそばに仕えさせ、わたしの治ち世せいの華はなにしたい。……まだ不満があるのか、ギベオン公爵？」

「い、いえ、めっそうもございません」

　こうして父親の努力もむなしく、コハクの宮廷での毎日が始まった。
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　コハクが王宮へ出仕するようになって、二週間が過ぎた。

　天気のよい昼下がり、王宮の庭園でコハクとラピスは木刀を構えて対たい峙じしていた。

「さあ、コハク、かかってきなさい」

「では遠えん慮りよなく、行きます！」

　コハクが前に踏み込んで木刀を斜めに振り下ろす。ラピスは難なく攻撃を受け止めた。しかし次の瞬間、コハクは器用に木刀をひるがえし、ラピスの刀を打ち払った。乾いた音をたてて木刀が地面に落ちる。ラピスはやれやれと疲れた顔で、地面に座り込んだ。

「また負けてしまったよ。お前は本当に強いね。まさか年下のコハクに勝てないとは」

「ラピス様だって十分お強いではありませんか」

「だが、二歳も年下のお前に負けるようじゃ、たいした腕ではないよ。コハクは、見た目は女みたいに色白で華きや奢しやなのに、そこいらの男よりよほど勇ゆう敢かんだし、学問も優秀だ」

「わたしはギベオン公爵家の長男です。剣術も勉強も誰にも負けるつもりはありません！」

「頼もしい限りだな。将来はわたしの右腕として十分に活躍してくれそうだ」

　コハクが笑顔を浮かべていると、木こ漏もれ日びの差す温かな庭を歩いて誰かがやってきた。

　灰色の短髪にきりりとした青い瞳が印象的な少年が、ラピスに親しげに声をかけてくる。

「おや、知らない顔がいますね。その子供は何者ですか？」

「ギベオン公爵家のコハクだ」

　ラピスはコハクの名を少年に教えると、今度は少年の名を紹介してくれた。

「コハク、わたしのひとつ下の弟のカルサイトだよ」
















「は、はじめまして。カルサイト王子」

　さすがのコハクも頭を下げる。王宮に来て、礼儀というものを覚えていた。

「おいコハクとやら、顔を上げろ」

　命令されてさっと前を向くと、カルサイトがぶしつけな視線を送ってくる。

「……なんだか女の子みたいだな。そこいらの令れい嬢じようよりよほどきれいな顔立ちをしている」

「いくら王子のお言葉でも失礼な！　わたしはまぎれもなく男です！」

　コハクは少女めいた白い頰を紅こう潮ちようさせてむくれた。だが愛らしく唇を尖とがらせる仕草は愛嬌に満ちていて、カルサイトはコハクに一瞬見とれてしまう。

「そ、それより兄上、こんな子供と鍛たん錬れんする暇があるのなら、俺の相手もしてくださいよ！」

「かまわないが、今のところ剣術の腕前は、コハクのほうがお前より上だよ」

「こ、こんななよなよした子供には負けません！　コハク、俺と勝負しろ！」

　生なま意い気きなカルサイトの態度に、強気なコハクはむっとする。

「では、丁てい重ちようにお相手をさせてもらいます」

　コハクは再び木刀を構え、カルサイトに向かい合った。

　カルサイトが斬きりかかると、コハクは身軽に攻撃をかわし、その胴を木刀でしたたかに打ちつけた。あっけなく勝敗が決まってしまい、カルサイトは呆ぼう然ぜんとなる。

「……信じられない。俺は、騎士団の重じゆう鎮ちんから剣術の指し南なんを受けているのだぞ。将来性があると見込まれているのに、年下に負けるなんて……」

　だが、潔いさぎよい彼は現実を受け入れてあきらめのため息をついた。

「やれやれ、世間は広いな」

　そうしてコハクに向き直ると、びしりと指を突きつけて不ふ遜そんな態度で言い放った。

「コハク、今日からお前は俺のライバルだ。次は、必ず打ち負かしてやるから覚悟しておけ！」

　カルサイトがコハクに対抗心を燃やしていると、壮そう年ねんの男性が騒ぎを聞きつけ、お付きの者を従えて近づいてきた。どこか貫かん禄ろくのある人物である。

「何をやっているのかね、カルサイト」

「父上！」

　カルサイトの言葉にさすがのコハクも縮みあがる。カルサイトの父親ということは、この男性はディセルナティアの国王ということだ。

「カルサイト、相変わらず元気だね。お前の顔を見ると元気が出るよ」

　国王は、幼い王子の頭を優しくなで、コハクにさっと視線を向けた。

「見慣れない子供がいるね」

　緊張のあまり、言葉がうまく出てこないコハクに代わって、ラピスが丁てい寧ねいに答えた。

「陛へい下か、この子は、ギベオン公爵家のコハクです」

「ほう、ギベオン公爵家の子息か。これはなんとも可愛らしく凜り々りしい子供だね。公爵夫人も昔はその美貌で王宮を騒がせたものだが、息子でもやはり似ているね」

「は、はい。ありがとうございます」

　コハクが萎い縮しゆくしていると、ラピスが柔和な笑みを浮かべた。

「コハクは、わたしの話し相手として、王宮に呼び寄せたのです。剣術の才もあり、なかなか見所があるので将来はよい側近になると期待しています。今も稽けい古この相手をしていて、わたしのほうが負けてしまったのですよ」

　すると、顔から笑みを消した国王がやや険しい顔でラピスを一いち瞥べつする。

「王太子ともあろう者が、勉学を怠なまけて遊んでいるばかりか、年下に負けるとは情けない。もっと未来の王にふさわしくあるよう励はげみなさい。わかったかね？　王太子」

「これは失礼しました、陛下。以後、気をつけます」

　ラピスが優雅に一礼すると、国王は振り向きもせずにその場から立ち去った。

　そこでコハクはふと気がついた。

　──今ラピス様、父君のことを陛下って呼んでた。国王陛下もラピス様を王太子って呼んだし、親子なのに変なの。カルサイト王子のことは名前で呼んでいたのに。王宮ではそれが普通なのかな？

　疑問に思ったが、のんきなコハクはすぐに忘れてしまう。

「いきなり国王陛下に会うと思っていなかったので、緊張しました！」

　コハクがどっと疲れた顔になった。ラピスは笑いをこらえながら口を押さえる。

「わたしも驚いたよ。やれやれ、これでは真面目に勉強に戻るしかないね」

「でも、今は休きゆう憩けい時間のはずではないのですか？　なぜそのことを国王陛下におっしゃらなかったのですか？　さっきまで家庭教師の講義をたっぷり受けていましたよね？」

「陛下は厳しい方だから、しかたないよ。それに王としても尊敬しているし、とても有能な方だから、わたしも未来の王として勉学を怠るわけにはいかない。陛下の名に恥じないきちんとした王太子でいる必要があるのだよ」

　ラピスの立派な発言にコハクは感動した。

「では、わたしも優秀なラピス様を見習って、未来の騎士としてしっかり鍛錬に励みます！」

「あ、ずるいぞ、コハク！　兄上にお仕えするのは俺だ！　国一番の騎士となり我が身を盾にして、国王となる兄上をお守りするのが、俺の夢なんだからな！」

「いいえ、ラピス様をお守りするのはわたしです！」

　言い争う二人を、ラピスは愉快そうに眺ながめていた。

　こうしてコハクは、王太子ラピスとカルサイト王子を友として仲良く成長していく。
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　王宮で三度目の春を迎えた。コハクは十三歳になっても、自分を男と信じて疑わないままである。

　その日、コハクはディセルナティアの王妃の誕生日パーティーに招待された。

　会場となる中庭を訪れると、たくさんの貴族たちが集まって談笑している。召めし使つかいたちがせわしく行きかい、高価な飲み物や手の込んだ料理を運んでいた。

　目もくらむような豪ごう華かなパーティーに、コハクは目をぱちくりさせる。

　ディセルナティアの経済状況が芳かんばしくないことを、父から聞かされていたからだ。表立って言わないが、派手好きな王妃の奢しや侈しのせいだと皆が噂うわさしていた。王妃は湯水のように金を使い、高価な宝石やドレスを買いあさっているばかりか、最近は賭かけ事ごとにはまっていて、相当な借金を繰り返しているという。そんな現状に、宰さい相しようは頭を抱えていた。

「おい、コハク。ようやく見つけた。ずっと捜さがしていたんだぞ」

　先に会場に来ていたカルサイトに声をかけられ、コハクは元気に振り返って礼をした。

「カルサイト、このたびは王妃様のお誕生日おめでとうございます」

「そんなことより耳寄りな話があるんだ。来月、三日間の騎士団の合同演習が決まったぞ。俺の師が、優秀な未来の騎士に今から手ほどきを受けさせたいんだとさ。泊まりになるが行かないか？」

　出会って三年、相変わらず剣術の腕前はコハクのほうがはるかに上だった。しかし、毎日のようにカルサイトに勝負を挑いどまれるうち、互いに気心が知れ、いつしか二人の間には信頼と友情が育はぐくまれていた。

　コハクは、ぱっと頰を染め、行くと返事をしようとするが、すぐに肩を落としてしまう。

「……行きたいのは山々ですが、泊まりの行事に参加するなんて父が許してくれません。こういうとき、いつもは味方をしてくれる母上も頑がん固こに認めてくれませんから」

「やれやれ、お前の親はあきれるくらい過保護だな。それならあとで俺が直接騎士団仕込みの技を教えてやるから、また剣の相手をしろよ。……ほら、俺たち友達だろう？」

「ありがとう、カルサイト！」

　二人は男らしく手を握り合った。その様子を見ていたらしく、あきれた顔でラピスがやってくる。

「お前たち、仲が良くて結構なことだが、少しは場所をわきまえなさい」

　注意されて周囲を見回すと、招待客たちが熱い友情を交わす二人に奇妙な視線を送っている。二人が恥ずかしくなって、ぱっと手を離したところで、声をかけてくる少女がいた。

「カ、カルサイト王子……」

　薔ば薇ら色いろの頰に指を添え、もじもじとする少女は美しい顔立ちをしている。

「これは、カーネリア嬢じよう、どうかしましたか？」

「よ、よろしければ、わたしと向こうでお話ししませんか？」

　ところが、カーネリアの後ろから割り込んでくる別の令嬢がいた。

「いいえ、カルサイト王子とお話しするのはわたしよ！」

「いえ、わたしよ！」

　たくさんの見み目め麗うるわしい少女たちに囲まれ、カルサイトは余裕の笑顔で接している。

　今年で十四歳になるカルサイトは、兄のラピスと違い、野や性せい味み溢あふれる精せい悍かんな少年に成長していた。相変わらず女のように色白で華奢なコハクとは対照的な男ぶりである。

　美しく着飾った少女たちに囲まれるカルサイトに、コハクは呆気にとられてしまう。

「カルサイトは、貴族の娘たちに人気があるのだよ。驚いたかい？」

「は、はあ。それよりも、このパーティーの目もくらむような豪華さにびっくりしています。父からディセルナティアは、その、あまり裕福ではないと聞かされていたので……」

「コハクの耳にも入っているのだね。そうだよ、それがこの国の現状だよ。まったく王妃様の贅ぜい沢たくには困ったものだ。民の血税をなんだと思っているのだろうね」

　ラピスがため息をつき陰かげりのある暗い表情を見せたときである。

「わたくしの悪口を言っているのは、誰かしら？」

　水鳥の羽で作られた優美な扇せん子すを手にした女性が二人に近づいてきた。身にまとった金地の豪ごう奢しやなドレスには、いくつものルビーが縫ぬいつけられている。高く結い上げられた髪にも、宝石で作られた造花や簪かんざしが飾られ、この場の誰よりも目立っていた。

「これは王妃様、失礼いたしました」

　ラピスがやや慌てた様子で腰を折って礼をするので、コハクも急いで倣ならった。直接会うのは初めてだが、この派手な女性こそディセルナティアの王妃でラピスの母親らしい。

「それより、お前の隣にいる子供は誰かしら？」

「……ギベオン公爵家のコハクです」

「コハクとやら、顔を上げなさい」

　威厳に満ちた声におどおどしながらコハクは顔を上げた。すると王妃は扇子を閉じ、コハクの白い頰を先端で傲ごう慢まんに叩く。

「これはまた、少女と見まごうほど愛らしい子供だこと。この子に娘の格好をさせて茶会に招いたら、さぞ注目を集めることになるでしょう。──お前たちもそう思わない？」

　たちまち付き従っていた貴族の婦人たちが、我先にと王妃の機嫌を取ろうとする。

「王妃様のおっしゃる通りですわ。こんなに愛らしい顔立ちなら、少女でも通じますわ」

「本当に、王妃様は遊び心のある愉快な方ですこと」

　婦人たちのお追従ついしように、王妃は満足そうに顎をそらす。

「コハクとやら、今度、ドレスを着てわたくしのお茶会に参加なさい。わかりましたか？」

　とんでもない屈くつ辱じよく的てきな提案にコハクは唇を震わせた。馬鹿にされた心地ここちがして悔くやしさが湧わき上がる。その会話をラピスが静かにさえぎった。

「王妃様、コハクはわたしの大切な側近で勇敢な男児です。女の姿でお茶会に招いたりしたら、ギベオン公爵家の名誉にも傷がつきます。どうかご容よう赦しやください」

　丁寧だが、どこか険けんを帯びたラピスの声音にコハクは戸と惑まどった。

「──お前、わたくしに意見する気？」

　不愉快さもあらわに王妃が眉まゆを吊つり上げた。ラピスも挑発的な視線を向けている。

　いつもの穏やかな王太子らしからぬ態度に、王妃の顔に意地の悪い笑みが浮かんだ。

「お前は、わたくしに反抗してまで守りたいほど、この子供を大切にしているのですね」

「……それは……」

　なぜかラピスが虚きよをつかれたように言葉を濁にごしている。王妃が高らかに大笑いした。

「よくわかりました。……あとで覚えていらっしゃい」

　捨て台詞ぜりふを吐き、王妃は取り巻きを連れて去って行った。

「ラピス様、かばっていただき、ありがとうございます。ですが、もしわたしのせいでお二人の仲が悪くなったりしたら……」

　うなだれていると、ラピスはいつもの温和さを取り戻し、コハクの頭をなでた。

「大丈夫だよ。王妃様の我わが儘ままはいつものことだしね。それよりコハク、今度から王妃様に近づいてはいけないよ。あの方は、自分に逆らう人間に容赦がないからね」

「は、はい」

　コハクは緊張しつつも、こくりと頷うなずいた。そして心の中でこんなことを思っていた。

　──ラピス様、お母様のことも王妃様って呼ぶんだ。王妃様もラピス様のことを一度も名前で呼ばなかったし、国王陛下もいつもラピス様への態度が冷たい。なぜだろう？

　その疑問を口にすることは、なぜか憚はばかられた。

「それよりコハク、向こうで雑ざつ技ぎ団だんが曲芸を披ひ露ろうしているよ。見物に行かないかい？」

「はい、ラピス様！」

　たちまち笑顔を浮かべたコハクは、そのままラピスに従って会場を歩きだした。
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　初夏が過ぎた。若葉の香り漂ただよう爽さわやかな風が吹く庭で、コハクはラピスに剣の相手をしてもらっている。やがて疲れた身体を休めるため、二人は青々とした短い草の上に寝そべった。

「やれやれ、お前はどんどん強くなっていくね。わたしは負けてばかりだよ」

「わたしは将来騎士となる身です。主あるじより弱くては勇敢な騎士になどなれません」

「お前は夢があっていいね。いつでも真まっ直すぐで、生き生きしていて羨うらやましいよ。わたしも許されるのなら、自由に生きてみたかった」

「でも、ラピス様にだって立派な国王になるという目標があるのではないですか？」

　何気なく疑問を口にした。だが哀かなしそうな顔でラピスは笑顔を消す。

「それは生まれたときから、王太子の地位にいるからだよ。わたしも一度くらい、自分で生きる道を選ぶ自由が欲しかったと、お前を見ていてときどき思うよ」

　思いがけない発言に困惑するコハクに苦笑しながら、ラピスの表情に温かな笑顔が戻る。

「冗談だよ。いい国王になりたいというのもわたしの噓うそいつわりない本音だよ」

　そのまま話題を変えて談笑しているうちに空模様が怪しくなってきた。灰色の雲が上空に厚くたれこめ、今にも雨が降りそうになる。空を見上げ、ラピスが起き上がった。

「コハク、王宮に戻ろう。ひと雨来そうだ」

　ラピスに腕を引かれ、王宮へと走りだす。やがて、ぽつぽつと肩に雨粒があたり、激しい雨が降り始めた。二人がようやく雨宿りできる東あずま屋やに駆け込んだときである。

　地面にできた水たまりを跳ね上げ、見知らぬ男たちが走り寄ってきて二人を囲んだ。

「何者だ？」

　ラピスの厳しい誰すい何かの声にも動じず、男たちが二人を見比べて頷き合った。腰に佩はいていた剣を抜き、じりじりと近づいてくる。コハクはラピスをかばうように毅き然ぜんと前に立った。

「ラピス様、ここはわたしにお任せください」

　どうやら、忍び込んだ暴漢らしいが、いくら腕に自信があるとはいえ、子供二人で大人四人を相手にできるとは思えない。コハクは緊張しながら、木刀を握る手に力を込めた。

「いいか、プラチナブロンドの子供は傷つけるな。──王太子のほうは適当にあしらえ」

　リーダー格の男が下げ卑びた笑いを浮かべたので、ラピスは眉をひそめた。

「なぜ、コハクを狙ねらう……？」

　やがて何かを悟さとった様子でラピスは嘆たん息そくした。

「なるほど、そういうことか。──まったく、困った方だ」

　しかし、コハクのほうはまるで事態がわかっていない。

「コハク、下がっていなさい」

　勇敢にも戦いを挑いどもうとするコハクを、木刀を構えたラピスが自分の背中に守るように押しやり、男たちを睨み据えた。

「やれ！」

　男の一人が動きだすと、ラピスは重心を低くした。迫せまりくる刺し客かくの手に木刀を叩きつけると敵の真剣が滑すべり落ちる。素早く剣を拾い上げたラピスは、男たちに果か敢かんに斬りかかった。

　刺客の一人が肩を切り裂さかれ血しぶきが散る。コハクの白い頰に雨粒に混じった血の染みが流れた。生なま々なましい血の感触がたまらなく恐ろしくなる。ラピスが刺客の一人を相手にしている間、他の男たちがコハクに襲いかかってきた。

「わ、く、来るな！」

　混乱したコハクが恐きよう慌こう状じよう態たいで叫び声を上げる。その姿を視界の端に捉とらえたラピスが、焦った声で命じた。

「コハク、わたしのことはいいから逃げなさい！」

　だが明らかに足手まといだという自覚はあるが、足が震えて言うことをきかない。

「おい、早く捕まえろ。大切な売り物だから傷はつけるな」

　男たちは頷き合い、一人が素早くコハクを羽は交がい締じめにして、もう一人が縛り上げようとする。最悪な展開に、ラピスの暁の瞳に怒ど気きが滲み、血の色に染まった。

「その子に手を出すな！」

　ラピスは剣を大きく薙ないで、二人目の刺客の背中を切りつけ、コハクを取り押さえる男の脇わき腹ばらに剣を突き立てた。男が苦しそうに腹をかばいながらコハクを手放し、その場に蹲うずくまる。

　あたりに血の臭においが充満し、ますますコハクを恐怖のどん底に叩き落とした。ぺたりと地面に座り込んだコハクは、土ど砂しや降ぶりの雨の中、呆然とその光景を眺めていた。ラピスは鬼気迫る姿で剣を振るい、血色の瞳は見知らぬ誰かのように我をなくしている。

　かろうじて立っていた男たちがじりじりと後退し始めたときである。たまたまそばを通りかかった一人の侍じ女じよが悲鳴を上げた。

「きゃあああ！　誰か来て、曲くせ者ものよ！　王太子殿下のお命が狙われているわ！」

「くそ、逃げるぞ！」

　侍女の大声を聞き、男たちは手傷を負おった身体に鞭むちを打ち、足早に逃げていく。

「待て！　逃がすものか！」

　ラピスが血の滴したたる剣を斜しやに構えて追いかけようとするのを見て、コハクは慌てた。

「ラピス様、深追いするのは危険です！　やめてください！」

　コハクはラピスに必死にすがりついた。その声でようやくラピスが自分を取り戻す。

　激しい雨が打ちつけ、濡ぬれそぼったプラチナブロンドがコハクの頰に張りついていた。

「コハク、大丈夫かい？」

「……ラピス様が守ってくださったので、わたしは平気です……」

　ラピスはいつもの態度に戻り、コハクの手を握ってゆっくりと助け起こすと、屋根のある回かい廊ろうへと導いた。コハクは唇を青ざめさせ、ひたすら怯おびえ、喉のどをひきつらせている。

　初めて命の危険を感じる戦いに遭そう遇ぐうし、頭が混乱していた。間もなく、警備の兵士たちを連れた宰相ジャスバーが表情を引きしめて駆けてくる。

「王太子殿下、ご無事ですか？」

「ああ、わたしは平気だよ」

「安あん堵どしました。曲者はどちらへ逃げましたか？」

「わからないよ。自分の身を守るだけで精一杯だったから、すまないね」

「とんでもありません。殿下のお命が無事だっただけで十分です！　さあ、すぐに侍女に湯浴みと着替えの支し度たくをさせますから、部屋にお戻りください」

　ラピスに支えられ、コハクも彼の私室へ向かった。先に着替えを済ませたラピスが、侍女の用意したバスタオルで椅い子すに座るコハクの髪を優しくぬぐってくれる。

「──怖い思いをさせてすまなかったね、コハク」

　刺客の狙いが実は自分だったとは露つゆほども思っていないコハクは、急いで頭かぶりを振った。

「いいえ、わたしこそ、なんのお役にもたてなくて、申し訳ありませんでした」

「……お前は剣術の腕はたしかだけれど、まだ子供なのだよ。気に病やむ必要はない」

　ラピスの優しい言葉を聞き、コハクの頰を熱い涙が流れ落ちていく。初めて血を見た光景が頭に甦よみがえり、恐怖に身震いしているとそっと抱き寄せられた。雨に打たれて冷えきった身体がラピスの柔らかな体温に包まれる。

　幼おさな子ごのように泣く自分を情けなく思いながら、コハクはぐずぐずと鼻を鳴らした。

「わ、わたしは、ちょっとばかり剣が扱えるからといい気になっていました。でも、実じつ践せんでは何もできませんでした。ラピス様は度胸がおありでしたのに情けない限りです」

「わたしは王太子という立場上、命を狙われたのは初めてではない。お前より経験があっただけのことだ」

「いいえ、わたしの不ふ手て際ぎわです。ラピス様をお守りできなかったのですから！」

「だが、結果的にわたしはかすり傷ひとつ負っていないのだから、もう忘れなさい」

　ラピスに穏やかに諭さとされ、ようやくコハクの涙も止まった。ちょうどよく侍女が湯浴みの準備を終えたと言ってきたので、それぞれ別れて身み支じ度たくを整えることにした。コハクに付き添った侍女が衣服を脱がそうとするのを、自分でできるからと断って湯船に浸つかる。両親から人前で絶対に肌をさらさないよう言い含められていたからだ。

　湯浴みを終えたあと、一人で公爵邸に帰すのは危険だと判断され、そのまま王宮に泊まることになった。

　その夜、コハクはラピスの私室の続き部屋を与えられ、警備の兵が厳重に警戒するなか、一人で寝台に入った。

　だが冷静になると、今日の刺客たちの言動が部分的に頭に浮かんでくる。まるで狙われていたのは自分のほうだった気がしたが、考えすぎだと寝返りをうった。

　ようやくうつらうつらと眠りについたところで、悪夢に捕とらわれてしまう。

　抜き身の剣を持った真っ黒な服を着た男たちに、深い森の中を追い回される夢である。薄暗い闇やみの中で血を吸った真剣が鈍にぶく閃ひらめき、コハクは息が止まりそうになった。

　声にならない悲鳴を上げた瞬間、乱暴に身体を揺すられ、ようやく意識が浮上した。

「コハク、大丈夫かい？」

　心配そうな声はラピスのものである。

「ずいぶんうなされていたよ。悪い夢でも見たの？」

　だが、怯えるコハクは、跳ねるように寝台から起きると、ラピスの身体にしがみついた。

「わあ！　母上！　母上！　母上！」

　ぶるぶると身体を揺らしながら震える姿に、呆気にとられたラピスが、ぷっと吹き出し、コハクの背をなでた。

「お前は、いい年をして、まだ母親離れができていないのかい？」

　面白がるようなラピスの口調に、コハクははっと我に返ると顔を赤くする。

「し、失礼しました」

「いつもは勇敢なお前も、やはり母親が恋しい年頃なのだね。──まあ、ギベオン公爵夫人は子供思いの優しい女性だから、慕したわしい存在だろうね」

　陰かげりのあるぽつりとした呟つぶやきに、コハクは何も言えなくなる。誕生パーティーのとき、どこか他人行儀に接していた王妃とラピスのことを思い出し、気持ちが落ち込んだ。

　──ラピス様はお母様のことをどう思っているのだろうか。

　その疑問を口にする勇気がなくてうつむくコハクを励ますように、ラピスが提案した。

「コハク、わたしの部屋においで。せっかく王宮にいるのだから、眠るまで話でもしよう」

「は、はい！」

　コハクは嬉うれしくなり、夜着姿のままラピスの後を追った。彼の寝室に入るのは初めてである。立派な寝台が中央に置かれ、その横には空の鳥とり籠かごがぶら下がっていた。

「ラピス様は動物がお好きなのですか？」

　主のいない空くう虚きよな鳥籠を見上げると、ラピスが少し困った様子で微び笑しようした。

「以前にね、小鳥を飼っていたんだよ。籠から放していたら、猫に喰くい殺されてしまったんだけどね」

「それは、おつらかったですね」

「もう昔の話だからいいんだ」

　コハクはラピスに招かれるまま寝台の脇に腰掛け、おしゃべりに花を咲かせた。

「それで、この間の夜会のとき、誰がカルサイトと踊るかで令嬢たちが喧けん嘩かを始めるので、ハラハラさせられました。でも、カルサイトはその光景を嬉しそうに見ているから、あきれてしまいます。友としては面白いやつですが、男としては最低です！」

　ラピスは寝台の壁に寄りかかりながらくすくす笑った。

「相変わらず、カルサイトはもてるね。まあ、あいつは素で女性を惹ひきつけるからね」

　するとたちまちふてくされたコハクが頰を膨ふくらませた。

「令嬢たちは見る目がありません！　ラピス様のほうが絶対に誠実な恋人になってくれるのに、なぜカルサイトばかりがあんなにもてるのか、理解に苦しみます！」

「カルサイトはディセルナティアの第二王子だよ。加えて容姿も悪くないし、剣術の腕もなかなかのものだ。男気もあるし人気があって当然だね。それにわたしは王太子だよ。仮に男としてカルサイトに勝まさる点があったとしても、本気でわたしに言い寄る女性がいるわけがないよ」

　思いがけない台詞にコハクは驚いた。

「な、なぜ、ラピス様が女性に好かれるわけがないのですか？」

　ラピスが暁の瞳に憂うれいを滲ませながら静かに言った。

「コハクは大切なことを忘れている。わたしはこの国の王太子として、将来聖なる花嫁を妻に娶めとる義務があるからね」

「あ……」

　コハクは自分の無知さを思い知って恥ずかしくなった。この国の常識を主に諭されるまで、なぜ気がつかなかったのだろうか。

「そ、そうですよね。ラピス様の花嫁は慣例通り、神殿の巫女から選ばれるのですよね」

　コハクは気まずくなり、ラピスから視線を逸らした。

　──ラピス様はいずれ、美しい巫女を娶って聖なる花嫁を妻にされるのだ。

　その事実にコハクはなぜか胸がもやもやした。

「どうしたんだい、コハク？」

　コハクを気遣うようにラピスが小首を傾げて顔を覗のぞき込んできたので、わざと明るいふりをした。

「ラピス様の聖なる花嫁は、カルサイトに言い寄る令嬢たちが太た刀ち打うちできないくらい聡明で美しい女性に決まっています！」

「お前がそう思ってくれるのなら、わたしも安心だよ」

　やがて寝台に寄りかかりながらコハクはうとうとしだした。

「コハク、眠いのなら、自分の部屋に帰りなさい」

　だが、まだ一人になるのが怖くて、睡魔と闘たたかいながらも瞼まぶたをこすった。

「もうちょっと、ラピス様のおそばに……」

　そこで言葉は途切れてしまう。コハクは寝台にもたれながら眠りに落ちていった。







「まいったな」

　ラピスはため息をつき、コハクを寝台に引き上げ、隣に寝かせて夜具をかけた。

　ぐっすりと無む邪じや気きに眠るコハクの頰には赤みが差している。少女のように滑なめらかで透き通るように美しい容よう貌ぼうは、神がかっていた。ランタンの明かりに輝くまつ毛は金色である。首にかかったプラチナブロンドを指で払うと、柔らかな肌に触れてどきりとした。

　まるで年頃の少女と同どう禽きんしているような気分にさせられる。

　コハクはまるで太陽の化身のようだと王宮でほめそやされていた。誰が言い出したのかは知らないが、言い得て妙である。これほどコハクにふさわしい表現はないだろう。

　──この子がいるだけで、大勢の人が明るい陽光の下を歩いている気分になれる。

　もちろん自分もその恩おん恵けいを受けている一人である。

　苦笑しながらも、ラピスは夕方のことを思い出していた。

　──あの刺客たちの狙いは、コハクだった。つまり王妃様の差し金ということだな。

　王宮の中であんなに大胆な事を仕掛けられるのは、彼女だけである。

「本当に、困った方だな」

　実の母親だが、愛情など一切ない。とある理由から、ラピスは生まれたときから母に疎うとまれているからだ。また、王妃はラピスを蹴け落おとし、溺でき愛あいしているカルサイトを王太子の座に据えたいと願っていた。

　馬鹿な方だとラピスは思う。弟のカルサイトに野心などなく、むしろ期待と責任が重くつきまとう立場など面めん倒どうだと思っている。その点はラピスも同感だが、王太子の座を辞することなど容易ではない。

　何より、ラピスが王太子を続けている一番の理由は……。

　──わたしが王太子だから、守り役となった名門ギベオン公爵家の後継ぎのコハクをそばに置くことが許されているのだ。

　もしもコハクが少女だったら、きっと好きになっていただろう。

　こんなにも真っ直ぐで純粋な可愛らしい子供を前にして、愛さずにいられるわけがない。

　それにコハクは、王太子の自分ではなくラピス個人を慕ってくれている。たとえ王太子でなくとも、態度を変えることはないだろう。己おのれに無む垢くな感情を向けてくれる存在はコハクが初めてだった。だから余計にコハクに尊敬されたくて、立派な王太子を演じる自分がいた。

　そんな本音に気がついて、どきりとした。これではまるで、コハクに恋をしているみたいではないか。自分に少年を愛好する趣味はないと、一瞬浮かんだ思考を振り払いながら、今日のことを考え直した。

　おそらく母の今回の目的は、コハクを奪ってラピスを傷つけることだろう。

　春のパーティーのとき、自分がコハクを大切にしていることを見抜かれてしまった。あのときから、嫌な予感はしていたが、それほどまでに母に憎にくまれているのだと皮肉に思う。

　窓際に置かれた空の鳥籠に視線をやり、ラピスは過去のことを思い出す。

　数年前のある日、母にけしかけられた猫に殺された哀あわれな小鳥。コハクを同じ目にあわせるわけにはいかない。今後の行動にはもっと慎しん重ちようになる必要がある。

　今日、刺客に襲おそわれたコハクを見たときはぞっとした。思わず我をなくして剣を振るっていた。そして、コハクを失うことを恐れている自分の思いを痛感した。

　──このままずっとコハクと一緒にいられるのなら、それだけでいいのに。

　淡あわく甘やかな感情が胸に芽生えている自覚がないまま、そんな風に思った。

　今まで胸が疼うずくような感情を誰かに持ったことはない。

　第一、女として尊敬に値しない母を見て育った事情もあり、女性への関心が薄かった。

　どうせ王太子の義務でいずれは望まぬ花嫁を妻に娶るのだから、恋など必要ないと思っていた。

　コハクが少女で、恋していい相手なら一番幸せだったのにと考える自分にあきれてしまう。

　そこでようやく眠気が襲ってきたので、ラピスは腕に抱えたままのコハクから身体を離そうとした。だが、石せつ鹼けんの清潔で甘い香りが漂ってきて、目が冴さえてしまう。

　吸い込まれるようにコハクを凝ぎよう視しする。腕に触れる柔らかな感触を意識してどきりとした。壊れ物を扱うような繊せん細さいさでそっと抱きしめると、薄い夜着越しに体温を感じて頭が痺しびれた。

　人肌のぬくもりを感じたことなどいつ以来だろう。両親に抱きしめられた記憶はなく、育ててくれた乳う母ばは物心がつく前に亡くなった。唯一自分を慈いつくしんでくれたという祖母もすでにこの世にいないし、顔も覚えていない。

　無邪気に眠るコハクを見ていると、じんと胸が熱くなる。

　腕に感じる優しいぬくもりにほっとすると同時に切なくなり、未知の感情が蠢うごめいた。




　──たとえ、コハクが少女でなくても、わたしはこの子が欲しい……。




　気がつくと、引き寄せられるように、ゆっくりと唇を重ねていた。蕩とろけるような陶とう酔すい感かんに酩めい酊ていしていると、甘酸っぱい感情が胸に押し寄せてくる。
















「ん……」

　眠ったまま苦しそうにコハクが息を吐いたので、ラピスは慌てて距離を取った。目覚める気配がないので胸をなでおろす。

　もっとコハクに触れたい衝しよう動どうにかられ、血がたぎるように全身を駆けめぐった。

　胸の奥に芽生えた欲望という名の感情に罪の意識を覚えつつ、コハクをそっと腕に包んだ。

　二人の体温がひとつに溶け合うような感覚にいつまでも浸ひたりたくて目を閉じる。

　──この子はどこまでも柔らかく、温かい。人肌とはこれほど心地よいものなのだな。

　その夜、慈いつくしむようにいつまでも、小さな身体を抱きしめていた。
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　秋になり色いろ褪あせた樹木が葉を落とすころ、幸福な子供時代を過ごすコハクの人生に陰りが差していく。

　ある日、父が重い心臓の病やまいで倒れ、余命一カ月を宣告されてしまう。

　寝台の上でギベオン公爵は不安そうな妻と必死な顔のコハクを見つめて微笑した。

「……わたしはどうやら長くないようだ。コハク、お前に渡しておきたいものがある」

　ギベオン公爵は瘦やせ衰おとろえた腕を伸ばし、コハクの手に銀でできた小さな鍵かぎを握らせた。

「もしも殿下が窮きゆう地ちに陥おちいることがあったら使いなさい。この鍵がきっと助けてくれるだろう」

「わかりました、父上。大事にします」

　大切そうにぎゅっと小さな鍵を握りしめるコハクの頭を、公爵はくしゃりとなでた。

「最後に悔くやまれるのはあの子のことだけだ。クリスにはつらい思いをさせてしまったな」

　誰のことだと問いたかったが、母が涙ぐんで夫にすがりついたので聞けなくなった。

「いいえ、あなたに言われた通りわたしこそ、コハクの人生を歪ゆがめてしまいました……！」

　──わたしの人生を歪めたとはどういう意味だ？

　真意を知りたい。けれど、夫婦の残り少ない会話に口をはさむことができないでいた。

「すべての責任はわたしにある。しかし今、コハクが王太子殿下のおそばにお仕えしているのも、何かの運命かもしれない。お前と出会ってからあの方は変わられた。いつもどこか張り詰めたご様子だったのに、穏やかで優しい笑顔を見せるようになられた」

　コハクはますます意味がわからなかった。コハクの知るラピスは穏やかで、優しい笑顔を絶やしたことがないからである。ギベオン公爵は、真剣な顔でコハクを見み据すえた。

「コハク、お前は誠心誠意王太子殿下をお支えしなさい。あの方は気の毒なお方なのだ。心に深い闇を抱えている。お前はその太陽のような笑顔で殿下を明るく照らして差し上げなさい。お前にしかできないことだ。いいか、必ず殿下を支え、お守りするのだぞ」

「もちろんです、父上。必ず立派に父上の跡を継いで、殿下をお守りします」

　これまで父はコハクを一度も後継ぎにしたいと望んだことはなかった。もしかしたら、最後に自分の存在を認めてくれたのだろうかと期待した。しかし、父は首を振る。

「……いいや、お前は、後継ぎではなく、この国の、いや、殿下の大切な、聖なる……」

　そこでギベオン公爵の言葉は途切れた。力なく寝台に身体が埋うもれていく。

「父上？」

「あなた──！」

　昏こん睡すい状態に陥った公爵が亡くなったのは、翌朝のことだった。




　王宮に出仕し、公爵家の唯一の男児と認識されていたコハクは、若くして家を継ぐ身となる。父の弟である叔お父じがコハクの後こう見けん人にんとなり、公爵家を支えていくことになった。

「コハク、これからの公爵家はお前の肩にかかっている。しっかりやるのだぞ」

「わかっています、叔父上」

　葬そう儀ぎの日、幼いながらも次期公爵として立派に喪も主しゆを務めるコハクの毅然とした姿に、参列者たちはそっと手巾で涙をぬぐう。

　クリスは、人目も憚らず夫の棺ひつぎにすがりつき、さめざめと泣いていた。

「わ、わたしは本当にだめな妻でした。申し訳ありませんでした、あなた！」

「母上……」

　かける言葉をなくして、コハクは一人で墓地の庭に足を向けるとぼんやりと空を眺めた。乾いた落ち葉が風に舞い、はらはらと肩に落ちていく。晩秋の気配の漂う庭で寂さびしく佇たたずむコハクに、国王の代理で葬儀に出席していたラピスが声をかけてきた。

「コハク、大丈夫かい？」

　コハクは喪服姿のまま振り返るとこくりと頷いた。

「平気です。それにわたしはこの家を継ぐ身です。悲しむ暇などありません」

「だが、お前はまだ十三の子供だ。わたしの前でくらい無理をしなくてもいいんだよ」

「別に無理をしてなど……」

　ラピスが暁色の瞳を和ませ、青みがかった清潔な巻き毛を肩で揺らしながら微笑する。

「コハク、つらいのなら、泣いてもいいんだよ」

「ラピス様……」

「いくら気丈なお前でも、父の死は哀しかろう」

「うっく……！」

　金の瞳にみるみる涙を浮かべるコハクを、ラピスはそっと抱きしめて、肩の上で切りそろえたプラチナブロンドを優しくなでる。自分を包む腕の思いがけない力強さにどきりとしながら、コハクは泣き叫んでいた。

「わ、わたしは親不孝者でした。父上の言いつけを何ひとつ守れず、困らせてばかりで。親孝行のひとつもできずに先立たれてしまいました。わたしはそれが悔しいのです！」

「コハク、お前は立派なこの家の後継ぎじゃないか。何を気に病む必要があるんだい？」

　たちまち気落ちしてコハクはうなだれた。

「……父は、わたしを後継者にしたいとは考えていませんでした。結局最後まで、認めてくれませんでした。……きっとわたしが頼りなかったからでしょうね」

「いいや、お前はどこに出しても恥じることのない勇敢な息子だ。いずれ、国王となるわたしのそばでお前が活躍する日がくれば、ギベオン公爵も満足するよ。それでは不満かい？」

　コハクの肩から力が抜けていく。心から自分を信頼してくれるラピスの言葉は、若くして公爵家を継ぐことを重荷に感じていたコハクを力強く励ました。

「──そうですね。明日から公爵家当主としてラピス様の側近にふさわしくあるようお仕えします。そうすれば亡き父の想いを受け継ぐことができて、あの世で父も喜ぶでしょう」

　胸が温かくなり、ようやくコハクが笑顔になる。ラピスはほっとして腕を離した。

「ラピス様は、どうしてそんなにわたしの気持ちをわかってくださるのですか？」

「まあ、長い付き合いだからな。お前の考えることなら容よう易いに想像がつく」

「ラピス様ほどわたしを理解してくださる方は他にいません。心から感謝します」

「──わたしは、コハクの良き理解者として認められたというわけだな」

　ラピスはいつもの穏やかな眼まな差ざしで、コハクを見つめていた。

　コハクが頷いたとき、ふいに背後から話しかけてくる人物がいた。

「君がコハクかね？」

　張りのある声に視線を向けると、長身ですらりとした壮年の美び丈じよう夫ふが立っていた。異国風の丈たけの長い衣装を身につけ、頭にターバンを巻き、片眼鏡モノクルをかけている。

「……あなたは!?」

「覚えていないかな？　わたしは公爵の古い友人で、貿易商をしているクンツァイトという者だ。公爵が亡なくなったと聞き、急いでかけつけたんだ」

　そう言われて記憶の底からこの男性の顔が浮上し、コハクははっと目を見張った。

「もしかして、おじ様？」

「思い出してくれたのかい？」

「もちろんです！　幼い頃に何度か遊んでいただいて、異国の珍しい品をたくさんお土産みやげにくださいましたよね。──まさかこのような形での再会になるとは、残念です」

「わたしも、公爵がこんなに早く亡くなるとは思わなかったからね。ところで、もしやあなた様は、王太子殿下でしょうか？」

　ラピスは警戒するようにクンツァイトから距離を取った。

「──そうだが、異国の商人がなぜわたしの顔を知っている？」

「いえ、公爵から聞き及んでいたご容姿と似ていたので、もしやと思ったのです。──ずいぶんとご立派になられて」

　どこか懐なつかしむような声は慈じ愛あいに溢れていたが、ラピスは怪け訝げんそうな態度を崩さなかった。

「ギベオン公爵は、殿下を残して世を去ったことをさぞ悔やまれているでしょう。王太子の守り役という立場上、気苦労も多かった」

「……わたしなどの守り役だったばかりに、公爵は寿命を縮めてしまったということか？」

　ラピスが顔を曇くもらせたので、クンツァイトは急いで頭を振った。

「いいえ、勘違いなさらないでください。公爵は自みずから殿下の守り役を買って出たのですよ」

「……そんな話、初めて聞いた。てっきり、人のいい公爵がわたしの世話を押しつけられたのだとばかり思っていたのに」

　ひどく陰いん鬱うつそうなラピスの表情に、コハクはどう声をかけていいか迷った。

　──父が世話を押しつけられたって、まるで嫌な役を背負わされたみたいな言い方だ。ラピス様はなぜ自分を卑ひ下げなさるのだろう。

「公爵は、優秀な殿下の将来に期待されていました。──そこでひとつお訊ききしたい。王太子殿下は本気で国王になりたいと思っておられますか？」

「……商人風ふ情ぜいがなぜわたしにそんなことを聞く？」

　たちまちラピスの視線が険しくなる。苛いら立だつ姿にクンツァイトが苦笑した。

「──なるほど、ギベオン公爵の心配はあながち杞き憂ゆうではなかったようだ。即答なさらないのですね」

　コハクはむっとした。

「ラピス様は将来必ずすばらしい国王になります。いくらおじ様でも無礼は許しません！」

「コハクは殿下を心から尊敬しているのだね」

「当たり前です。わたしはラピス様の一の側近であり、未来の騎士ですから！」

　真っ直ぐな金の瞳を輝かせて息巻くコハクに、クンツァイトがほうと息を吐いた。

「……たしかにぶしつけな質問でしたな。お許しください。殿下はどうやらよい側近に恵まれているようですな。部下は主を映す鏡です。お忘れなきように……」

　颯さつ爽そうとクンツァイトは立ち去った。残されたラピスとコハクは顔を見合わせる。

「……おじ様はラピス様のことも知っている様子でしたが、本当に面識はなかったのですか？」

「ああ、知らない。初対面だ。──だが、嫌な男だ。公爵の知り合いとは思えないな」

　ラピスが人を悪く言うのを初めて聞いた。コハクはちょっと驚いてしまう。

「そうですね、たしかにおじ様はラピス様を侮ぶ辱じよくするようなことを言っていました。許せません！」

　コハクはいまさらながら怒りが込み上げる。ラピスはすぐに穏やかさを取り戻した。

「わたしの代わりに怒ってくれて、ありがとう。さあ、そろそろ会場に戻ろう」

「はい。母上のそばにいてあげなくてはいけませんしね」

「お前は本当に心根の優しい子だね」

　そうしてゆっくりと落ち葉が積もる墓地を歩き始めたときである。コハクはふいに腹部に痛みを覚えて立ち止まった。

「どうしたんだい、コハク？」

「いえ、疲れがたまっていたせいか、今朝からなんだか調子が悪くて……」

「だから無理をするなと言ったんだ。さっきより顔色が悪くなっているよ。公爵夫人にはわたしが伝えておくから、邸に戻って休みなさい」

「……は、い」

　答えながら、ますます激しい痛みが差し込んできて、立っていられなくなった。

　ふらりと身体がよろめき、驚いたラピスがコハクの身体を抱きとめる。

「コハク！」

　ラピスの胸に崩れ落ちるようにコハクは意識を手放した。




　公爵家の私室で、コハクは目を覚ました。瞼まぶたを開くと、母クリスが心配そうな顔で見つめている。コハクは寝台の上にそっと起き上がった。

「あれ……？　たしかさっきまでラピス様と一緒にいた気が……」

　気を失う前の記憶が甦り、疑問を口にした。するとクリスが神妙な顔で口を開く。

「倒れたお前を殿下がここまで運んでくださったのですよ。あとでお礼を言いなさい。──具合はどうですか？」

「平気です。……急に家を継ぐことになって緊張していたせいでしょうね。なんだか、お腹が妙に重苦しい感じに痛んだので……」

　お腹をさするコハクに、クリスが悩ましげにため息をついた。

「お前があまりに勇ましいので、忘れていましたが、コハクもやはり少女なのですね」

「……少女……？」

「コハク、心して聞きなさい。お前は今日、一人前の女性になったのです」

「……は？」

「お前は今日、初しよ潮ちようを迎えたのです。もう十三になるのだから、当たり前ですね」

「……初潮？」

「月の障さわりが始まったのです。お前が倒れたのは、おそらく貧ひん血けつが原因でしょう」

　名前くらいは知っていたが、自分の身に起こるはずもない現象なので啞然とした。

「ちょっと待ってください。どういうことですか？　わたしはギベオン公爵家の長男ではないのですか？」

「……いいえ、お前はまぎれもなく娘です」

「そんなの噓です。信じられません！」

　興奮するコハクをなだめるように、クリスは静かに語りだした。

「──あの人が死ぬ前に、何かを気に病んでいたことを覚えていますか？」

「……それは、あの子がどうとか言っていたことですか？」

「そうです。……コハク、今こそすべてを話しましょう」

　クリスは嘆息すると沈ちん痛つうな面おも持もちで口を開く。

「お前には双ふた子ごの弟がいたのです。でもあの人は、双子は不吉だからと里さと子ごに出してしまい、息子を失った恨みから、わたしはお前を男として育てました。お前には本当に申し訳ないことをしたと思っています……」

「では、母上がわたしの人生を歪めてしまったと言ったのは、そういう意味なのですか？　父上が最さい期ごまでわたしを後継者と認めてくれなかったのは、女だから……？」

「そういうことです」

　クリスは自分を恥じるように瞼を伏せ、次に厳しい目でコハクを見据えた。

「コハク、お前は王太子殿下のことをどう思っているのですか？」

「心から尊敬しています。父の遺ゆい言ごん通り、一生お支えしていきたいと願っています」

　ためらいなくコハクは言い切った。少しも迷いを感じさせない娘の真剣さに、何かを悟ったようにクリスは小さく息を吐いた。

「……では、これから先をどう生きるかは、自分で決めなさい。ただ、これまでは一時的な出仕だと思いなんとかごまかしてきましたが、この先も男といつわって王太子殿下にお仕えするということは、国王陛下さえも欺あざむく行為です。秘密が知られたら、お前も公爵家も無事ではすみません。すでに後戻りできない状況ですが、覚悟はできていますか？」

　逃のがれられない現実に直面し、コハクは恐怖に震えながらもはっきりと答えた。

「わたしは今の生き方を後こう悔かいしていません。ラピス様のおそばを離れたくありません」

「ではコハク、心しておきなさい。以後、お前の身体は女性へと変化していくでしょう。これからは自分の秘密に自覚を持って行動しなさい」

「わかりました、母上」

　突然のことに戸惑いながらも、コハクは新たな決意を胸に頷いた。

　やがて扉が丁寧に叩かれ、ラピスが姿を見せる。

「コハク、目が覚めたんだね。大丈夫？　医者を呼ぼうか？」

「へ、平気です！　それより、わたしを運んでくださったそうで、その、ありがとうございます」

　コハクは何とも言えない気恥ずかしさのあまり頰を赤くして手を振った。ラピスはほっとしてみせる。

「礼には及ばない。──では今日はこれで失礼するよ。身体を大事にね」

　ラピスが出て行ったあと、コハクは緊張に強こわ張ばった身体から力を抜いた。

　──まさか、男の格好で剣を振り回しているコハクが実は女で、初潮を迎えたなんて、ラピス様は考えもしないのだろうな。
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　小鳥のさえずりのようなおしゃべりが、ディセルナティアの神殿内に華はなやかに響き渡る。

「ねえ、次代の聖せいなる花はな嫁よめは誰だと思う？」

「当然、ヒスイでしょ。あんなにきれいでおしとやかな巫み女こは、他にいないもの」

「ヒスイが聖なる花嫁に選ばれるなら、あきらめがつくってみんな言ってるわよ」

　明るいな光に包まれた中庭で囁ささやき合う巫女たちの噂うわさ話ばなしを耳にしたヒスイはため息をついた。愛用の裁さい縫ほう箱ばこを手にして廊下を急ぐ。ほっそりとした指は、下働きを請うけ負おう下位の巫女の立場のせいで少し荒れていたが、透き通るように白かった。簡素な巫女装しよう束ぞく姿で静しず々しずと廊下を歩くたび、腰まで伸びたプラチナブロンドが流れるように揺れる。穏やかな金の瞳ひとみは優しげで、憂うれいを含んだようにしっとりとしていた。十三歳の少女とは思えない美び貌ぼうを見た巫女たちは、ため息をついてその姿に見とれ、ヒスイの美しさを褒ほめそやす。

　──わたしが聖なる花嫁に選ばれるなんてありえないことなのに、馬鹿馬鹿しい。

　噂話に悩んでいる暇は、今のヒスイにはない。住み慣れた部屋の扉をくぐると、寝台で眠っていた養母が目を覚ました。浅い呼吸を繰り返し、やつれた顔で娘を見つめている。

「母様、大丈夫ですか？　まだ胸が痛むのではありませんか？」

「平気です。今日は気分がいいのよ。それより、仕事はもう終わったのですか？」

「晩ご飯の支し度たくは終えました。昨夜仕上げた刺し繡しゆう入りの手しゆ巾きんを出入りの商人がいつもより高値で買ってくれたおかげで、異国の薬が手に入りましたよ。すぐに準備しますね」

　手早く粉薬を水で溶かし始めると、養母は瘦やせ衰おとろえた細い肩でため息をついた。

「……お前は、さぞわたしを恨うらんでいることでしょうね」

「まさか！　わたしが母様を恨むだなんてありえません。捨て子のわたしを拾って大切に育ててくれたのは、母様ではありませんか！」

「ですが、おかげでお前は大変な秘密を背負う羽は目めになりました。本当に申し訳ないことをしました。わたしが亡なくなったあと、一人で残されるお前のことが心配でなりません」

　胸を病やんだ養母が苦しげに咳せき込こんだので、ヒスイは急いでその背中をさすった。

「わたしは大丈夫です。母様に真実を知らされてから、外の世界で生きていく術すべを身につけました。神しん託たくの儀式が終わって聖なる花嫁が選ばれたら、神殿を出て外の世界で生きていく自信はあります」

「──でも世間知らずのお前ではたかが知れています。支えてくれる人間が必要なのです。お前が神殿で一番信頼しているのはルチルでしょう？」

「はい」

　ヒスイは迷わず答えた。幼い頃から自分を明るく支えてくれた一番の友はルチルだ。

　病み衰えた養母の姿に、ヒスイの瞳がうるんでしまう。涙をぬぐっていると、扉が叩たたかれた。

「……どうぞ」

　許しを得て入ってきたのは、癖くせのある黒髪を肩までたらした茶色の瞳の少女だった。彼女は手にした果物の籠かごを掲かかげて笑ってみせる。

「これならおば様も食べられると思って持ってきたの。わたしの実家から届いたばかりよ」

「ルチル、いつもありがとうございます」

　ヒスイより二歳上のルチルは子し爵しやく令れい嬢じようだが、実家があまり裕福ではなかった。そのことを知っていたので、彼女の心こころ遣づかいが嬉しい。渡された籠を受け取り、切り分けるために台所に入ろうとしたところで、養母の強い声に引き止められてしまう。

「ヒスイ、大切な話があります。ルチルも一緒に聞いてちょうだい」
















「おば様、どうかなさったのですか？」

　養母の真剣な瞳がルチルを真まっ直すぐに見る。ルチルは困惑しながら瞬まばたきをした。

「ルチル、お願いがあります。あなたにヒスイの今後を頼みたいのです」

「でも、わたしも次の聖なる花嫁選びが終われば還げん俗ぞくして子爵家に戻るつもりです。父の命令だから、ずっと神殿では暮らせませんし……」

「いえ、そのとき、ヒスイも一緒に連れていってほしいのです」

「なぜです？　ヒスイは有能な働き手だし、神殿にいれば生活に困ることはないのでは？」

　ヒスイと養母が一瞬視線を交わすが、気まずそうに逸そらした。ルチルは口ごもるその様子でふいに悟さとった。

「……何か事情があるという顔ですね。でも、理由も聞かずにお引き受けすることはできません」

　養母はルチルの目を見てきっぱりと告げた。




「──ルチル、実はヒスイは男なのです」




「……は？」

「だから、いつまでも神殿で暮らすわけにはいかないのです」

「て、え？　ヒスイが男!?　刺繡と料理が得意で、誰よりも女らしくておしとやかで神殿一の美人のヒスイが男？　……噓でしょう？」

　事情を飲み込めないルチルが啞あ然ぜんとして自分を見るので、ヒスイは沈ちん痛つうな顔で頷うなずいた。

「……ルチル、黙っていてすみません。捨て子のわたしが神殿で生きるためには女でいるしかなかったんです」

　自分が男だと教えられたのは三年前の十歳のときである。その後、ヒスイはしっかりと自分の性を自覚するようになった。また、外で暮らした経験のある義母から様々な職業を教えられ、将来は養母の亡き夫と同じく会計士になろうと考えていた。本当は得意の裁縫の腕を生かして針はり子こになりたかったが、女性がつく職業なので男のヒスイにはなれない。

「ヒスイ、ちょっとこっちへ来て」

　剣けん吞のんな顔をしたルチルに手を引かれ、ヒスイは隣室へと入った。そこはヒスイの私室で、壁には精巧な刺繡が飾られている。部屋の真ん中に立つと、いきなりルチルに服をつかまれた。

「ヒスイ、服を脱いで」

「え？」

「いいから、脱ぎなさい！」

「わ、ちょっと、ルチル、やめてください！」

　無理やりヒスイの巫女装束を脱がしたルチルは、十年来の友人がまぎれもなく男である事実を確認すると呆ぼう然ぜんとした。

「噓……」

　ヒスイは顔を真っ赤に染め、脱がされた巫女装束を奪い返し、手早く着替えた。

「これで納得してもらえましたか？」

「……うん、よくわかった。驚いたけど、ヒスイが友達だという気持ちは変わらないわ。わたしが還俗するときは、必ずヒスイも一緒に連れていってあげる。腐くされ縁えんだし、仕事が軌き道どうに乗るまで我が家で面倒を見てあげるわ」

　再び養母の部屋に戻ると、話を聞いて安あん堵どした母は、一枚の布を差し出した。

「これは、お前が捨てられていたときに、くるまれていたおくるみです。布地の端に貴族の家か紋もんが刺繡されています。神殿を出たあと、お前の素す性じようを知る手がかりになるでしょう。実の親のことが知りたければ、捜さがしてみなさい。ヒスイ、このことを今まで黙っていてごめんなさいね。どうしても、お前を手放したくなくて……」

「わたしを捨てるような親に興味はありません。わたしは母様に育てられて、幸せでした。後こう悔かいはありません。心から感謝しています」

　満足そうに笑うヒスイに見送られ、養母が息を引き取ったのは、それから五日後のことである。
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　長閑のどかな昼下がり、コハクは王宮で眠そうにあくびをかみ殺すカルサイトを見つけた。

「カルサイト、なんだか眠そうですね。仕事が忙しいのですか？」

「まあ、俺はいつでも忙しい身だからな」

「カルサイトもディセルナティアの第二王子。やはりいろいろ大変なのですね」

　感心したようにうんうんと頷くコハクに、カルサイトが盛大に笑った。

「俺が忙しいのは仕事じゃない。恋愛のほうだよ。あちこちの女が俺を放っておかなくてな。おかげで毎晩眠る暇もないくらいだ」

「なっ！」

　さすがのコハクもうっすらだが言葉の意味が理解できたので絶句する。

「コハクはなんでもできるのに、色恋沙汰には関心がないのだな」

「……わ、わたしはギベオン公爵家を継ぐだけで精一杯ですから」

「だがお前は結構女に人気があるんだぞ。それと男にもな」

「は？　男に人気がある？　わたしは男ですが？」

「お前は見た目が女みたいにきれいだからな。まあ、お前が女だったら最高だろうが、いくら美しくても、こんながさつで凶暴な女は願い下げだ。王宮の外にはもっと愛想がよくて可愛い女が列を作って俺を待っているからな」

「カルサイト！　あちこちで浮うき名なを流している噂は耳にしていましたが、こんなに恥知らずな男だとは思っていませんでした！　友としては感心できませんよ！」

「恋をするのに誰かの許可が必要だなどと聞いたこともない。まったく頭の固いやつだな」

「わたしをあなたと一緒にしないでください！」

「別に俺は、ただ遊んでいるわけじゃない。理想の女を探しているんだ。生しよう涯がいを共にしたいと心から思える女が欲しいんだよ。見た目も重要だが、付き合ってみないと相性はわからないからな。だから、女遊びも理想の女を見極めるための訓練だ」

「訓練？　それは結局自分が遊ぶための言い訳じゃありませんか！」

「なんならいい女を紹介してやるから、手ほどきを受けてこいよ。お前だって、いつかは公こう爵しやく家けのために誰かと結婚する身だろう。なんの経験もないままで、どうやって妻を満足させるつもりだ？」

　たちまちコハクの白い頰ほおが羞しゆう恥ちで真っ赤になる。

「な、なんてことを言うのですか！」

「コハク、お前は聡さとくてもまだまだ子供だな。この程度の話題で動どう揺ようしてどうする？」

「カ、カルサイトのようになるのなら、子供で結構です！　少しはラピス様を見習ったらどうですか？　あの方の清せい廉れんさをカルサイトにも分けてほしいものです！」

「兄上は真ま面じ目めすぎる。というか、あの方は変わっている。女性に一切興味がないようだ」

「ラピス様が女性に興味がない……？」

　言われてみると、これまでラピスの周囲で浮いた話を一度も聞いたことがない。

　もちろん彼は王太子として将来聖なる花嫁を娶めとる運命にある。弟のように遊び回る自由はないし女性も近づかないと先日も聞いたが、端整な容よう貌ぼうのラピスに恋の噂がただのひとつもないのはたしかにおかしい。

「……これは秘密の話だが、先日、兄上に側そば女めを持たせるという案が出たらしい」

　カルサイトがひそひそとコハクの耳に唇くちびるを寄せて話しかけてくる。

「……側女？　ですが、ラピス様は将来、聖なる花嫁とご結婚なさるのでしょう？」

「もちろんそうだが、その前に兄上が女の一人も知らなくては、閨ねやで困ることになる。だからそんな話が持ち上がっている」

「……それで、ラピス様はどのように返答なさったのですか？」

　純真なコハクの顔が火ほ照てる。初うい々ういしい友人相手にカルサイトがにやりと笑った。

「お前の想像している通りだよ」

「……つまり、お断りになったということでしょうか？」

「ああ、そういうことだ。自分は一生一人の女性だけでいいとおっしゃったそうだ」

　コハクは満足そうに笑った。

「やはり、ラピス様は心ばえの立派な方でいらっしゃる。カルサイトとは大違いだ」

「……コハクは本当に兄上贔屓びいきだな。友として嘆なげかわしい」

「わたしはラピス様の第一の側そつ近きんです。敬意を払うのは当たり前です！」

「これだからコハクは兄上にそっくりで真面目すぎると言うのだ。面白味のない男だな」

　柔らかな花弁のように愛らしい唇を尖とがらせてコハクが抗議しようとする。

　カルサイトは親友をからかいながら裏庭へと踏み込んだ。そこで思いがけない姿を見つけ、コハクを引っつかんで素早く木こ陰かげに隠れた。

　ラピスと王妃が廊下で向かい合っていたのだ。

「お前、どういうつもり？　わたくしが用意した側女を断ったそうね」

「……王妃様に懐かい柔じゆうされた側女など受け入れるはずがないでしょう？　今度は毒でも盛るおつもりですか？」

　まさかの会話に、コハクは度ど肝ぎもを抜かれた。

「いつわたくしがそのようなことを仕組んだと言うのです！　証しよう拠こもないのに無礼な！」

「わたしももう子供ではないのですから、いいかげん見え透いた手段で追い落とそうとするのはおやめください」

「……わたくしによくそんな生なま意い気きな口が利きけたものね。それが、息子むすこが母親に取る態度ですか！」

「まさか王妃様の口から、親らしい台詞せりふが聞けるとは思っていませんでした。ですが、わたしは貴女あなたを母親だなんて思ったことは一度もありませんよ。王妃様も同じでは？」

　王妃は苛いら立だったように扇せん子すを力任せに握りしめ、大きく振り上げた。次の瞬間、ラピスの頰を容よう赦しやなく殴なぐりつける。

「本当に、可愛げのない子供だこと！　あの女にそっくりだわ！　その生意気で傲ごう慢まんな口調も、わたくしを小馬鹿にする態度もすべて、あの女とうりふたつね！」

　ラピスは唇の端を流れ落ちる血をぬぐいながら、冷笑した。まるで余裕を失わない息子に、王妃の目に憎にくしみがこもる。

「覚えていらっしゃい！　今度こそお前の大切な宝物を奪ってあげるから！」

　王妃が去ると、ラピスは冷めた目を不快そうに細め、踵きびすを返して廊下を歩いていく。思わず駆けだそうとしたコハクを、カルサイトが腕をつかんで止めた。

「やめておけ、コハク」

「なぜです！　ラピス様が大変なときに、一人にしておくことなどできません！」

「……兄上は、今の光景を誰かに見られたと知ったら絶対に喜ばない。兄上は自分の内面を他人にさらすことがお嫌いだからな」

　納得できる言葉だったので、コハクはうなだれてしまう。たしかにいつも清廉で柔にゆう和わな笑みを浮かべているラピスからは考えられないほど冷れい淡たんな態度だった。

「それにしても、王妃様はなぜあんなにもラピス様のことを嫌っているのですか？　実の親子ではないのですか？　王妃様の口ぶりはまるで他人に接するように聞こえましたよ」

　するとカルサイトが悩ましげにため息をついた。

「兄上は、間違いなく父上と母上のお子だよ。兄上の容姿がすべてを物語っている」

「どういう意味ですか？」

「……お前も兄上の側近だから、事情を知っておくべきだな。兄上の容姿は、亡きお祖ば母あ様、つまり父上の母親にそっくりらしい。母上はお祖母様と折が合わなかったから、かなり陰いん湿しつな嫌がらせを受けたと聞いた。その上、未来の国王の養育を任せられないからと生まれてすぐの兄上を母上から引き離して、病気で亡くなるまでの一年間くらいお祖母様の手で育てていたそうだ。そういう事情が重なったから母上は兄上を毛嫌いしておられる」

　コハクはあっけにとられていた。

「な、そ、それは、ラピス様にはなんの罪もないことではありませんか！　祖そ母ぼ君きみに受けた仕打ちを、王妃様は実の息子で晴らしているということですよね？」

「……そういうことだ。実の母を悪く言いたくはないが、尊敬できる方ではないな。父上も母上を後こう見けんする貴族の勢力に逆らえなくて、兄上を遠ざけておられる。母上の贅ぜい沢たくを止められないのも、過去の因いん縁ねんが原因のひとつだ。兄上は気の毒なお立場にいらっしゃる。だから、俺くらいは兄上の味方でいようと思っているんだ」

　コハクの心は引き裂さかれるように痛んだ。いつもどこか寂さびしげなラピスの様子が胸に突き刺さる。そして、死しに際ぎわに父がラピスを守れと言い残したことを思い出していた。

　──父上は、ラピス様の境遇をご存知だったんだ。守もり役やくだったのだから当然だ。

　だが現実には公爵家当主とはいえ自分はまだ子供だ。以前、刺し客かくに命を狙ねらわれたときもなんの役にもたてなかった。父が亡くなったときも、ラピスは自分を気き遣づかい慰なぐさめてくれた。いつも彼に守られているのは自分のほうだった。己の無力さを痛感して悔くやしくなる。

「わたしだって、ラピス様のお役に立ちたい！」

　気がつくとコハクは、カルサイトの制止を振りきり走りだしていた。

「待て、コハク、どこに行くんだ！」

　カルサイトの叫びを無視してコハクはプラチナブロンドを乱しながら走り、西日に照らされた王宮の廊下を曲がろうとしていた王妃を堂々と呼び止める。

「王妃様、お待ちください！」

　苛立ちながら王妃がゆっくりと振り返り、コハクに鋭い視線を向けた。

「お前はたしか……」

「ラピス様の第一の側近、ギベオン公爵家当主コハクです」

「王太子の側近風ふ情ぜいがわたくしになんの用？　いきなり呼び止めるなんて無礼でしょう」

「……あなたなんかに常識をとやかく言われたくありません！」

「王妃であるわたくしに、よくもそんな生意気な口が利きけたものね」

「あなたのような卑ひ劣れつな方に王妃の資格があるとは思えません！　祖母君の代わりになんの罪もないラピス様を苦しめ続けるなんて許せません！　わ、わたしの母はお腹を痛めて産んだ子供はどんな子でも愛いとおしいといつも言っています。それが普通の母親ではないのですか？　あなたは母親である前に人として最低です！」

「なっ！　なんて礼儀知らずで失礼な子供なんでしょう！」

「この国の尊い聖なる花嫁であるはずの王妃様が、神からなんの力も授さずからなかった理由がよくわかります。こんな横暴な花嫁に天が力を与えるはずがありません！」

「……わたくしを愚ぐ弄ろうするなんて許せないわ……！」

　コハクは無意識に王妃の最も触れられたくない部分を逆なでした。異能を持たない花嫁を見下す風ふう潮ちようは古いにしえから王宮に存在していた。コハクの知らないところで無能な王妃を小こ馬ば鹿かにする貴族も実は多い。かろうじて保たもっていた威厳を傷つけられ、王妃は憤ふん激げきした。

　扇子をぎゅっと握り、怒りに任せて振り下ろそうとしたそのときだった。コハクは背後から抱き寄せられるように、身体を後ろに引かれた。王妃の扇子がむなしく空くうを切る。

「コハク、何をやっているんだ！」

　ラピスだった。どうやら大声で騒ぐコハクに気がつき戻って来たらしい。

「ラピス様、放してください！　わたしはもっと言ってやりたいことがあるんです！」

「いいかげんにしなさい！　お前はギベオン公爵家当主だ。臣下の身で王妃様に無礼な真ま似ねをするな。王宮の規律を乱すんじゃない！」

　厳しい声でたしなめられ、コハクはようやく冷静さを取り戻して口を閉ざした。

「……王妃様、どうかコハクの非礼をお許しください……」

「お前は、側近の躾しつけもろくにできないのですね。子供とはいえ見過ごせません。今すぐその子を引き渡しなさい。不ふ敬けい罪ざいで処しよ罰ばつします！　公爵家もただではすみませんよ！」

　ラピスは言い返すことができずに、血の気の失うせた顔で、コハクを抱く腕を震わせた。

　だがそこで、呆然とこの状況を眺めていたカルサイトが、静かに王妃の前に立った。

「母上、コハクは俺の大切な親友でもあるんです。許してあげてください。あとで俺の口から、母上がどんなに慈じ悲ひ深ぶかい方で立派に王妃の務つとめを果たされているか話しますから」

「……カルサイト」

「母上、コハクに寛大なご処置を」

　王妃がややひきつった笑顔を浮かべた。

「……お前がそこまで頼むならしかたありませんね。可愛いお前に免めんじて見み逃のがしてあげましょう。ただし許すのは今回きりですよ」

　どうやらカルサイトの前ではいい母親を演じたいのだとわかり、ますますラピスの身の上が不ふ憫びんになってコハクは泣きたくなった。

「母上、ありがとうございます。それよりこの間、異国から取り寄せた珍しい菓子を食べさせてくれると約束したではありませんか。これから部屋に伺ってもいいですか？」

「もちろんです。インカローズも呼んで、皆で食しましょう」

　インカローズとはディセルナティアの唯ゆい一いつの王女で、ラピスとカルサイトの妹だった。どうやらインカローズも王妃にとっては大切な子供らしく、コハクは悔しくなった。

　──ラピス様は、いつもこうやってのけものにされてきたんだ。そんなの哀かなしすぎる！

　カルサイトが王妃を言いくるめて立ち去るのを見届けると、ラピスがコハクの腕を乱暴に引いて無言で歩き始めた。どうやらかなり怒っているらしく、コハクは悄しよう然ぜんとなった。

　──ラピス様のお役にたつどころか、逆に迷惑をかけてしまった……。

　やがてラピスの私室へとたどりつき、背中を突き飛ばされるように部屋へと入った。

　夕焼け色に染まる室内に二人きりになると、突然ラピスがコハクに向き直り、大きく手を振り上げた。容赦のない力で頰を張られ、コハクはよろめいた。誰かに叩かれたことなど生まれて初めてだった。

「──お前がこんなに馬鹿だとは思わなかった」

　殴った手を握りしめ、ラピスが蒼そう白はくな顔でコハクを見み据すえていた。

「……ラピス様のお立場を悪くしてしまい、申し訳ありませんでした」

「わたしはそんなことが言いたいんじゃない！　わたしの立場などどうでもいいことだ！」

　ラピスはかっとなり、コハクの肩を両手でつかむと大きく揺さぶった。

「前に言ったはずだ。王妃様は、自分に逆らう人間に容赦がないと！　ずっと以前にも、王妃様と真っ向から対立した大物貴族が失しつ脚きやくさせられたことがあるんだ。もしあの場にカルサイトがいなかったら、お前は厳罰に処され、ギベオン公爵家も罪に問われていた！　お前は公爵家当主という自分の立場に自覚がなさすぎる！　子供だから許されると思うな！」

「す、すみませんでした……」

　ラピスはコハクの身体を突き放し、冷たい声で告げた。

「……今から公爵家に使いを出して迎えに来させるから、今日は家に帰りなさい」

「え、でも、公爵家の馬車なら厩きゆう舎しやに……」

「あんなことがあったあとで、お前を一人で家に帰すわけにはいかない。見張る人間が必要だ。それに、お前の後見人の叔お父じにも今後のことについて話しておきたいことがある」

「今後のこと……？」

「お前をわたしの側近からはずす」

「え？」

「お前の王宮への出入りを禁止する。──今後、二度とわたしの前に姿を見せるな！」

　苛か烈れつな口調で言い放たれ、コハクはしどろもどろになった。

「ま、待ってください、ラピス様。わたしは……」

「これ以上、お前と話すことはない。迎えが来るまで奥の部屋で待っていなさい！」

　寝室に閉じ込められて一人にされた。日暮れの茜あかね色いろが満ちる床にコハクはへたり込んだ。

「……どうしよう。ラピス様に嫌われてしまった。……わたしは本当に役立たずだ。もう、ラピス様のおそばにはいられないんだ……」

　たまらなく悲しくなり、涙が込み上げてくる。地平線に太陽が沈む頃、薄暗くなっていく部屋の扉が丁てい寧ねいに叩かれた。扉越しにラピスの優しい声が聞こえてくる。

「コハク、陛へい下かに呼ばれたから、わたしはしばらく部屋を空あけるけど、帰ってくるまで誰が来ても部屋に入れてはいけないよ」

「……わかりました」

　そのまま静かにラピスが離れていくので、気分が落ち込んだ。

　──どうやらもう、わたしの顔も見たくないらしい……。

　夜の闇やみが降りていく部屋に蹲うずくまり、泣きべそをかいているときだった。ラピスの部屋に誰かが訪れる気配がした。対応する侍女と押し問答している。

「お待ちください。王太子殿下のご命令で、部屋には誰も入れるなと！」

「……お前、わたくしを誰だと思っているのですか？」

　──この声は王妃様？

　いったいなんの用だろうと耳をそばだてていると、寝室の扉が勢いよく開かれた。

　真っ暗な室内がランタンの明かりで照らされ、コハクは眩まぶしさのあまり目を閉じる。

「やはりここにいたのね。自分の部屋に匿かくまうほど、この子供を大切にしているとは」

　コハクが恐る恐る瞼まぶたを開けた。王妃は真っ赤な紅べにを差した唇を愉ゆ快かいそうに歪ゆがませている。

「……あの、王妃様、先ほどは大変申し訳ありませんでした。反省しています……」

　本当は頭など下げたくなかったが、ラピスの立場を悪くしたくない一心で謝った。

「まあ、カルサイトのたっての頼みですから、公爵家の罪を問うようなことはしません。でも、それではわたくしの気が治まらないわ。──お前個人に罰ばつを与えましょう」

「罰？」

「安心なさい。命を取るような真似はしません。ひと晩だけ、特殊な趣味の男の慰み者になって、わたくしに逆らった罪を贖あがないなさい」

　コハクはひっと息をのんだ。女の自分が本能的な恐怖を訴うつたえてきて、肌が粟あわ立だつ。

　王妃は怯おびえるコハクを満足そうに見やり、閉じた扇子でコハクの顎あごを持ち上げた。

「この器量なら、相手の男もさぞ喜ぶことでしょうね。──この子供を捕まえなさい」

　王妃の命令で複数の男が室内に踏み込んでくる。悲鳴を上げようとすると、口に猿ぐつわを嚙かまされた。手足をよじって暴れるも、難なくねじ伏せられる。頭から大きな袋をかぶせられ、そのまま担かつぎ上げられた。

「さあ、その目め障ざわりな子供をさっさと連れていきなさい！」
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「国王陛下は宰さい相しよう閣かつ下かと会食中です。王太子殿下をお呼びした覚えはないとのことです」

　申し訳なさそうな侍女の返答に、ラピスは愕がく然ぜんとした。

「……誰かがわたしを騙だましたのか？　なぜ……？」

　そんな理由、考えるまでもない。

　ドクンと心臓が大きく跳はね、じわじわと手に嫌な汗が浮き上がる。

　ラピスはくるりと踵を返し、私室への道を急いだ。部屋へ戻ると、寝室の扉が開け放たれたままで、奥にいるはずのコハクの姿は消えていた。頭が真っ白になり混乱していると、背後から声をかけられた。

「王太子殿下、申し訳ありません。突然王妃様がいらして、公爵を連れていってしまって」

　床に座り込んだまま途方に暮れている侍女の言葉に、絶望的な気持ちになった。

「王妃様は、コハクをどこに連れていった？」

「わかりません。……ただ、その、特殊な趣味の男の相手をさせると……」

「なっ！」

　ラピスは焦あせって部屋から出ると、王宮の奥へ続く廊下を駆ける。いくら王妃の命令でも表門から堂々とコハクを外へ連れ出すのは不可能だ。人ひと気けのない裏門を選ぶに違いない。

　息が切れ、喉のどが焼けるように熱くなるが、速度を緩ゆるめることはなかった。

　──まさか王妃様がこんなに早く動くとは思わなかった。誤算だった。

　コハクが王妃に逆らった時点で、その身が危あやうくなることはわかっていた。

　だから、コハクを側近からはずして邸に帰そうとしていたのに。

「兄上！」

　廊下の角でカルサイトに呼び止められた。時間が惜しく駆け去ろうとするが、肩をつかまれる。

「放せ！　お前にかまっている暇はない！」

「そんなに急いでいったいどうなさったのですか？」

　動揺する兄の姿を訝しむカルサイトに、ラピスは真剣な顔で告げた。

「……コハクが連れ去られた。裏門に向かっているはずだ」

　カルサイトは、一瞬事情を問いたそうな顔になるが、すぐに表情を引きしめた。

「俺も協力します」

　二人は裏門へと向かった。無数の篝かがり火びに照らされた廊下の奥に裏門が見えてくる。錆さびついた鉄てつ格ごう子しを開こうと四苦八苦している男たちの姿が視界に入る。男の一人は大きな袋を抱かかえており、袋の中で何かが暴れているようだ。

　──見つけた！

「俺が奴らを叩き伏せますから、兄上はコハクを！」

「……頼む！」

　カルサイトは腰に帯びていた剣を抜くと、男たちに斬きりかかった。王子たちの反撃に、たちまち男たちがたじろぐ。

　ラピスがコハクを担いだ男に追いすがろうとしたところで裏門が開き、男が外へと飛び出していく。

「コハクを返せ！」

　子供とはいえ、人一人を抱えた男の動きは鈍にぶく、追いつくのは簡単だった。

　男はちっと舌打ちすると、あろうことか抱えていた荷物を門を囲む堀へと放り込んだ。

「貴様!!」

　ラピスが急いで堀を覗のぞくと、深い堀の水は抜かれていて、腐ふ葉よう土どの積もった地面に重い音をたてて袋が落ちた。男たちは一目散に逃げ出すが、かまっている余裕はない。

　ためらうことなく堀の底へと下り、素早く荷物の口を縛しばる紐ひもを解くと、意識を失ったコハクがぐったりとしていた。猿ぐつわを取り、その小さな頭部を抱えると濡ぬれた感触が指にからみつく。驚いて手を引くと、指は血まみれだった。じわじわと血の染みが衣服を濡らしていくのを見て、ラピスの腕が震えた。

「兄上、早く！」

　カルサイトに叱しつ咤たされ、コハクの身体を抱えて地面へと這はい上がった。

「コハク？」

　命の重みを腕に感じながら恐る恐る声をかけると、コハクがうっすらと瞳を開いた。

「……ラピス様」

　小さく呟くとそのまま意識を手放す。カルサイトは早口で兄に言った。

「兄上、俺は医者の手配をしてきます。兄上は早く応急処置を！」

「すまない、カルサイト。お前がいてくれて助かった」

　カルサイトは上着を脱いでコハクの頭に強く巻きつけてから、王宮へと戻る。

　ラピスはコハクを両腕に抱き上げ、私室への道を急いだ。

　コハクを守りきれなかった己の無力さをひたすら呪ったが、今はコハクを救うのが先だ。

　後悔の責め苦に苛さいなまれながら、部屋に駆け込むと侍じ女じよに命じた。

「布をたくさん持ってくるんだ！　あと、わたしの服でいいから着替えを用意してくれ！」

　侍女が慌てた様子で衣装部屋へと入っていく。コハクを寝台に寝かせ、頭から血まみれの上着をはずしてシーツを裂いて再び巻きつけるが、すぐに白い布に血が滲んでいく。

　──他にも怪け我がをしているかもしれない。

　身体に傷がないか確かめようと衣装の結び目を手早く解く。衣装の前を開いた瞬間、信じられない光景に手を止め、ラピスは暁の瞳を大きく見開いた。

　コハクの淡あわい桜色に染まる初々しい肌は柔らかで、肩は華きや奢しやでありながら丸みを帯びていた。胸元を包むなだらかな曲線は男のものとあまりに違う。震える手でそっとコハクの素肌をなぞると、触れてようやくわかる程度の小さな胸の膨らみがあった。

「……なぜ……？」

　混乱していると、侍女が着替えを手にして部屋に入ってきた。ラピスは動揺しつつも、コハクの身体を隠すように夜具をかけた。侍女がおずおずとラピスに告げる。

「……王太子殿下、先ほどからギベオン公爵の後見人と公爵夫人がお待ちですが……」

　遅まきながら、コハクを迎えに来るように公爵家に使いを出していたことを思い出す。

「……今すぐ公爵夫人だけを呼んでくれ……」

「かしこまりました」

　侍女が下がったあと、ラピスは急いでコハクの衣服の紐を結び直した。身体に毛布をかけて居間に戻ると、侍女に先導されたギベオン公爵夫人が慌てて姿を見せる。

「コハクに何かあったのですか！　ずいぶん騒がしいようですが……」

「……コハクは、足を滑すべらせて外の堀に落ちたのです」

　ラピスは緊張しながら、わざとらしく聞こえないように、慎しん重ちように事情を説明した。王太子という立場上、どんな状況でも平静を装よそおうことに慣れていたが、今は自信がなかった。

「コハクは、コハクは、無事なのですか？」

「頭を怪我したので止血の処置をしました。カルサイトが、医者を呼びに行っています。今は人手が足りないので、公爵夫人に介かい抱ほうをお願いします」

　顔色を青ざめさせたクリスは、招かれるままに寝室に入っていく。どうやら我が子の身を案じるあまり、ラピスの言葉を疑う余裕もないらしい。

　またも扉が叩かれる音がして、今度は医者を伴ともなったカルサイトがやってきた。

「兄上、コハクは？」

「……今、公爵夫人が面倒を見ている。あの子も母親と一緒のほうが安心するだろう」

「では、俺もコハクに会ってきます。この目で無事を確かめたい」

　カルサイトが急ごうとするのをラピスが止めた。

「いや、ここは医者に任せよう」

　ラピスはいつもの穏やかな口調を心がけながら寝室の扉を叩いて声をかけた。

「公爵夫人、医者が来ました。扉を開けてもいいですか？」

「い、いえ、医者は必要ありません。怪我はたいしたことはないようですし……」

「もしコハクに何かあったらどうなさるおつもりですか！　かなり出血していましたよ！」

　カルサイトが怒ど鳴なった。やがてゆっくりと扉が開き、蒼そう白はくのクリスが顔を出した。

「では、お医者様だけお入りください。失礼ですが殿下方はお待ちください」

　緊張を押し殺すような姿を見て、ラピスの疑惑は確信に変わった。

　──亡き公爵がコハクを後継者として認めなかった理由はこういうことか。

　医者と一緒に寝室の扉をくぐろうとするカルサイトを、ラピスが腕を引いて止めた。

「カルサイト、治ち療りようの邪じや魔まになるから、我々は外で待とう。それにさっきの件で話がある」

　居間で兄と二人きりになると、カルサイトは真剣な顔になる。

「コハクを狙った男たちは何が目的だったのでしょうか？」

　まさか友の無礼を許すと約束した母がコハクを狙ったとは思いもよらないらしい。幸せな弟だ。

「……どうやら妙みような趣味の持ち主があの子を手に入れようとしたらしい」

　カルサイトが苛立たしそうに床を蹴けった。

「いまいましい変態の誘ゆう拐かい犯はんめ！　コハクを襲った犯人は俺が必ず捕まえてみせます！」

「やめておきなさい」

「なぜです？　悪あく辣らつな犯罪者を野放しにするおつもりですか？　兄上らしくない！」

「周囲に知られたら、コハクの評判に傷がつく。──公爵夫人も公おおやけにしたくないそうだ」

　平然と噓うそをついたが、おそらくクリスも同じことを考えているだろうから問題ないだろう。

　しばらくすると治療を終えた医者が寝室から出て来た。

「出血は多かったようですが頭部の裂れつ傷しようは浅く、何針か縫ぬう程度ですみました。他に外傷はないので、命に関わることはありません。しばらく安静にしていれば元気になります」

　医者と入れ変わるようにカルサイトが寝室へと入る。意識を取り戻したコハクは寝台で弱々しく笑っていた。

「……カルサイト、助けてくれてありがとう」

　コハクの無防備な愛らしい笑顔に、カルサイトは頰を赤くして照てれ臭くさそうに言った。

「お前が無事ならそれでいい。何かあったらまた俺が助けてやる。俺たち、親友だろう？」

　命が無事だとわかり、安心したカルサイトは、明日また来ると告げて帰っていった。

　一人になるとラピスは窓際の椅い子すに座り、乾いた血のこびりついた手のひらを額に押し当てた。血まみれのコハクを見た瞬間の恐怖が甦よみがえり、震えが止まらない。いや、それよりもっと重要な疑問があった。

　──あの子は間違いなく少女だった。どういうことだ……？

　公爵夫人を今すぐ問い詰めたかったが、冷静な自分がそれを止めた。

　──真実が白はく日じつのもとにさらされたら、公爵家は終わりだ。わたしはともかく、陛下まで騙しているのだから、家は断絶され、コハクの命も保ほ証しようできない。何より問題なのは……。

「……王妃様がこのことを知ったら、より卑劣な方法でコハクを傷つけようとするだろう」

　王妃がコハクを、少年を愛好する変質者に差し出そうとしたことが心に重くのしかかる。

　想像するだけで汚けがらわしくおぞましい。

　これまでは、ラピスの大切な存在だから王妃はコハクを狙っていた。だが、コハクはもうこれ以上ないほど王妃を怒らせてしまった。今後はコハク自身が、標的にされるだろう。

　王妃の執しゆう念ねん深ぶかい性格は、息子の自分が誰よりもよく知っていた。このままでは秘密はいつか必ず露ろ見けんする。今の自分の力ではコハクを守り通すことは難しい。

　本人に伝えた通り、コハクのために、王宮への出仕を辞めさせるべきだ。

　考え込んでいると、寝室の扉が開き、神妙な顔をしたクリスが再び姿を現す。

「コハクが殿下と二人きりで話をしたいと申しております。いらしていただけますか？」

「──わかりました」

　冷静さを装よそおいながら寝室に移動した。寝台の上で、コハクが不安そうな目をラピスに向ける。よく見ると用意した着替えは、丈たけが長いせいか手首のあたりで二重に折られていた。大きな袖そでから覗くその痛々しいほどの腕の細さに、自責の念にかられた。

　──もう何年も一緒にいるのに、どうしてこの子が少女だと気がつかなかったのだろう。

「どうしたんだい、コハク」

　青みがかった髪を揺らし、優しく声をかけた。コハクがほっとした表情になる。

「わたしが堀に落ちたと噓をついてくれて感謝しています。母上に心配をかけたくありませんから……」

　──この子は本当に母親思いの優しい子だな。いや、誰に対してもこんな風だ。

「ラピス様、申し訳ありませんでした。わたしが王妃様を怒らせたばかりに……」

「お前のせいじゃない。自分を責めるな。お前はわたしの事情に巻き込まれただけだ」

「……わたしがお嫌いになりましたか……？」

「そんなわけないだろう？　お前はわたしの大切な側近だ」

「本当ですか？」

「ああ、本当だよ」

「だったら、わたしを王宮から追い出さないでください。そばに仕つかえさせてください」

「──それはできない」

「なぜですか？」

「それは……」

　コハクの本当の性別を知ったからだとは口にできない。説明できない以上、はっきり嫌いになったと突き放すほうがいいとわかっていたが、噓でも嫌いだなんて言えなかった。

「これから自分の身は自分で守れるくらい強くなります。もっと鍛たん錬れんしてラピス様の……、王太子殿下の名に恥じない一流の騎き士しになります。だから、おそばに置いてください」

　出会った頃と変わらず、コハクの金の瞳は穢けがれがなく純粋だった。真っ直ぐな目で見つめられ、ラピスの心は激しく揺らいだ。

　──こんな無む垢くな心でわたしを慕したってくれるこの子を失いたくない。元々この子が危険な目にあったのは、わたしをかばうために王妃に逆らったからだ。なぜ、自分を疎うとむだけの母親のために、この子をあきらめなければならないのだ？

　そんな疑念が湧わいた瞬間、ひやりとするような感情が頭に流れ込んできた。

　──王妃さえいなくなれば、コハクを失わなくてすむ。ずっと一緒にいられる。

　ラピスはコハクの頭をそっとなでて微び笑しようした。瞼まぶたに手を当てて瞳を閉じさせる。

「今日はいろいろあって疲れただろう？　少し眠りなさい。話の続きはそれからだ」

　医者が残した鎮ちん痛つう剤ざいが効きいたのか、コハクはすぐに意識を手放した。眠るのを見届けて居間に戻ると、不安そうな顔をしたクリスとコハクの後見人の叔父が待っていた。

「……王太子殿下、我々に話があると呼び出された理由はなんでしょうか？」

　叔父の言葉にラピスは視線を厳しくしながら、二人を見据えた。

「今日コハクは、王妃様に対して不敬を働いた。その罰を与えなければならない」

「ば、罰？　あの子は何をしたのですか？　まさか牢ろう屋やに入れられるのですか？」

「違う。たいした罪じゃないが、王妃様の手前もあるから無罪放免にはできない」

　ラピスは誰よりも公平な王太子の顔をして、きっぱりと告げた。

「──ギベオン公爵家当主に、一カ月の自宅謹きん慎しんを命じる」

　たちまち二人がほっとした表情を浮かべた。その程度ですむと知って安堵したのだろう。

「コハクはもう眠らせた。明日、公爵邸に戻すから邸で謹慎させてくれ。──一歩も外に出してはだめだ。見張りをつけて監視もさせるから、そのつもりでいてくれ。まあ、謹慎と呼ぶような大おお袈げ裟さなこととは考えず、怪我の療りよう養ようとでも思ってくれればいい」

「しょ、承知しました。王太子殿下の寛大なご処置に感謝いたします」

　監視をつけるのは、もちろんコハクを見張るためではなく、王妃の魔ま手しゆから守るためだ。夜も遅いので二人を客間へと案内させると、寝室で眠るコハクの寝顔を眺めながら誓ちかった。

　──一カ月だ。それまでに必ず、王妃を王宮から追い出してみせる。
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　ディセルナティアの歴史に刻まれた、三大悲劇のひとつに数えられる王妃の物語がある。

　悲劇の最も大きな犠ぎ牲せい者しやとされるのは、アンケスエン王妃の時代だとされていた。彼女は予知の力を持ち、聖なる花嫁でありながら、ディセルナティアの王女でもある立場を利用され、動乱に巻き込まれ、二度も望まぬ結婚を強しいられた。彼女の三度目の結婚相手となった当時の国王は、賢けん君くんとしてその名を歴史に残しており、二人は仲なか睦むつまじい夫婦となったことも知られている。

　しかし、世の中には悲劇的な命運をたどりながらも、悲劇と認にん識しきされない王妃もいた。現王妃がそうである。彼女の悲劇の顚てん末まつを聞いた誰もが口をそろえてこう言う。

　──身から出た錆さびだ、と。

　彼女は国庫を空からにしかねない勢いで浪ろう費ひを繰り返し、民に重税が課されても、政治に興味を持つことはなかった。彼女の夫は有能な国王として知られていたが、放ほう埓らつな妻に逆らえないという欠点があり、ついに人心を掌しよう握あくできなかった。しかし、彼の息子は違った。

　後こう世せいの歴史家たちは、こぞってこの有能な王太子を褒ほめたたえている。

「彼ほど立派で非の打ちどころのない誠実な王太子はいなかった」

　どの歴史書を紐ひも解といても、彼への賛辞で溢あふれかえっていた。優秀、有能、清廉、誠実。心根は優しく慈じ愛あいに溢れ、しかも、結婚以来、妻一筋の愛あい妻さい家かという美点まである。

　そんな彼が実は非情な策略家であったことを知るのは、国の重要人物である宰相と、のちに彼に生涯の忠誠を誓うことになる臣下をはじめとした数人のみである。
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　国王の即位記念式典が執とり行われる数日間の、国を引っくり返すような騒そう動どうをコハクが知ったのは、親友カルサイトの口からだった。騒動の発ほつ端たんは、宰相ジャスバーが国王にひそかに耳打ちしたとんでもない事実から始まった。

　なんとジャスバーは、王妃がユージリアの大たい公こうと通じ、禁制品を手に入れるために密約を結んだと告げたのだ。まさかと王妃の部屋を捜そう索さくさせると、怪しげな薬物が発見された。

「これは我が国で禁じられている、依存性の高い麻ま薬やくです」

　専門家の鑑定は王宮を震しん撼かんさせた。王妃は多くの貴族の前で、夫に申し開きをした。

「わたくしはユージリアの大公と密約など結んでいません！　薬物を使ってもいません！」

　長年連れ添った妻の言葉を国王は信じたかったが、薬物を隠していた事実は覆くつがえせない。

　王宮内が騒然とする最中、当のユージリアの大公が、国王の即位記念式典を祝うためにディセルナティアにやってきた。

　抜き打ちの調査で大公の荷物から、禁制品の薬物と王妃から受け取ったと思おぼしき条約締てい結けつの書類が出てきたので、罪状は確定した。

「わたしは王妃様と密約を交わしてなどおりません！　禁制品を持参した覚えもありません！」

　ユージリアの大公も身の潔けつ白ぱくを訴え続けたが、国王は聞く耳を持たず、妻に見切りをつけた。大公はその立場を追われ、新たな大公が即位することが決まった。元々悪評高い人物だったため、この突然の交代劇は皮肉にもユージリアの民に歓迎された。

　こうして王妃は形だけの裁判にかけられ、辺境の城に封じられることが決まった。

　王妃は最後まで無実を訴えた。だが横暴な王妃を疎ましく思う貴族は想像以上に多く、味方するものは一人もいなかった。今まで彼女に従っていた貴族の婦人たちも無関係だと言わんばかりにそっぽを向いた。王妃の後見人をしていた大物貴族も失脚の憂うき目めにあった。

　こうして雪の降る朝、王妃は質素な馬車に乗せられ王宮から去った。

　──馬車が崖がけから転落し、王妃が事故死したと知らせが入ったのは翌日のことである。
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　──王妃の葬そう儀ぎは、しめやかに執とり行われた。

　夫である国王は、厄やつ介かい者ものの妻でも死を悼いたむ情は持っていたのか、それとも演技なのかと噂される程度に涙した。母親に溺でき愛あいされていたカルサイト王子やインカローズ王女は人目も憚はばからず泣いた。だが、他にこの問題の多かった王妃の死を心から悼いたむ者はいなかった。

　一カ月の自宅謹慎を終え葬儀に出席したコハクは、喪も服ふく姿のままラピスを捜して会場をさまよった。式のときは立派な王太子として臨りん席せきしていたが、弔ちよう問もんに訪れる人がまばらになると、姿が見えなくなったのだ。

　ラピスが行きそうな場所を隅すみ々ずみまで捜し、まさかと思って王家の墓地まで来ると、真新しい墓石の前に立つ彼の姿を見つけた。

「……ラピス様」

　声をかけようとして、コハクは途中でためらった。もしかしたら、彼は泣いているのかもしれないと思ったからだ。しかし、ラピスはうつむいたまま立ち尽くしているだけだった。

　ゆっくりと夜が近づいてきた。寒さに震えながら我慢できなくなって、ついにコハクはラピスに声をかけた。

「……ラピス様、ここにいては凍こごえてしまいます。少しお休みになってはどうですか？」

　おずおずと声をかけると、ラピスが静かに振り返った。ひと月ぶりに会う彼は、今まで見たこともないような冷めた目をしていたので、コハクはどきりとした。

「お前、わたしなんかを心配してくれるのかい？」

「あ、当たり前じゃないですか！　わたしはラピス様の第一の側近ですよ？」

「でもね、わたしは、お前に身を案じてもらえるような価値のある人間ではないのだよ。今も母が死んでも哀しめない、涙ひとつ見せない親不孝な息子だからね」

　感情のこもらない声でそっけなく言われ、コハクは怯えた。生前、息子を憎にくみきっていた王妃の有様を覚えているから、母が死んで彼が泣けないのも無理はないと思う。

　だが彼が何かに追いつめられたように苦しげに見えて、コハクは胸が締めつけられた。

「では、なぜラピス様はそんなにつらそうなお顔をなさっているのですか？」

「今のわたしが、お前にはそんな風に見えるのかい？」

「はい。とてもつらそうに見えます。無理をなさらないでください。つらいときは弱音を吐いてください。泣きたいときは泣いてください。……わたしじゃ、頼りになりませんか？」

　すると、ラピスがおかしそうにくすりと笑った。

「先にお前が泣いてどうする？」

「え？」

　気づけばコハクは涙を流していた。泣き濡れるコハクの頰をラピスがぬぐってくれる。なんだか切なくなってコハクは鼻をぐずぐずいわせながら涙した。

「お前は優しいね。こんな最低なわたしのために泣いてくれるんだね」

「ラピス様は最低なんかじゃありません！　いつもわたしを守ってくれたじゃありませんか！」

　コハクの内側に初めての感情が強く湧き上がる。

　──この方のおそばにいたい。ずっと一緒にいたい。一人にしたくない!!

　名前のわからない感覚に戸と惑まどった。だが、今はラピスが心配でたまらない。いつもは堂々としている彼が、今日はなんだか弱々しい迷子のように思えた。

　──わたしはこれまでずっとこの方に守られてきた。今度はわたしの番だ。これから男として一生お仕えしよう。そうしてずっとこの方をそばでお支えするのだ。

　凍いてつく風に髪をなぶらせながら、コハクは金の瞳に決意をみなぎらせて主を見上げた。




「──今日から、わたしはラピス様に永遠の忠誠を誓います」




「……永遠の忠誠？」

　ラピスはしばらく目を閉じた。やがてコハクの肩に手を置くと、真剣な瞳で言った。

「お前の気持ちは嬉うれしいが、これだけは言っておく。──わたしはお前に永遠の忠誠を捧ささげてもらえるような人間ではないのだよ」

　ラピスほど立派な人間をコハクは知らない。気がつくと必死な顔で叫んでいた。

「いいえ！　ラピス様ほど品行方正で誠実な方をわたしは知りません！　つらい目にあわれたのに、こんなに優秀な方に成長されたではありませんか！」

　するとラピスはそっとコハクを抱き寄せ、プラチナブロンドに顔をうずめて静かに微笑した。

「たとえ、わたしが咎とが人びとでも忠誠を誓えるのかい？」

「……ラピス様が咎人って、どういう意味ですか……？」

「この程度で躊ちゆう躇ちよするくらいなら、永遠なんて言葉を軽々しく口にするな」

　珍しく厳しい口調でたしなめられ、コハクは自分が試されているのだと思った。

「いいえ、わたしの決意は変わりません。ラピス様に永遠の忠誠を捧げるとお約束します」

「──そうか……。ではコハク、ずっとわたしのそばにいてくれるかい？　永遠の忠誠を誓ってくれるかい？」

「はい、もちろんです。一生おそばにいさせてください！」

　力強いコハクの返答に、ラピスはなぜか少しも嬉しくなさそうに呟いた。

「……ありがとう、コハク。感謝しているよ」

　本当はラピスの言葉の真意が気になったが、コハクは聞くのをやめた。どんなことがあってもそばにいると誓ったのだ。彼が語ろうとしないことを、自分が知る必要はない。

　やがて、ラピスはコハクを強く抱きしめ、何かをこらえるように肩を震わせた。

　まるで救いを求めるようにすがられ、彼の心の悲鳴が聞こえた気がしてコハクは声を殺して泣いた。いつの間にか日が暮れ、真っ白な雪がちらちらと舞い始めた。雪が視界を白く染めていくが、静かに泣き続けるコハクの目に、その光景は薄暗く滲んだ。

　その日から、ラピスへの忠義の証に、コハクは肩の下で切りそろえていた真っ直ぐなプラチナブロンドを、伸ばし始めるようになる。
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　──雪の降る季節になると、いつでも母のことを思い出す。

　六歳のとき、母の侍女に呼び出され、真冬にひと晩外で待たされた。

　また騙されているとわかっていたが、ただ母に愛される夢を見たくて待ち続けた。

　凍える両手に息を吹きかけていると、空から真っ白なものが降ってきた。

「雪だ。美しいな」

　あの夜の儚はかないまでの雪の白さは今でもはっきりと覚えている。

　母は生まれたときから、わたしを憎み疎んじていた。

　わたしの容姿が、反そりの合わなかった亡き祖母に似ているからだ。その上、身勝手な祖母に子供を奪われた悔しさから、よりいっそうわたしを憎ぞう悪おするようになった。

　大切なものができると、必ず母に壊された。

　可愛がっていた小鳥も、乳母がくれたガラス細ざい工くも、父がくれた名工の弓もすべて。

　母に遠えん慮りよして、父までもわたしを遠ざけるようになり、両親に抱きしめられた記憶はない。わたしは、胸に開いた空くう虚きよな感覚が孤独だという自覚のないまま育った。

　寂しさをまぎらわすように黙もく々もくと勉学に励はげんでいると、生まれ持った才能らしきものが開花して、未来の国王として周囲に期待されるようになった。

　だが、本当は知っていた。

　母がわたしではなく、溺愛している弟を王太子の地位に据すえたいと望んでいることを。

　生まれたときから王太子をやっているけれど、別に執しゆう着ちやくはなかった。

　国の将来に興味はなく、ディセルナティアの未来などどうでもよかった。

　期待と責任が重くのしかかる面倒な地位など欲しくなかったが、周りに期待されることでわたしに存在意義が生まれ、逃げ場を無くしていった。

　わたしが優秀さを認められるたび、母のわたしに対する嫌けん悪おの感情は強くなっていく。

　いつからか、わたしは優秀な王太子のふりをして、母に復ふく讐しゆうするようになった。

　無邪気で陽気な弟より出来のいい息子であり続けることで、ひそかな優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていた。

　そんなわたしの人生を変えたのが、あの子との出会いだった。

　王太子の守り役のギベオン公爵は、王宮で孤立しがちなわたしをよく邸やしきに招いてくれた。

　公爵は実の親のように優しくしてくれて、たびたび自慢の子供の話をした。

　わたしは誠実な王太子の顔で、面白がるふりをして退たい屈くつな話に耳を傾けていた。

　やがて公爵邸で一人になり、何気なく窓の外を見たとき、庭で遊ぶあの子を初めて見た。

　自由を体現したような幸福な日常を送るあの子に、愛情に満ちた母親が優しく寄り添う姿を見た瞬間、憎にくしみが湧いた。

　──あんな子供大嫌いだ。

　それが、最初にあの子に抱いだいた感情だった。

　あの子を見て、わたしは自分がどれだけ孤独な存在かを初めて知ったのだ。

　だが、嫌いなはずなのに、あの子から不思議と目が離せなくて、遠くからでいいから見ていたくて、暇さえあれば公爵邸を訪問するようになった。

　あれは、わたしが十二歳のときである。

　それまで頑かたくなに会わせようとしなかったギベオン公爵が、なぜかいきなりあの子に会ってくれと言ってきたのである。

　なんとなく、会ってしまえばあの子がもっと嫌いになる予感がしていた。

　それでもあの子を間近で見て、自分がどう思うか興味が生まれた。

　本気で嫌いになれば、二度と公爵邸に行かなければいいだけの話である。

　庭に案内され、あの子の姿をまともに見たとき、はっと息をのんだ。

　肩で切りそろえたまばゆく煌きらめくプラチナブロンド、太陽のように輝く金の瞳。

　神の愛し子のような容貌、そして純粋で真っ直ぐな眼まな差ざしを向けられた瞬間、わたしはあの子に囚とらわれていた。

　不思議な感情が胸に湧き上がり、生まれて初めて心からの笑顔を浮かべてこう言った。




「初めまして、コハク」




　あの子と一緒にいると心が安らぎ、春の陽だまりに包まれているような幸福感を覚えた。

　やがてあの子の存在を母が嗅かぎつけ、わたしを苦しめるためだけに奪おうとした。

　何より驚いたのは、あの子がわたしのために自分の立場をかえりみず王妃に逆らったことである。

　わたしは、大切なあの子との毎日を守るために策を練り、母を王宮から追い払った。

　これでもうわずらわしい思いをしなくてすむ、これからの人生をあの子と楽しく生きていけると信じていた。だが、母がふいの事故で亡くなった。

　肉親としての情など欠片かけらもなかったが、母が死ねばいいとまで思ったことは一度もない。

　わたしは自分の罪深さに恐れおののいた。

　母に無実の罪を着せ、王宮から追い払い、死に追いやったのはまぎれもなくわたしだ。

　禁制品の薬物を母の部屋に仕込み、ユージリアの大公の荷物にも同じ薬物と偽にせの条約締結の書類を滑り込ませたわたしの行動が、結果的に母の死を招いた。

　こうして、わたしは『咎人』となった。

　母の葬儀の日、わたしは良心の呵か責しやくに苛さいなまれた。

　実の母を死に追いやりながら、その死を悼めない冷徹な自分の本音にぞっとした。

　優しいあの子は、わたしに同情して代わりに泣いてくれた。

　そして、あの子は孤独なわたしに臣下として「永遠の忠誠」を捧げてくれた。

　その誓いは、あの子が永遠にわたしを男として見ることはないという宣告に思えた。

　たまらなく切ない感情が胸に押し寄せた瞬間、ようやく自分の気持ちを自覚した。




　──気がつくと、どうしようもないくらいあの子を好きになっていた。
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　ラピスが十六歳になってしばらくが過ぎたころ、突然父王からの命令が下った。神殿に「神しん託たく」を受けに行くように言われたのだ。

　ディセルナティアの未来の王は、代々「聖せいなる花はな嫁よめ」を妻に迎える習慣があった。花嫁は神殿の巫み女こたちのなかから大巫女の神託によって選ばれるのが慣例である。

　その日、コハクは供を頼まれ、ラピスに従って神殿までやってきた。本来なら神殿は男子禁制の聖域だが、王太子の第一の側そつ近きんのコハクだけは特別に訪問を許可された。

　荘そう厳ごんな神殿を物珍しげに眺ながめながら、コハクは感心する。このときコハクの肩を真まっ直すぐに流れ落ちるプラチナブロンドは、背中のあたりまで伸びていた。

「神殿とは思っていたより華はなやかな場所なのですね。驚きました」

「まあ、巫女たちの半分くらいは貴族の娘で、主おもにその寄付金で運営されているから、わたしたちの想像よりはるかに豊かに暮らしているのだろうね」

　人ひと気けのない道を歩きながらコハクは誇ほこらしくなった。十六歳になったラピスは、貴公子然とした容よう貌ぼうが際きわ立だつようになった。きっと神殿の巫女たちの心も大きく騒がすだろう。

　かつて父が自分を神殿に入れようとしていたことを思い出し、コハクは感かん慨がい深ぶかくなる。

　──もしここで育っていたら、わたしも、巫女の一人として着飾ってラピス様の前に姿を見せていたのだろうか？

　考えてすぐに馬鹿らしくなる。

　──わたしはギベオン公こう爵しやく家け当主だ。巫女ではない。男として生きることを決めた身に、女としての人生などありえない。

　なぜかラピスがため息をついたので、コハクは彼をまじまじと見た。ラピスはどこか機嫌が悪そうである。うんざりした様子で、むっつりしていた。

「どうかなさったのですか、ラピス様。未来の花嫁を選びにきた顔ではありませんよ？」

「わたしは気が重いのだよ。覚悟していたとはいえ、神託は憂ゆう鬱うつだな」

　ラピスの投げやりな口調にコハクは驚いた。

「神殿に集められる巫女は美しい娘ばかりだと聞いています。何が不満なのですか？」

「──わたしは巫女たちが足元にも及ばないほどの美しい娘を知っているからな」

「美しい娘ですか……？」

「ああ。わたしの初恋の相手だ」

　思いがけない話を聞いてコハクは仰ぎよう天てんした。

「！　ラピス様にそのような方がいらしたのですか？」

　これまで浮いた噂うわさのなかったラピスから、初めて恋の話を聞かされコハクは驚いた。

「まあな。わたしも一応男だから、そういうこともあるさ」

「ど、どのような方なのですか？」

　ラピスはどうでもよさそうにひょいと肩をすくめた。

「別にお前に話すほどのことじゃない。昔の話だし、その娘と結ばれることは永久にないからな。それにディセルナティアの王位を継ぐなら、聖なる花嫁を妻に迎えるのは義務だから、大人しく神託に従うまでだ」

　この国で王に次いで身分の高い王太子の結ばれそうにない女性が誰なのか気になった。

「それほどお好きなのでしたら、側そく室しつに迎えたらよろしいのではないですか」

「それでは妻になる女性に失礼だろう。わたしは妻は一人で十分だ。カルサイトのようにあちこちの女に手を出す気にもなれないしね。たとえ、王太子の座のために迎えた花嫁でも、一生大切にするつもりだ」

　そこには王太子としての決然とした意志が宿っているように思えた。

「……ラピス様と結ばれる巫女はきっと幸せになれるでしょうね」

　心からそんなことを言うと、ラピスは儚はかなく笑った。

「いや、わたし以上に不誠実な男はいない」

「……なぜラピス様が、誠実ではないのですか？」

「コハクは知らないだけだ。本当のわたしはろくな人間じゃない」

「なんの冗談ですか？」

　存在が清せい廉れんそのもののラピスにあまりに似つかわしくない言葉に疑問を持ったが、答えは返ってこなかった。
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　──わたしはとんでもない噓うそつきだ。初恋の娘を過去にできない自分がいるくせに。

　神殿の大広間には、着飾った多くの巫女たちが並んでいた。自分に視線が集中するのをラピスは皮肉な思いで一いち瞥べつする。コハク以上に心惹ひかれる娘がいるわけがない。

　──恋しい娘の目の前で、王太子の義務で別の花嫁を娶めとるなんて馬鹿げている。

　けれど、コハクのそばにいるために選んだ道だ。永遠の忠誠を誓ちかってくれたコハクを裏切りたくない一心で誠実な王太子のふりをしている。コハクはラピスを慕したっているが、その気持ちが恋でないことはわかっている。それでも、実らない恋でも一緒にいたかった。

　コハクは主あるじの背後に控ひかえながら、ラピスが神託を受けるのを待っている。出会った頃から愛らしかったが、年頃になるにつれ、その美び貌ぼうは凄すごみを増した。

　露つゆを含んだ咲き初めの薔ば薇らのような、可か憐れんでありながら楚そ々そとした風ふ情ぜいで、周囲を誘惑する。恋しい娘が日々美しく成長する姿を黙って見ているだけの立場は、ひどく切ない。

　コハクが少女だと知って以来、前のように気軽に触れることができなくなった。

　だが、薔薇の蕾つぼみのようなしっとりとした唇くちびるに触れたい、艶つややかなプラチナブロンドを指で梳すきたい、娘らしい柔やわらかな身体を抱きしめたいという衝しよう動どうは日ひ毎ごとに膨ふくらんでいく。

　──あの美しい金の瞳にわたしの姿を映し、甘い声で恋を囁ささやいてくれたら、今すぐその手を引いて、この場から逃げ出すのに。

　ふいに、しとやかな巫女たちが小声で何かを囁きながらコハクを指差していることに気がついた。この場の主役であるラピスを凌しのぐ注目のされようを奇異に感じる。

　美少年そのもののコハクの容姿が、娘たちの目を惹くのだろうと、その程度に考えた。

　巫女たちの声が途切れた瞬間、真っ白な装しよう束ぞくに身を包んだ大巫女が姿を現した。絹の装束を波のようにうねらせ、足音もたてずに粛しゆく々しゆくと歩いてくる。

　祭壇の上に立った威厳に満ちた姿は神しん聖せいで、ラピスは悪事を裁さばかれる罪ざい人にんの気分になった。実際、自分は咎とが人びとで幸せになれる立場ではないのだと己おのれに言い聞かせた。

　厳げん粛しゆくな空気の中、神託が下る瞬間を待っていると、無表情を貫つらぬく大巫女の顔が突然崩れた。

「ラピス王太子殿下の花嫁は……」

　なぜか大きく戸と惑まどってから、気を取り直した大巫女は厳おごそかに告げた。

「ヒスイです。──ヒスイ、こちらへ来なさい」

　大巫女が名前を呼ぶと神殿内がざわついた。巫女たちの視線が一人の少女に吸い込まれていく。人波が割れ、周囲に押し出されるようにして、簡素な巫女装束姿の少女が歩み出た。ひどく青ざめた少女の容貌を目にして、ラピスは息をのんだ。

　腰まで真っ直ぐに流れ落ちるプラチナブロンドは艶やかで、優しげな金の瞳ひとみは緊張に強こわ張ばっている。それはまるでコハクが女の姿をして現れたかと思うほど酷こく似じしていた。

「な！　わたしがいる」

　先に驚きの声を上げたのは、コハクのほうだった。少女──ヒスイも、コハクの声に弾はじかれたように視線を向け、自分にそっくりな少年の姿に瞳を見開いていた。未来の夫よりコハクに気を取られている。まさかの展開にラピスも呆ぼう然ぜんとした。

「……コハクが二人……？」

　我を失っていたラピスの意識を引き戻したのは、神託を終えたばかりの大巫女だった。

「王太子殿下、少しお時間をいただいてもよろしいですか？」

「……わかりました」

　大巫女に導みちびかれ、神殿の奥へと案内されたラピスは、緊張しながら最さい奥おうの部屋へと通された。狭い部屋に二人きりになると、大巫女がおもむろに話を切り出す。

「殿下が連れて来た側近は、もしやギベオン公爵家の者ではありませんか？」

　なぜいきなりコハクの素す性じようを見抜けたのだろうかと驚いた。

　冷たく未来を見通す大巫女の問いに、ラピスはしかたなく頷うなずいた。

「大巫女のおっしゃる通りです。──わたしの連れはギベオン公爵家の当主コハクです」

「やはりそうでしたか」

　なぜか大巫女は納得したように頷いたが、ラピスはわけがわからなかった。

「コハクがわたしの神託と何か関係があるのですか？」

「神託が示す殿下の聖なる花嫁は、ギベオン公爵家の血筋の者なのです」

「……公爵家の血筋の人間がわたしの聖なる花嫁？」

　思いがけない神託に、ラピスの心は大きくざわめく。つまり自分は堂々とコハクを妻にできるということだろうか。あまりに甘美な誘惑に切なく胸が疼うずいた。

「ただ、こたびの聖なる花嫁には、混こん沌とんの未来が生じています。花嫁は神より授さずけられた天性の美貌で多くの民を魅み了りようし、未来の王を惑まどわす運命にあります。花嫁に狂わされた人間は、最後には理性を失い狂気にすら取とり憑つかれることもあるでしょう」

　なんとも物ぶつ騒そうな神託がたまらなく怖くなるが、納得のいく内容だった。

　年を経へるごとにコハクの美貌はゆっくりと花開くように艶やかになっている。

「でもコハクは男、……ですよ。何かの間違いでは？　それならなぜヒスイを花嫁に選ばれたのですか？　いつわりの神託なのですか？」

　ラピスが疑問を口にすると、大巫女は静かに首を振った。

「いいえ、ヒスイもまた天性の美貌を授けられた花嫁の一人です。ヒスイはおそらくギベオン公爵家に生まれた双子の片割れでしょう。あの二人は分かちがたい縁えにしで結ばれています。──一人は生しよう涯がいの忠誠を誓うことで、一人は永遠の愛情を捧ささげることで未来の王に仕える運命にあります」

「……生涯の忠誠と永遠の愛情……？」

　すでに自分に忠誠を誓ってくれているコハクの顔が脳のう裏りをよぎり、ラピスは失望した。

　つまり、コハクが永遠の愛情を捧げてくれることはないと宣告されたようなものだ。当然未来の花嫁はヒスイということになるが、いくら双子でもコハクほどに心惹かれることはないだろう。好きな娘に顔だけ似ている花嫁を娶るなんて、これほど残ざん酷こくな神託はなかった。陰かげりのある顔で考え込むラピスに大巫女は告げた。

「わたしに言えるのは、ギベオン公爵家の娘が殿下の花嫁になるということだけです」

「わかりました」

　落らく胆たんしたまま丁てい寧ねいに礼をして立ち去ろうとするラピスを大巫女が止めた。

「お待ちください殿下。まだ重要なお話が残っています。──この神託は、殿下以外の人間が王位を継ぐ可能性も示し唆さしています」

　耳を疑う内容に、ラピスは眉み間けんに皺しわを寄せて聞き返していた。

「どういう意味ですか？」

「次のディセルナティアの王はまだ殿下と決まったわけではないということです。今から神託の最後の部分をお伝えします。しっかりと心に刻んでおいてください」

　感情の読めない瞳を細め、大巫女は厳かに語りだした。
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　ラピスが大巫女に呼び出されている間、コハクは大広間で愕がく然ぜんと立ち尽くすヒスイの腕を引いて強引に外へと連れ出した。

　周囲が騒そう然ぜんとするなか、ようやく庭で二人きりになると、コハクは話を切り出した。

「なぜ、わたしと同じ顔をした巫女がいるのだ……？」

　まるで互いに鏡を見ているような容貌のコハクに、ヒスイも怪け訝げんな顔になる。
















「あなたは誰ですか？」

「わ、わたしはギベオン公爵家の当主コハクだ。お前こそ誰だ？」

「わたしは、ヒスイと申します」

「……いや、名は先ほど聞いたが。……そういえば、わたしには双ふた子ごの弟がいると、母上から聞かされたことがある。まさか、お前はわたしの弟なのか？」

　そこでコハクは、馬鹿馬鹿しくなってふっと笑う。

「男が神殿にいるわけはないか。わたしも間抜けな発想をするようになったものだ」

「あなたは、わたしのことをご存知なのですか……？」

「馬鹿な、知るわけがないだろう。初対面だ。わたしは今日初めて神殿に来たんだ。神殿の巫女に顔見知りなどいない」

　そこでヒスイは意を決した様子で思いがけない告白をする。

「……実は、わたしは男なのです」

「は？」

「……わたしは産まれてすぐに生みの親に捨てられたのです。哀あわれに思った神殿の巫女がわたしを拾ってくれました。ですが、神殿は男子禁制の聖域。だから、わたしは女として育てられたのです」

「な！　それじゃあ、お前は、行方ゆくえ不ふ明めいのわたしの双子の弟だ」

「では、あなたが、わたしの兄上？」

　コハクは自分にそっくりなヒスイにとっさに噓がつけず、静かに首を振った。

「……いいや、わたしはお前の姉だ」

「え？」

「わたしは後継者のいないギベオン公爵家のために男として跡を継いだのだ」

「なんのご冗談ですか？」

「いや、真実だ」

　ヒスイは瞬まばたきを繰り返しながら、質問してきた。

「……では、わたしの本当の両親は……？」

「父は昨年病やまいでこの世を去ったが、母は生きている。いつも息子むすこが無事に生き延びているか心配されていた。母上はお優しい方なんだよ。わたしを大切に育はぐくんでくれた」

　するとたちまちヒスイの瞳にじわじわと怒ど気きが滲にじんでいく。

「……そこまでわたしのことを思っていた両親が、なぜわたしを捨てたのですか？」

　コハクは口ごもった。だが、どうせいつか知られることだと思い、口を開いた。

「わたしたちが男女の双子だったからだそうだ。双子を不吉に思った父が、家の名誉を守るためにお前を里さと子ごに出したと聞いている」

「双子が不吉だから？　家のため？　そんな理由でわたしは捨てられたのですか？」

　ヒスイの顔が複雑に歪ゆがんでいく。コハクは急いで訂正した。

「お前は捨てられたんじゃない！　里子に出されたと言ったじゃないか。父上も死しに際ぎわに、息子の身を案じ、お前のことを母上に謝罪されていた。どうか悪く思わないでほしい」

「……ですが、わたしが親に見離されたのは事実です。わたしは寒々しい夜に路上に放置されていたとか。養は母はが拾ってくれなければ、確実に死んでいました。公爵家だかなんだか知りませんが、わたしを見殺しにしようとした親を好意的になど思えません！」

「詳しい事情はわたしも知らない。父上のしたことが簡単に許せることじゃないのもわかる。だが、母上は本当にお優しい方だ。無事に育ったお前に会えたら必ず喜ばれる」

「いいえ、わたしは絶対に会いません！　わたしの母は育ててくれた養母だけです！」

　ヒスイに睨にらまれてコハクはたじろいだ。そのとき、ラピスの声が周囲に響いた。

「コハク、どこにいるんだ？　コハク」

「ラピス様が呼んでいる。行かなければ。またあとで話そう！」

　樹木をかき分けコハクは舗ほ装そうされた道に戻った。ラピスは神殿に来たときの憂鬱そうな態度が消え、生気を抜かれたように空くう虚きよになっていたのでコハクは驚いた。

「ラピス様、大巫女殿のお話はなんだったのですか？」

「国の未来にかかわる内容だから、悪いがお前にも言えない。それより、ヒスイと何をしていたの？　大広間から強引にコハクが連れ去ったって、巫女たちが騒いでいたよ」

　コハクはためらいながら、打ち明けた。

「……実は、ラピス様にお話ししないといけないことがあります」

「真ま面じ目めな顔をしてなんの話？」

「ヒスイはどうやらわたしの生き別れの双子の、……妹らしいのです」

　けれどラピスはそこまで意外そうな反応はしなかった。

「驚かれないのですか？」

「あんなにそっくりなんだから、双子と言われたらむしろ納得できるよ。でも、どうしてギベオン公爵家の娘が神殿に？　公爵令嬢が神殿入りしていたなんて、初めて知ったよ」

「……父が、男女の双子を不吉に思い、生まれた妹を里子に出したそうです。ですが、どういう経けい緯いを経てか、ヒスイは神殿の巫女に拾われて育てられたそうです」

　そこでようやくラピスに人間らしい表情が戻った。瞳を瞬いてコハクを凝ぎよう視しする。

「ちょっと待って、つまり、コハクとヒスイは、男女の双子なの……？」

「……そういう意味で申し上げましたが、花嫁が男女の双子のかたわれなんて、お嫌ですか……？」

　いくら優しいラピスでも男女の双子は忌いまわしいのだろうかとコハクは悩んだ。

　しばらく動どう揺ようしていたラピスは、やがてゆっくりと表情を綻ほころばせていく。

「そんな迷めい信しんなどわたしは信じていない。ただ、実直なギベオン公爵がそんな真ま似ねをするなんて信じられなくてね。それなら、ヒスイはさぞ生みの親を恨んでいることだろうね」

「ラピス様のおっしゃる通りです。母上に会わないかと言ったら全力で拒絶されました」

「……ヒスイも気の毒な身の上なんだね。今まで苦労したぶん、未来の花嫁として大切にしないといけないね」

　ラピスが優しい笑顔で微笑ほほえむ。その時点で、コハクはようやく重大な問題に気がついた。

　──聖なる花嫁がなぜ男？　男のヒスイが、どうやってラピス様と結婚するんだ？
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「どうしてヒスイが聖なる花嫁に選ばれちゃったの……？　噓でしょう？」

「そんなこと、こっちが聞きたいくらいですよ！　ルチル」

　なんの因果か男の身で聖なる花嫁に選ばれたヒスイは、あまりの事態に愕然とした。生みの親より、そちらのほうがよほど問題だった。

「それより、あのヒスイにそっくりな少年は何者だったの？」

「……わたしの双子の、……姉らしいです」

「双子？　しかも姉？　え、だって少年の格好をしていたじゃない」

「わたしもよくわかりませんが、後継ぎのいない家のために男といつわって跡を継いだとか」

「だからあんなにそっくりなのね。こんな形で双子が再会するなんて運命的だわ。──それより、支し度たく済んだ？」

「……終わりました」

　ヒスイは衝つい立たての裏から姿を見せた。絹の巫女装束に身を包んだヒスイは、輝くように美しかった。これから聖なる花嫁誕生を祝う宴うたげに参加しなければならないのでしぶしぶ着飾ったのだ。唯ゆい一いつヒスイの秘密を知るルチルは、自みずから支度の手伝いを買って出てくれた。

「ヒスイって、本当にきれいね。本物の女性なら、立派な聖なる花嫁になれるのに」

「ルチル、悪い冗談はやめてください！　わたしを怒らせたいのですか？」

「だって文句なしに美人なんだもん。──さあ、鏡台の前に座って。髪を結うから」

　言われた通りに従うと、ルチルは櫛くしでヒスイの見事なプラチナブロンドを梳いて、器用に編み込んでいく。身支度を終えると、ヒスイは頭からヴェールをかぶった。聖なる花嫁に選ばれた巫女は、神聖を保たもつため結婚するまで素顔をさらすことが許されない。

　準備が終わるとヒスイはルチルに手を引かれ、緊張しながら宴の行われる大広間へと向かった。上かみ座ざの席に案内され、婚約者となるラピスの顔を初めてまともに見る。暁あかつきの瞳を和なごめ、清せい潔けつ感かんのある青みがかった穏やかな巻き毛が肩で揺れていた。その端整な容貌に、不覚にも一瞬見とれてしまう。

　──わたしが本物の女なら、王太子殿下の花嫁になれることを喜んだかもしれない。

　しかし、ラピスのすぐそばで双子の姉が自分を見つめていたので、ふんと顎あごをそらした。

　自分そっくりな顔を不ふ愉ゆ快かいに思いながら席に座ると、宴が始まった。

「コハクに聞いたよ。二人は双子の兄妹なんだってね」

「わたしは親に捨てられた身なので、詳しくは知りません」

　不機嫌さを隠そうともしないヒスイの態度に、ラピスはちょっと困った顔になる。

「──ヒスイは、神殿でどんな風に育ったの？」

「わたしは取るに足らない下位の巫女ですから、下働きが主でした。……ただ、刺し繡しゆうと料理は得意でしたから重ちよう宝ほうされました」

「へえ、女性らしいね。──もしかして今身につけている衣装も自分で刺繡したの？」

「いえ、これは聖なる花嫁のために用意された衣装です。……わたしの刺繡はこれです」

　ヒスイは懐ふところに入れていた手しゆ巾きんを取り出すと、ラピスに差し出した。真っ白な布は高価ではないが、精せい緻ちな刺繡がほどこされており、貴族の持ち物のように気品に溢あふれていた。

「これはまた見事な刺繡だ。ヒスイは器用だね。この腕前なら王宮でも十分通じるよ」

「そ、そうでしょうか……？」

　ラピスの感想が本心からのものに聞こえたので、ヒスイはちょっと嬉しくなった。

「ヒスイは本当に控えめでしとやかな女性だね。──大おお雑ざつ把ぱなコハクとは大違いだ」

　横で聞いていたコハクがたちまちかっとなる。

「ラピス様、その言い方はあんまりではありませんか？」

「悔しかったらコハクもヒスイみたいに少しはおしとやかになるんだね」

「わ、わたしはギベオン公爵家の当主です。わたしが大人しくてはラピス様の側近にも騎き士しにもなれませんから！」

　気の置けない関係を思わせる主しゆ従じゆうの会話に、ヒスイは少しだけ姉に興味を持った。

「──お二人はずいぶん仲がよろしいのですね。いつからのお知り合いなのですか？」

「先代のギベオン公爵が生きていた頃からだよ。ある日、邸やしきに招かれて庭を見物していたら、木ぼく刀とうを振りまわして猿のようにはしゃいでいる子供がいてね、それがコハクだった。元気すぎる息子の存在は頭が痛いと公爵はいつも愚ぐ痴ちをこぼしていたよ。──わたしは自分の息子を王太子のお近づきにさせようとする貴族にはうんざりしていたけど、コハクの話だけは、自慢する要素が少なくて面白かったよ」

「じ、自慢する要素が少ないって、父はどういうつもりでラピス様にそんな話を……」

　コハクが頰ほおを赤くしたので、ヒスイは微び笑しようした。そして、このときようやく気がついた。ラピスは兄妹の仲を取り持つために笑わせようとしているのだ。

　──殿下は見た目通り、誠実でお優しい方なのだな。殿下に信頼されているのなら、きっとコハクも悪い少女ではないのだろう。

　ようやく姉を好意的に思えてきたときだった。ラピスがおもむろに話題を切り出した。

「わたしは、ヒスイが王宮に来たら、二人が双子だと公表しようと思っている」

　ヒスイは驚いた。

「よろしいのですか？　……男女の双子が不吉と言われているのは事実です。聖なる花嫁が世間で忌み嫌われる双子だと知られたら、殿下の評判を貶おとしめるのでは……？」

「わたしは別にかまわない。それに二人の顔を見たら、どう考えても兄妹だと思われるよ。それなら、悪い噂が囁かれる前に、事実を公表すべきだ。コハクの意見はどう？」

「ラピス様に異存がなければ、わたしも賛成です。ヒスイは下位の巫女だから後こう見けんする貴族が必要です。聖なる花嫁はこのディセルナティアの未来の王妃で、宮廷内ではひとつの勢力です。いらぬ争いに巻き込まれる前に、ヒスイがギベオン公爵家の一員だと公おおやけにすべきかと」

　この回答は王太子の側近としては、満点をもらえただろう。だが、王宮での勢力争いなどヒスイは知らないので、自分が利用される立場に置かれたことを知り腹が立った。

「……わたしは自分を捨てた家に、今度は食い物にされるということですか……？」

　ヒスイがわなわなと肩を震わせるので、コハクが慌てて手を振った。

「そんな意味で言ったんじゃない。ただ、ヒスイの今後を考えて……」

「わたしは、殿下の聖なる花嫁になる気はありません！　下位の巫女のままで結構です！」

　きっぱりと言いきると、ヒスイは乱暴に席を立ち宴会場から飛び出して行った。




　聖なる花嫁になることを拒きよ否ひしたものの、現実から逃げることは難しかった。宴の日から三日後、ヒスイの身み柄がらは王宮に移されてしまう。

　王宮で暮らすようになったヒスイの悩みは尽きなかった。着替えのたびに侍女が付き添おうとするし、茶の一杯を飲むにしても数人がかりで準備が進む。下位の巫女として育ち、自分が男だと隠すためにすべてのことを一人でやってきたヒスイには苦痛だった。

「──ルチルがいてくれて、本当に助かりました」

　ヒスイは王宮に来る前、ルチルに頼み込み、世話係として一緒に来てもらっていた。

　元々さばさばした性格の年上の少女はすぐに王宮での暮らしになじみ、たびたびヒスイの窮きゆう地ちを救った。ヒスイが入浴をするときは見張りにつき、着替えのあとは、胸に詰め物まで押し込んでくれた。

「わたしがいなかったら、ヒスイが男だってこと、とっくにバレてたわよ」

「──心から感謝しています。ありがとうございます、ルチル」

　王宮に来て一週間後、ルチルは手紙で家族に呼ばれ半日だけ休みをもらい実家の子し爵しやく家けに戻った。夕方、ひどく顔色を曇くもらせて帰ってきたので、ヒスイは心配になった。

「ご家族のお話はなんだったのですか？」

「ヒスイに相談があるの。こんなこと頼めるのはヒスイしかいなくて……」

「ルチルはわたしにとって家族のような存在です。なんでも言ってください」

　広い部屋に二人きりになると、ルチルはいつもは明るい瞳を陰らせながら話を始めた。

「わたしの実家ね、去年父が死んだあと、兄に爵しやく位いが受け継がれたの。でも、世間知らずの兄の下手な領地経営のせいで、前以上に貧びん乏ぼうになってしまって。それでわたしに、お金のために裕福な商家の後妻になれって言うの。でもわたし、そんな結婚したくない。──ねえヒスイ、力を貸してもらえないかしら？」

　神殿で幼い頃からヒスイを陽気に励はげましてくれた少女の願いを、無む下げにはできなかった。

「王太子殿下に相談してみます」

　コハクとの仲を取り持とうとしてくれたラピスなら、話を聞いてくれるのではないかと思ったのだ。

　夜、ヒスイは晩ばん餐さんを共にしたとき、優しい婚約者に恐る恐る話を切り出した。

「王太子殿下にお願いが……」

　ルチルの事情を説明すると、ラピスは嫌な顔ひとつせずに快かい諾だくしてくれた。

「ヒスイは、わたしに永遠の忠誠を誓ってくれているコハクの大事な妹だし、未来のわたしの花嫁だ。その程度のことなら、いくらでも手助けさせてもらう」

「あ、ありがとうございます」

　ヒスイは恐縮しながら礼を言った。怖おじ気けづくヒスイに、ラピスがおかしそうに苦笑する。

「……ヒスイはいつも逃げ出したそうな顔をしているね。わたしの花嫁になるのがそんなに嫌？」

　本心を見透かされ、どきりとした。性別をいつわっている罪悪感が募つのり、晩餐を終えると逃げるように部屋へと戻った。

　それから約束通り、ルチルの兄に宮廷での官職が与えられ、毎月俸ほう給きゆうを得られるようになった。

「ヒスイ、本当にありがとう。このお礼は必ずするわ」

　結婚話がなくなって笑顔を取り戻したルチルに、ヒスイはこっそり耳うちをした。

「ところで、例の計画はどうなっていますか？」

「もちろん完璧よ。──王宮の門番にお金を握らせたわ。今夜が絶好の機会よ」

　ヒスイは、王宮で毎日自分が男と知られるのではないかとびくびくしながら暮らしていた。そこでルチルと話し合い、脱走する計画をひそかに進めていたのだ。何より、自分を捨てた家に利用されるなんてまっぴらだ。街に下り髪を切って見た目も男になれば身を隠せるだろう。

　いよいよ王宮から逃げ出すのだと思うと緊張した。

　同時に婚約者のラピスを裏切る結果になるので、そのことには胸が痛んだ。

　──王太子殿下は優しい方だ。それに公爵家当主であるコハクの立場を悪くすることが気にならないわけじゃない。心から信頼し合う二人の関係にヒビを入れるようで申し訳ない。でも、男のわたしが男の殿下と結婚して押し倒されるなんて絶対ありえない！

　深夜、ヒスイはルチルが手に入れた、質素な侍じ女じよの衣装に身を包み脱走を図った。王宮内に詳しくなり案内役となったルチルを伴い、息を殺しながら廊下をひた走る。

「あっちよ、ヒスイ」

　ルチルが外に通じる門を指差したときである。

「ヒスイ、どこに行くんだい？」

　穏やかな声が耳を打ち、ヒスイはひっと息をのんだ。恐る恐る振り返ると、青みがかった緩ゆるやかな巻き毛を肩で揺らしたラピスが、暁の瞳を和めて婚約者を見つめていた。

　そのいつもと変わらない柔和な表情を、ヒスイはなぜか怖いと思った。

「……王太子殿下、なぜこのような場所へ……？」

　ヒスイの目の前にあるのは、使用人が使う通用門だ。王太子のラピスが近寄る場所ではない。ヒスイの言葉にラピスが、少女のように困った様子で微笑した。

「悪いけど、ヒスイに見張りをつけていたんだよ。いつもヒスイは逃げ出したそうな顔をしていたから、こうなる予感がしていてね。少し話があるから来てくれ」

　優しいが有無を言わせぬ強引さに、ヒスイは顔を強張らせて頷いた。

　怯おびえるルチルと引き離され、警備の兵士に見張られながら、ラピスの私室に連行された。その間、恐怖に身体ががくがくと震える。

　──どうしよう、聖なる花嫁が逃げ出そうとしたんだから、きっと罰ばつせられる！

　初めて訪れるラピスの部屋は、王太子にふさわしい品のある家具が置かれていたが、無む駄だのない部屋はどこか寒さむ々ざむしい印象である。話があると言ったのに、一番奥にある寝室に導かれたのでひっと息をのんだ。

　──もしこのまま押し倒されでもしたら、男だと知られて、絶対に殺される！

　しかし、振り返ったラピスは恐怖に凍こおりつくヒスイを見て不思議そうに首を傾かしげた。

　やがて遅まきながら、ヒスイが何を考えているのか気づいたらしく、困った顔で苦笑する。

「案ずるな。ヒスイに何かするつもりはない。誰にも聞かれたくない話があるから、ここで話そう」

「え？」

　困惑するヒスイに、ラピスはとんでもないことを告げた。

「実は、わたしは男にしか興味がないんだ。だからヒスイをどうこうしようとは思わない」

「……は？　な、そ、それは、殿下が男色家だということですか？」

「まあ、そういうことになるね。──そこで提案がある。二年程度でいいから、わたしの妻としてそばにいてくれないか」

　そこでラピスは言葉を区切ると、暁の瞳から温かな光を消し、淡たん々たんと事務的に告げた。

「──もし拒こばむのなら、先ほどの女によ官かんの実家の爵位と命は保証できない」

「……まさか、最初からわたしを脅おどすつもりでルチルの実家を助けたのですか？」

「わたしは王太子として育てられた人間だ。打算もなく無駄な慈じ善ぜん事じ業ぎようをする趣味はない」

　不愉快そうな冷たい口調は、心底ヒスイをぞっとさせた。

「ヒスイは、何か望みはないの？　取引に応じてくれたら、いくらでもかなえてあげるよ」

　混乱しつつも、ヒスイは必死に逃げ道を模も索さくした。

「わ、わたしは将来、会計事務所で働きたいと思っています。その手伝いをしてもらえるのなら、命令通り、最低二年は殿下にお仕つかえすると約束します」

「会計士になりたいの？　ずいぶん控えめな希望だね。まあ、それくらいならどうにでもなるよ。他に望みができたら、いつでもわたしに言いなさい」

　瞳に揺らぐ危険な色が和み、ラピスにようやくいつもの思いやりのある笑顔が戻る。

「それと、帳ちよう簿ぼの付け方を官かん吏りに教えてもらえるように手配しておくから、将来のためにじっくりと学びなさい」

　噓いつわりはないと感じる説得力があった。だが、ほっとしながらこうも思った。

　──王太子殿下は見た目通り優しいだけの人ではない。どこか底が知れない感じがする。

　恐ろしい婚約者から距離を置くようにヒスイは壁際まで後こう退たいした。

　ラピスは、椅い子すに座って肘ひじかけに腕をつき顎を乗せると、悩ましげにぼやいた。

「……ヒスイは逃げ出したいくらいわたしの花嫁になるのが嫌なの？」

　たちまちヒスイは口を閉ざす。自分が男だと知られたら殺される。不用意な発言ができなくて沈黙した。すると本気で嫌がっていると勘かん違ちがいされてしまい、ラピスが困ったように嘆たん息そくした。

「もしかして、まだ生みの親のことを気にしているの？　そんなにコハクが嫌い？」

「……たしかにそれもありますが、わたしが殿下の花嫁になるなんて恐れ多くて……」

　とっさの言い訳は噓ではなかった。神殿とは別世界の王宮は、ひたすら居い心地ごこちが悪いだけだった。

「公爵夫人は子供想いの愛情深い女性だよ。わたしは亡なき公爵をよく知ってるけど、簡単に子供を見捨てる人じゃなかった。きっと事情があったんだろう。許してあげてほしい」

「そ、そんなの、きれいごとです！　見捨てられた子供の気持ちが殿下にわかるのですか？」

「ヒスイの心はわたしにはわからない。だが、親に必要とされなかった子供の気持ちはヒスイよりよくわかるかもしれないよ」

「どういう意味ですか？」

「……ヒスイは拾ってくれた養母に大切にされてきたのだろう？」

「母様はいい方でした。実の子供をなくした代わりにわたしに愛情を注そそいでくれました。刺繡と料理を教えてくれたのも母様で、本当の親以上のことをしてもらい感謝しています。だからといって、殿下にわたしの何がわかるのです？」

「有名な話だから教えてあげるけど、わたしは、王妃様……実の母に嫌われていた」

　ラピスの顔がひどく陰ったので、ヒスイは虚きよをつかれた。

「……え？」

「わたしを疎うとんじる王妃の顔色を窺うかがって、皆わたしに関わろうとしなかった。だから、わたしは王宮で孤立して育ったんだよ。わたしの味方をしてくれたのは守り役のギベオン公爵だけだった。公爵邸に招かれるようになって、わたしは初めて家庭の温かさを知った。……それが、とてもつらかった」

「なぜ、優しくされたのにつらかったのですか……？」

「わたしはどう考えても赤の他人だ。本当の家族にはなれないから疎そ外がい感かんを覚えていたんだよ。だから、公爵の好意が嬉うれしくもあり、疎ましくもあった。でも王宮に戻ると、今度は、自分が必要とされていないことが苦しくて、逃げるように公爵の好意に甘えた。そんなことの繰り返しだった。……コハクに会うまでは」

　ラピスが過去を懐なつかしむように、くすりと笑った。

「あの子は本当に真っ直ぐで、純粋にわたしを慕したってくれた。ある日ね、王妃様に罵ののしられているわたしを見たあの子は、わたしをかばって王妃様に逆らったんだよ。本当に驚いた。わたしのために王妃様に盾たてついた人間はコハクが初めてだった。そのときあの子は言っていた。──自分の母はどんな子供が生まれても愛いとおしいと思う人だって」

「……コハクがそんなことを言ったのですか？」

「あのときは、コハクの行動に驚くばかりで考えもしなかったけど、たぶん、世間で忌み嫌われる男女の双子が生まれても、公爵夫人は迷いなくどちらの子供も愛していたという意味だと思うよ。──意地を張らないで、一度夫人に会って確かめてごらん」

「……別に意地を張っているわけでは……」

「最初に言ったけど、ヒスイが養母に愛されて育ったにちがいないと思ったのは、その真っ直ぐな気性がコハクに似ているからだよ。わたしのような境遇で育った人間は、お前たちのようにはなれない」

「……殿下」

「わたしはヒスイが羨うらやましい。養母に愛されて育ち、実の母に必要とされ、守ってくれる兄もいる。ヒスイは十分幸せだと思う。……わたしには、あの子しかいない」

　夜明けが近づき窓の外がうっすらと明るくなる頃、ラピスが眠そうに瞼まぶたをこすった。

「他人にこんなに自分のことを話したのは、ヒスイが初めてだな。ヒスイは、コハクに似ているから調子が狂うよ。──悪いけど少し眠りたいから、ヒスイは部屋に帰っていいよ」

　ラピスは朝焼け色の瞳を透き通らせながら微笑すると、すとんと眠りに落ちていった。

　その寝顔は、昨晩見せた闇やみが揺らぐような陰りが噓のように無む邪じや気きなものだった。

　──この方はたぶん信用できる。こんな短期間でわたしを見抜くほど洞どう察さつ力りよくに優すぐれている。誠実な笑顔も冷れい酷こくな顔もどちらも殿下の真実の姿なのだろう。これほど他人に心を許しそうにない主あるじに必要とされるコハクのことをわたしも知ってみたい。




　早朝、無事に部屋へと戻ってきたヒスイをルチルが待っていた。目が腫はれていたので、心配のあまり眠れなかったのだとわかり心が温かくなった。

「ヒスイ、大丈夫だった？　王太子殿下に男だってばれなかった……？」

「……それは大丈夫です。実は……」

　ヒスイは誰にも他言するなと言い置き、ルチルに事情の一部を明かした。

「王太子殿下が男色家？　って、それって余計にヒスイの身が危ないじゃない！」

「は？」

「だって、ヒスイは本当は男なのに、男として殿下に目をつけられたらどうするのよ」

　鋭い指摘にヒスイは顔をひきつらせてしまう。ルチルは力強く言いきった。

「大丈夫、実家を助けてくれたお礼に、ヒスイの貞てい操そうはわたしが死守してみせるわ！」
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「カルサイト、ついてくるな！　わたしはこれから人と会う約束があるんだ！」

「だから誰と会うんだと聞いている」

「お前に話すことじゃない。さっさと王宮に帰れ！」

「コハクが戻るなら俺も帰る。──お前は不用心すぎる！　王宮で一人になるな！」

「お前に心配されなくても、自分の身くらい守れる程度に、わたしは強い。そういう心配は剣でわたしに勝てるようになってからにしろ！」

「いくら強くても、お前は見た目が可愛いから怪しいやつに狙ねらわれる危険があるんだよ！」

「可愛いなんて言われて喜ぶ男がどこにいる？　ふざけるのもたいがいにしろ！」

「俺は大真面目だ！　きれいな女より可愛らしい男のほうがなおさらやばいんだよ！」

　追いかけてくるカルサイトを無視して大おお股またでずんずん歩きながら、コハクは王宮の外れにたどりつく。目の前にはめったに訪れる人のいない温室があった。扉を開くと、可憐な花々が咲き誇り、むせかえるような匂いの花の中央に、プラチナブロンドの少女が白い瀟しよう洒しやな椅子に座っていた。刺繡する手を休め、金の瞳を驚きに丸めている。人目のない場所なので、素顔を隠すヴェールを脱いでいたらしい。

　コハクそっくりなその姿にカルサイトが一瞬息を止めた。

「……もしかして、姫巫女様……？　お前、妹に会いに来たのか？」

　姫巫女とは聖なる花嫁に選ばれた巫女に与えられる尊称だった。正式に王太子妃になるまでその名で呼ばれるのが慣例である。二人が双子だという事実は、すでに公表されていた。コハクは扉の入り口に手を広げて立ち、カルサイトの視線をさえぎった。

「わかったなら邪じや魔まするな！　それと、嫁入り前のヒスイの顔をじろじろ見るな！」

「……それより、どうして姫巫女様と会うのに、こんな辺へん鄙ぴな場所を選んだんだ？　か弱い姫巫女様と女顔のお前が二人きりじゃ、余計に危ないだろうが！」

「人に聞かれたくない大事な話があるんだよ！　わかったらさっさと出て行け！」

「じゃあ、話が終わるまで外で待っている。これだけは絶対に譲ゆずらないからな！」

「勝手にしろ！」

　温室の扉を乱暴に閉じると、ヒスイが怪訝な顔で尋ねてきた。

「今のはどなたですか？」

「ラピス様の弟のカルサイトで、一応この国の第二王子だ」

「二人が言い争う声は、わたしの耳にも届いていました。ずいぶん心配症な方なのですね」

　コハクは、ヒスイの向かいにぞんざいに座り、いまいましそうにため息をついた。

「昔いろいろあって、わたしに対して過保護になっているんだよ。根はいいやつなんだがな」

「……いろいろ？」

「たいしたことじゃない。それより、呼び出した理由はなんだ？　まさかヒスイから連絡をくれるとはな。──わたしの顔など二度と見たくないと思っていたのに」

「いえ、わたしもいろいろ考えることがあって、あなたと話してみたくて……。その、少しなら、生みの母に会ってみてもいいかなと……」

　コハクは顔を輝かせてヒスイを見た。

「本当か？　母上が喜ぶよ。ヒスイの話をしたら、会いたい、けれど会わす顔がないと泣いておられたからな。でも、いったいどういう心境の変化なんだ？」

「王太子殿下に、意地を張らずに一度くらい会ってみろと言われて……」

「ラピス様がそんなことをおっしゃったのか？　本当にあの方はお優しいな」

「……あの、聞きにくいのですが、王太子殿下から実の母とうまくいっていなかったと聞きました。理由はなんなのです？　誰に尋ねたらいいのかわからなくて……」

　たちまちコハクは拳こぶしを震わせた。当時を思い出し腸はらわたが煮えくりかえりそうになる。

「すでにこの世にいない方を悪く言いたくないが、本当に頭の痛い方だった。わたしもあとから知ったことだが、亡き王妃様は庶しよ民みんの出で、名門伯はく爵しやく家け出身の祖そ母ぼ君ぎみは、そんな嫁を見下していたらしい。所しよ作さが気品に欠けるとあざ笑ったり、公おおやけの場で教養がないと恥をかかせたりしていたそうだ。そんな祖母君にラピス様の容姿がそっくりで、しかも生まれてすぐに王妃様に世話は任せられないと子供を奪われたから、ずっと疎んじていたそうだ。──ラピス様につらくあたることで祖母君への恨うらみを晴らしていたらしい」

「な、そ、そんなくだらない因いん縁ねんに殿下は巻き込まれたのですか？」

「ああ、本当にくだらない。男女の双子は忌まわしいと世間が信じているのと同じくらいにくだらない」

　コハクは冗談めかしに言った。姉の気軽な口調にヒスイがくすりと笑った。

「……本当にコハクの言う通りですね。わたしは、一度は親に捨てられた身ですが、母様に大切に育てられたので、女として生きてきたこれまでの人生を悔くやんではいません」

「わたしも後こう悔かいはない。男として育ったから、ラピス様にお仕えできたんだからな」

「コハクは、本当に殿下を慕っているのですね。……わたしは神託の儀式が終わったら、神殿を出て男として暮らすつもりでした。コハクは女性に戻るつもりはないのですか？」

「それはない。──わたしは女を捨てたから」

「女を捨てた？　なぜですか？」

「わたしはラピス様に永遠の忠誠を捧げている身だ。将来は騎士になりあの方を一生守っていくと決めたんだ。その誓いを破るつもりはない。女の身では騎士になれないからな」

「……殿下の言う通りコハクは真っ直ぐですね。今日は、二人で話せてよかった。殿下がコハクを大切に思う気持ちがわかる気がします。皆、それぞれ置かれた立場や責任を背負って生きているのですね。では、わたしも少しだけいつわりの人生にお付き合いしましょう」

　すぐにコハクの表情がぱっと明るくなる。

「本当か？　助かるよ。ヒスイならきっと立派に聖なる花嫁の役目が果たせるよ。ラピス様の花嫁は、ヒスイのように美しく慎つつましい女性が望ましいと思っていたからな」

「いえ、コハク、勘違いしないでください。……わたしは男ですから」

　たちまちコハクはげんなりして、頭を抱かかえてテーブルに肘ひじをついた。

「そうだった……ヒスイがきれいだから忘れそうになるよ。──ひとまずこれからのことを相談したい。今日の朝議で二人の結婚式が半年後に決まった。さて、どう切り抜けようか」

　おずおずとヒスイは語りだした。

「コハク、それについては問題が解決しました。……実はこの間、王太子殿下から内密に打ち明け話をされたのです」

「打ち明け話？」

　コハクは眉をひそめた。そういう話は、ラピスの第一の側近である自分に真っ先に教えてくれるべきではないだろうか。不快に思ったが気持ちを押し殺して話の先を促うながした。

「それで、秘密の話とはなんだ？」

「……はい。王太子殿下は奇妙な性せい癖へきをお持ちのようで……」

「ヒスイ、はっきり言え！」

　テーブルを叩たたくコハクの気迫に押され、ヒスイがまごまごしながら重い口を開いた。

「──王太子殿下はその……男色家だそうです。だから、結婚してもわたしを実の妻にはできないと言われました」

「……は？」

　そういえば昔、カルサイトがラピスは女性に興味がないようだと言っていた。どうやらあれは事実らしい。神殿に行ったとき、ラピスには初恋の娘がいると聞いたが、もしかして破れた恋に絶望してそういう道に走ったのだろうか。

「……なるほど、それならヒスイの秘密が知られる危険は避さけられるな。安心だ」

　しかし、安あん堵どとともにコハクは妙な気持ちになった。

　──それではこの国の将来はどうなるのだろうか。

　コハクは苦悩のため息をついた。

「それにしても、双子で互いに性をいつわるなんて皮肉な運命のいたずらだな。──父は、なぜわたしではなく、公爵家の後継ぎとなる男のほうを里子に出したんだろうな」

「そんなこと考えるだけ無意味です。もうわたしたちの人生は始まっているのですから」

「そうだな。これからは互いに支え合っていけたらわたしも嬉しいよ」




「……お前のこと、すっかり忘れていたよ。待たせて悪かったな、カルサイト」

「別にいい。待つと決めたのは俺だしな。にしても姫巫女様はお前にうりふたつだな。あんなに美しい女性は初めて見たよ」

　ヒスイを部屋まで送り届け、王宮の廊下を歩きながらカルサイトはしみじみと言った。

「……お前、まさかヒスイに興味を持ったのか？　手を出したら許さないぞ！」

　以前、カルサイトが人妻に恋を仕掛けたことを知っていたので、コハクは友を睨んだ。

「心配しなくても兄上の婚約者に手は出さない。兄上には幸せになってほしいからな。だが、少し焼けるな。コハクが着飾ったらあんなに美しくなるんだと思うと……」

「気持ち悪いことを言うな！　それが男に対する台詞せりふか！」

「冗談だ。……そんなに怒るなよ」

　親友の剣幕に怯むカルサイトの口ぶりは、どこか冗談では終われない名残なごりを含んでいた。
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　温室で内緒の会話を交わしてから五日後、コハクはまたもヒスイに呼び出され部屋へと足を運んだ。二人が実の双子だと公表すると同時に姫巫女の後見人となったギベオン公爵家当主として、また兄妹としても出入りが自由になっている。

「緊急の相談があるって、今度はなんの用だ？」

　日当たりのいい室内は、明るい光に満ち、華美ではないが上品な家具で統一されていた。

　すでに人払いしているらしく、部屋にはヒスイと女官のルチルしかいない。

「コハク、これを見てください」

　差し出された紙に視線を走らせながら、コハクは首を傾げた。

「なんだこれ？　ドレスのデザイン画のように見えるが……。これが重要な用件なのか？」

「結婚式でわたしが身につけるドレスがそれに決まったんです」

「女の衣装のことはよくわからないが、きっとヒスイに似合うと思うよ」

　デザイン画をテーブルに置きながらソファに座った。するとヒスイが頭を抱えてうめいた。

「……こんなに大きく胸元が開いたドレスを着たら、いくらなんでもわたしが男だとバレます。昨日、仕立屋が生き地じの見本を見せに来たのですが、とても薄い絹地できっと上半身の線もあらわになります。──ですが、一番の問題は今日の午後から採寸が始まることです。針はり子この目から男女の体格差をごまかすなんて至し難なんの業わざですよ」

　コハクは頭痛をこらえるように額ひたいに手を当てた。

「……なるほど、たしかに深刻な問題だな。にしても、今までよくバレなかったな」

「神殿では身につける巫女装束は、自分で縫っていました。王宮に来てから着替えは、唯一わたしの秘密を知るルチルに手伝ってもらうことで乗り切っていました。それでも人に傅かしずかれる生活は煩わずらわしいことが多いので、下位の巫女育ちのわたしには居心地が悪いと王太子殿下に相談したら、侍女と女官の数を最低限にしてもらえました。人件費の節約になるから都合がよかったらしくて……」

「……人生、何がいい方向に働くかわからないな。とりあえず今日は仮病を使うとか？」

「それでは根本的な解決になりません。結婚式は必ずやってくるのですから」

　双子がそろって苦悩すると、その様子を黙って見守っていたルチルが口をはさんだ。

「二人とも頭が悪すぎよ。簡単なことじゃない。ヒスイのお兄さんが採寸や仮縫いを代わってくれればすむ話でしょうが！　だって本物の女性だし双子なんだから適任じゃない！」

　腕を組んでふんと鼻を鳴らすルチルに、コハクは一瞬固まった。

「……ヒスイ、この女官にわたしの秘密も話したのか？」

「申し訳ありません。ですが、ルチルは信頼できるわたしの友ですから安心してください」

「心配は無用よ。わたしはヒスイと王太子殿下の取り計らいで実家の窮きゆう地ちを救ってもらったんです。ヒスイとわたしの運命もまた一いち蓮れん托たく生しようですから」

　疑惑の目でじろりとコハクが凄むと、ルチルのほうも負けじと険しい目を向けてきた。しばらく睨み合った末、コハクのほうが根負けした。

「──たしかに口は堅かたそうだな。ヒスイがそこまで言うならわたしも信用するよ。だが、わたしが採寸や仮縫いに参加したら、結婚式当日は誰がドレスを着るんだ？　双子でもわたしたちは男と女だ。わたしの寸法で作られたドレスがヒスイに合うとは思えない」

「同感です。もっとゆったりしたデザインならごまかせるでしょうが、これは無理ですね」

「もう、じれったいわね！　結婚式も入れ替わればすむ話じゃないの！」

　苛いら立だったルチルに怒鳴られ、コハクは渋じゆう面めんになる。

「……わたしが結婚式にも出るのか？　だが式当日、ギベオン公爵家当主が不在では皆が不ふ審しんに思うよ。承しよう諾だくできない」

「本当に世話が焼けるわね！　ヒスイが公爵家当主として式に参加すればいいじゃない！」

「だが、ヒスイは主おもだった貴族の顔などわからないだろう？　それに双子とはいえわたしたちは雰囲気が違いすぎるよ。ラピス様は勘かんのいい方だから気がつくかもしれない」

　真面目なコハクに、ルチルがこめかみをひきつらせる。

「この際はっきり言わせてもらいますけど、わたしが一番心配なのは、公爵家の立場より、ヒスイの身の安全なのよ」

「男とわかれば死罪ものだからな」

「それよりも、殿下が男色家だってこと、忘れてませんか？　結婚初夜は寝室で二人きりになるのよ？　もし身体に触られてヒスイが男だって知られたら、襲われちゃうかもしれないじゃない！」

　まるで自分の貞操の危機のようにルチルが叫ぶ。コハクはむっとして言い返した。

「ラピス様は誠実な方だから、無む理り強じいみたいな真似は絶対になさらない！」

「そんなのわからないわ！　殿下だって一人の人間よ。魔まが差すことだってあるわよ！」

「ろくに話したこともないお前に、あの方の何がわかる？　それにわたしはラピス様の第一の側近だ。主を騙だますようなことはしたくない！」

「……つまり、ヒスイの身の安全より、ご自分の立場を優先するというわけね」

「そんなことは言ってない！」

「殿下は貴女あなたのことを男だと思ってるんだから、ドレス姿でいたら正体を知られる危険なんてないわよ。それに、本物の女が一緒に初夜を過ごすほうが、二人の秘密が知られる危険がなくて安心だわ！　万が一、殿下が女性も大丈夫な性癖でも、無理強いなさる方じゃないんでしょう？　殿下が誠実な方と言うなら、身をもって証明してちょうだい！」

「わかったよ、初夜までやってやる！」

　強気に言い返したときには遅かった。ルチルが勝ち誇った顔でコハクを見ていた。

「決まったわね。とりあえず、式当日までの課題は、お兄さんは女性らしい所作を身につけること、ヒスイは主だった貴族の顔を覚えることよ」

　コハクが一度言いだしたことを撤てつ回かいできる性格ではないとルチルは見抜いたらしい。

「……ヒスイの友人には、負けたよ。たしかに味方でいる限りは頼もしいな」

　降参の意を示したときだった。扉が丁寧に叩かれる音がして、外から声がかけられる。

「姫巫女様、仕立屋が参っています。お支度をお願いします」

　たちまち三人は慌てた。ルチルの冷静な判断で、ヒスイは姿を見られないように衣装部屋に押し込まれた。コハクは強制的に鏡台の前に座らされ、ヒスイとあまりに違う中ちゆう途と半はん端ぱな長さのプラチナブロンドを頭の上で結い上げられる。

「うん、これなら二人が入れ替わったなんて、誰も思わないわ」

　ルチルが茶目っ気たっぷりに片目を瞑ったので、コハクはむっつりとした顔で言った。

「……だが、今は男の服のままだ。どうやってわたしがヒスイだとごまかすんだ？」

「そんなの、服を脱げば問題ないでしょうが！　さあ、さっさと肌着姿になって！」

　ギベオン公爵家の双子の秘密は、こうして有能なルチルの手で守られていくのであった。




「まあ、なんて可愛らしい聖なる花嫁でしょう。式当日が楽しみですわね」

「……どうも」

　針子に褒ほめられ、コハクは憮ぶ然ぜんと礼を告げた。肌着だけの姿なので心もとない。

「少しお肌が荒れているようですわ。何かお手入れをなさっていますか？」

「いや、とくに」

「それは大変！　今日からでもお手入れなさってください。素材は極ごく上じようなのにもったいない。……あら、手に豆ができていますわ。まるで力仕事でもされているよう……」

　コハクはぎくりとした。まさか、毎日剣の稽けい古こに明け暮れているとは説明できない。

「わ、わたしは下働きの巫女だったから、当然だ」

「いけませんわ、姫巫女様。未来の王太子妃が下げ女じよのような手では、王太子殿下が恥をかかれますよ。美容に気を遣うのも立派な妻の務つとめですわ」

「以後、心がける」

「でも、これほど可憐な花嫁なら殿下の御お心こころもさぞ安らぐことでしょうね」

　仕立屋が華やかに笑いその場を盛り上げようとするが、コハクは笑えなかった。針子の一人がコハクの胸元を採寸しながら、ちょっと顔をしかめる。

「ご性格だけでなく胸も愛らしいですわね。まあ、成長期ですし仕方ありませんわ。殿方に妻として愛されることで女性は花開くものですから」

　余計なお世話だ！　とコハクは怒鳴りたいのを我慢した。

　──わたしは将来騎士となる身なのだから、胸などあるだけ邪魔だ！

　と心で絶ぜつ叫きようしつつも癪しやくに障さわるのはなぜだろう。

「本日は、女官長から公の場に出るためのドレスも一緒に見立てるように命じられています。姫巫女様が、質素な生活を好まれることを女官長も喜ばれていますが、やはり未来の王太子妃として恥ずかしくない衣装や装飾品も必要ですからね。成長期ですから、少しゆったりとしたサイズに仕上げましょう」

　説明を聞いてコハクはほっとした。大きめなら、ヒスイでも着られるだろう。ただし、花嫁衣装は身体にぴったりとしたデザインなので、式直前まで調整が必要だと言われてげんなりした。つまりこの苦く行ぎようは結婚式まで続くのだ。

　てきぱきと用意が進み、針子の一人が衣装箱から、次々に色鮮やかな布を取り出していく。黄色の小花模も様ようのドレスと青のレースと白銀のドレスが目の前に並べられた。

「どれがお好みですか？　お好きな意い匠しようのドレスを姫巫女様に合うように新しく仕立てますからお選びください。試着することもできますよ」

　選べと言われても着飾ることに興味を持ったことなどないので、良し悪しがわからない。

　そばに控えていたルチルに救いを求めるように視線を向けたときだった。

「ヒスイの部屋にコハクが来てるはずなんだけど」

　衝つい立たての向こうから聞き慣れた声が部屋に響き、コハクはぎくりとした。

　──こんなときにラピス様がいらっしゃるなんて！

　すかさずルチルが衝立の向こうに出て、ラピスに対応する。

「王太子殿下、ギベオン公爵ならお忙しい姫巫女様に遠慮して、お帰りになられました」

「あれ、おかしいな。ヒスイのところへ出かけたまま、まだ帰って来ないんだけど……」

「それより今、姫巫女様は花嫁衣装の準備に追われています。身支度中の女性の部屋に殿方がいては失礼ですわ。まだ婚約中の身ですよ」

　ルチルがさばさばとした口調でラピスを追い返そうとする。さすがに一人でヒスイの秘密を守り通しているだけあって、貫かん禄ろくに溢あふれている。王太子相手にひるみもしない。

「それは悪かったね、失礼するよ」

　ラピスの気配が遠ざかるのでほっと胸をなでおろす。だがそこで、針子の邪魔が入った。

「せっかく王太子殿下がいらしたのなら、お衣装を見立ててもらったらいかがですか？」

「え、あ、いや、その……」

　答えられなくて口ごもってしまう。他の針子たちも頰を緩めた。

「姫巫女様はお衣装に詳しくないようですし、ぜひ殿下が選んでさしあげてくださいな」

「へえ、ヒスイが着飾るなんて珍しいね。それは見てみたいよ。どんなドレスなの？」

　針子がドレスを手に持ったまま衝立の向こうに消えていく。

「この白銀のドレスなら、ヒスイの瞳と髪に映えて似合うんじゃない？　着て見せてよ」

　コハクはひっと息をのみ、不安そうになると、ルチルが耳元で小声で囁く。

「……こうなったら、正体がバレないようにおしとやかにしていてくださいね」

「わ、わかった」

　白銀のドレスはやや丈が大きかったものの、見苦しいほどではなかった。額と腕には銀で細工された飾りが嵌められる。軽く化け粧しようをされると、鏡の前に美しい少女が姿を見せた。

　この格好では、誰も自分があの元気なコハクだとは思わないだろう。本人がそう感じるのだから、きっとラピスの前でもうまく騙し通せるに違いない。胸が痛んだが、少しだけなら、神様も許してくれるだろう。そう自分に言い聞かせた。

「まあ、なんてお似合いなんでしょう。さあ、早く殿下に見ていただいてくださいな」

　初めてまともに着飾ったので、コハクは恥ずかしさと緊張に頰を赤くしながら衝立の向こうに出た。小刻みに震えながら顔を上げると吸い込まれるようにラピスと目が合う。見慣れた柔和な朝焼け色の瞳に思わず見とれてしまった。ラピスのほうもはっと息を止め、呆然としながらコハクを凝視している。

「お前……」

　それだけ言うとラピスは口をかすかに開いて黙り込んでしまう。

　──も、もしかして、わたしがコハクだとバレた？　まだろくに話もしていないのに？

　不安に思ってそわそわしていると、ラピスの顔にいつもの涼しげで清廉な笑顔が戻る。

「驚いたよ、ヒスイがあんまりきれいで。ドレス、よく似合っているよ」

　心からの賞賛の言葉にコハクはほっと胸をなでおろす。

「ありがとうございます、殿下」

「ねえ、もっと他のドレスも着てみせてよ」

「……え？」

　これ以上ごまかす自信がなくておろおろしていると、ルチルが二人の間に割って入った。

「殿下、姫巫女様は、花嫁衣裳の支度でお忙しいので、また次の機会にでも……」

「そうだね。では、今日は遠慮するよ。結婚式が楽しみだ」

　ラピスが部屋から去ると、うまくごまかせたことにほっとした。

「この調子なら結婚式も無事に終わらせることができそうですね」

「……ああ」

　ルチルが安堵して笑ったので、コハクも頷いた。

　だが、耳の奥にラピスにきれいだと褒められた言葉が甦よみがえり、頰がじわじわと熱くなる。

　──どうしてこんなにドキドキするんだろう。

　いつもコハクの背中を真っ直ぐに流れ落ちるプラチナブロンドは、今は結い上げられていて、その長さはわからない。
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　ラピスは約束通り、ヒスイに財務官を務める官吏を紹介し、帳簿のつけ方を一から学ぶことを許してくれた。元々、養母の指導で基礎は学んでいたので理解は早かった。未来の王太子妃に帳簿のつけ方を教えるという奇妙な立場に置かれた官吏は、やや迷惑そうだったが丁寧に教えてくれた。三カ月もすると、帳簿のちょっとした計算の誤差や記入ミスに気がつくようになり、次期王太子妃に間違いを指摘された官吏はたじたじになった。

「ヒスイは元々頭がよかったもの。飲み込みが早くて当たり前よね」

　王宮で唯一心を許せる年上の友ルチルが感心したようにしみじみと言った。

　ある日、過去の帳簿に目を通しながら、ヒスイは不思議なことに気がついた。

「あれ？　また金額が合わない……」

　いつも同じ貴族の家から提出される帳簿の計算が合わないのだ。最終的な金額は無理やり合わせているが、途中で使し途と不明金が発生している。官吏に話そうかと悩んだけれど、誰を信用したらいいのかわからない。そこでこっそりラピスに相談することにした。

「マラカイト伯爵家の帳簿だけ、お金の出入りが複雑な上に、必ず最後に計算が合わないんです。どう思われますか？」

　ラピスは暁の瞳を剣けん吞のんに細めてじっと考え込み、帳簿をめくっていく。

「このことは、まだ誰にも話していないのだろう？」

「はい」

「ヒスイは察しがいいね。他の官吏に知られる前でよかったよ。誰が伯爵とつながっているかわからないからね。……さっそく秘ひ密みつ裏りに調べさせることにする」

　数日後、ラピスはヒスイの前でにこやかに笑いながら、マラカイト伯爵家の不正の証しよう拠こをつかんだことを教えた。

「伯爵家から裏帳簿が出てきた。どうやら彼は、裏金を愛人に貢みついでいたらしい。ヒスイ、礼を言うよ。もっと勉強してごらん。ヒスイは有能な官吏になれる素質がある。──二年後、もしわたしに仕える気になったらいつでも言ってくれ」

　冗談混じりだったが、ラピスの言葉が心からのものに聞こえたので、ヒスイは嬉しくなった。優秀な王太子である彼に褒められ、男として認められた気がしたのである。

　しかし、次に温和な彼が口にした過激な台詞にヒスイはぎょっとさせられる。

「わたしはいい拾い物をした。……これで邪魔な人間を潰つぶせる」

「ですが、マラカイト伯爵は、王太子殿下を支持する大物貴族の一人ではないのですか？」

「それはそうだが、不正行為を働く貴族を野放しにはできないよ。罪は罪だからね」

　こうしてマラカイト伯爵は王命で爵位を剝はく奪だつされ、都を追われた。伯爵が王宮から去ったあと、ヒスイはラピスと宰さい相しようジャスバーの会話を耳にする。

「体ていよくマラカイト伯爵を追い出せて何よりでした。彼は、殿下の一の側近、ギベオン公爵を追い落とそうとしていましたから。姫巫女の後見の件でやっかむ者が多いですね」

「コハク以上に信頼できる側近はいないからね。あの子が気がつく前でよかったよ」

　その会話の内容にヒスイは驚いた。

　──まさか、コハクを守るためにマラカイト伯爵を王宮から追放したのが、本心？

　このラピスの英断は、のちに民の知るところとなる。そして、不正を働く人間なら、たとえ国の重じゆう鎮ちんでも容よう赦しやなく厳罰に処すラピスの誠実な対応は、未来の国王としての彼の素質を周囲に知らしめる結果となり、民に支持されていくのである。

　またヒスイはこの事件を期に、ラピスの有能な部下として力を発揮していくことになる。
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　月日はめまぐるしく過ぎ、ついに結婚式前日を迎えた。当日の花嫁の身支度は後見人のギベオン公爵家が責任を負うことになっており、ヒスイは前夜から公爵家に滞たい在ざいしていた。

　その夜、初めて息子に会ったギベオン公爵夫人クリスは、感激のあまりみるみる涙ぐんだ。ヒスイは死に際に養母が手渡してくれた絹のおくるみを手渡した。

「これは、間違いなくわたしが手ずから縫った品です。お前はまぎれもなくわたしの息子。──よくぞ生きていてくれました。わたしの手で育ててあげることができなくて、本当にごめんなさい、ごめんなさい！」

「わたしは神殿で養母や友人に囲まれて幸せに育ちましたから、恨んではいません」

　泣き崩れる母の肩に手を置きながら、ヒスイは自然とそんな言葉が言えていた。

「これまで何もできなかった恩返しに、困ったことがあったらいつでも相談なさい」

　向けられた愛情に満ちた瞳は養母と同じで、ヒスイもうっすら涙しながら何度も頷いた。

「……ありがとうございます、母上」

　だが、真っ白な巫女装束姿の息子と男装姿の娘を前にして、クリスはため息をつく。

「まったく、どういう運命のめぐり合わせでこうなったのでしょうね」

　こうしてその夜、公爵邸でささやかな宴会が開かれることになる。

「ヒスイ、王宮でつらいことはありませんか？　男の身では何かと不自由でしょう？」

「コハクとルチルがいるから大丈夫です」

　クリスの顔が悩ましげに曇る。

「でも、コハクはなんとかすると言っていましたが、本当に男の身で王太子殿下と結婚しても大丈夫なのですか？」

「その、詳しい事情はお話しできませんが、とにかく大丈夫です。それに明日はわたしたちは立場を入れ替える予定ですから、ご安心を」

「まあ！　そんな真似をして大丈夫なのですか？」

「明日を乗りきるためにいろいろ努力をしてきたので、がんばってみせます」

「それより母上、今夜は家族三人で楽しく語らいましょう！」

　コハクはその場を盛り上げようと明るく笑い、親子は時間を忘れて楽しく過ごした。

　翌日は、夜明け前から起きだし、コハクは花嫁の身支度に追われた。

　光こう沢たくのある真っ白なドレスは、花弁を重ねたようにふんわりと膨らみ、波打つように広がっている。胸元を覆おおうレースは真しん珠じゆが縫ぬい込まれ、裾すそには細かな花の刺繡がほどこされていた。純白の可憐な花嫁衣裳を着て化粧をしたコハクの姿に、クリスは涙ぐんだ。

「コハク、とても美しいわ。お父様が生きていたら、どんなに喜んだことか。まるで本当に娘を嫁に出す気分だわ」

「……母上」

　思わぬ母の本音を聞き、コハクは複雑な気分になる。ヴェールをかぶって衣装部屋から出ると叔お父じが待っていた。

「これはまた見事な花嫁姿だな。ヒスイは我が家の誇りだ」

　得意顔の叔父に付き添われ、コハクは馬車に乗り込んだ。

　結婚式は国をあげて盛大に行われた。

　外国からも見物人が集つどい、公爵邸から馬車で移動する花嫁をひと目見ようとディセルナティアは大騒ぎになっていた。

　結婚式の会場となる荘そう厳ごんな聖堂の前で馬車を降り、介かい添ぞえの叔父に腕を引かれ、式場に入る。扉が開かれると招待客の列の一番奥、祭壇の前に白い礼服に身を包んだラピスが背を向けて立っていたので、コハクの胸が高鳴った。そのまま静々と祭壇へと進んでいく。

　粛しゆく々しゆくと式が進み、永遠の愛を誓う宣せん誓せいを終えて、指輪を交換した。

「それでは、誓いのキスを」

　緊張しながらそっとラピスに向き合うと、ヴェールが丁寧に上げられる。花嫁の素顔を見た瞬間、ラピスは満足そうな笑みを浮かべ、「きれいだよ」と小声で囁いた。

　繊せん細さいな指が優しくコハクの顎を引き上げ、小さな額に羽のようなキスをする。

　式を終え、無む蓋がいの馬車に乗り、たくさんの民みん衆しゆうに見守られながら王宮へと入った。結婚式を終えたので、ようやく花嫁の素顔が正式にお披ひ露ろ目めされるのだ。中庭には貴族たちが次々に祝いの挨あい拶さつにやってきた。

「これはまたなんとも愛らしい聖なる花嫁ですな。お二人で並ばれるとお似合いですね」

「──殿下もこのような可憐な花嫁に恵まれてお幸せですな」

「ああ、そうだね、ありがとう。わたしも嬉しいよ」

　ラピスが隣で優しげに笑っているので、コハクは胸がどきどきした。

　──なんだか、いつもと立場が違うから調子が狂う。

「少し二人で話そうか。一緒に花を眺めよう」

　ラピスに誘われ、貴族の輪から抜け出し、ゆっくりと庭を歩いた。純白の花嫁衣裳が芝生の上をさらさらと流れる音が耳に心地よい。美しい花々が今日を祝福するように優しい風に揺れていた。ふとコハクはヒスイに伝言を託たくされていたことを思い出した。

「そういえば、殿下にお礼を言わないといけないんです」

「なんのお礼？」

「……殿下のおっしゃる通りでした。実の母に会えてよかった。わたしには二人の母がいると思えますって、……じゃなくて、そう思いました」

「そうか、それを聞けてわたしも安堵したよ。公爵一家には幸せでいてほしいから」

　噴ふん水すいの前で立ち止まると、湧わき上がる水を眺めながらラピスがぽつりと呟いた。

「ずっと昔ね、ギベオン公爵が幼いわたしにこう言ったんだ。わたしは王太子だから苦労の多い人生を歩むことになるけど、きっと聖なる花嫁が幸運を運んでくれると。公爵の言葉通り花嫁はわたしに幸せをくれた。──でも一番の贈り物はコハクがいてくれたことだ」

「……え？」

「宝石の琥こ珀はくは、異国で『幸運を贈る』という意味があって、生まれた子供にプレゼントする習慣があるそうだ。それって、まるでコハクみたいだよね。周囲の人間を幸せにする力がある」

「コ、コハクは、そんなたいそうな人間じゃ……」

　ラピスが暁の瞳を和めてくすっと笑ったので、頰が熱くなった。

「そんなこと言ったらコハクに失礼だよ。──でも、コハクの存在はわたしには遠すぎる」

「……殿下……？」

「あの子もいつか、誰かに恋をする日がくるのだろうね」

　ラピスは一瞬目を閉じると、いつもの温かな表情を取り戻す。

「それより今日の予定はまだ続くから、軽く何か食べるものを用意させるよ」

　そう言いながら、ラピスがそばを離れた。コハクは一人ぽつんと取り残されてしまう。

「わたしが誰かに恋する日がくるなんて、ラピス様は本気で思っているのかな？」

　──わたしはとっくの昔に心のすべてをあの方に捧げている。他の誰かに心を奪われたりしない。それに、いつも近くにいるのにどうしてわたしが遠いなんて思うんだろう。

　言われた意味がわからなくて困惑した。ぼんやりしていると横から声がかけられる。

「……ディセルナティアは美女が多いと聞いたが、王太子妃様は特別にお美しいですな」

　振り向くと異様に目つきの鋭い陰気な男がコハクの目の前に立ち、丁寧に礼をした。

　蛇へびのような視線で舐なめるように見られ、背筋に悪お寒かんが走るが、感情を殺して口を開く。

「失礼ですが、どちら様ですか？」

「わたしはオフィリア皇こう国こくの大使アングイスと申します」

　オフィリア皇国は、ディセルナティアと海を挟んだ東に位置する大国だ。好戦的な国で、過去、幾いく度どとなく刃を交えた。現在は休戦協定が結ばれていて国交も正常に行われている。

「──わたしは神殿暮らしが長く、存じあげなくて申し訳ありません」

　控えめにコハクが謝ると、大使が首を振った。

「いえ、わたしは今日の結婚式に合わせて、皇帝陛へい下かの命令でこの国に遣わされたばかりですので、王太子妃様が顔を知らないのも無理はありません」

「そうでしたか。わざわざ遠い異国からおいでくださりありがとうございます」

「式への参列も大切な役目ですが、実は特別な使命を受けてこの国にやってきました」

「と、いいますと？」

「──いずれわかります」

　大使は不ぶ気き味みに笑い、慇いん懃ぎんにお辞儀をして、コハクの前から去っていった。

「いけすかない男だな」

　コハクが吐き捨てるように言うと、白い皿に料理を乗せたラピスが戻ってきた。

「険しい顔をしてどうしたの？」

「……いえ、アングイスとかいう名のオフィリアの不気味な大使に声をかけられたので」

「へえ、それは素敵な名前だね。──それより、少し食べなさい」

　どこが素敵なのかわからないが、幸せな空気に流されて、コハクは皿に手を伸ばした。
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　その日、初めて男物の衣服に身を包んだヒスイは、コハクとは違う意味で緊張していた。

　ギベオン公爵家当主の義務を果たすため、聖堂の席から結婚式を見守る。

「最悪な王妃が世を去ったばかりなのに、次は忌まわしい男女の双子が花嫁とはな」

「この国は神に見離されたんじゃないのか？」

　ひそひそと貴族たちが語り合う声は、双子の片割れのヒスイの耳にも届いていた。

　──わたしはともかく、コハクはこの国の未来と真面目に向き合っているのに失礼な！

　ヒスイは苛立ちを必死に抑おさえた。やがて結婚式が始まると、列席者は口を閉ざす。

　厳粛な空気のなか式が進み、誓いのキスをするために、ラピスが優しい手つきで花嫁のヴェールを上げた。

　次の瞬間、聖堂の空気が一変した。

「ほう、これはまたなんとも美しい花嫁ですな。ギベオン公爵の双子の妹なのだから似ていて当たり前だが、やはり女性は違いますな。なんとも可憐な花嫁姿だ」

　周囲を圧倒するコハクの美貌に、ヒスイも息をのんだ。

　身につけた純白のドレスは、伸びやかで華きや奢しやな肢し体たいが引き立つような意匠だった。慎ましい清せい楚そな胸元は淡あわい桜色で、ほんのりと赤く染まる頰は麗うるわしく、薄く紅べにの塗ぬられた唇は濡ぬれたように艶つやめいている。愛らしい額にラピスがそっとキスをすると、恥ずかしそうにうつむく姿はどこまでも初々しい。ヒスイはこの日、二人の立場を入れ替えたのは正解だと思った。いくら双子でも、男の自分にあんな愛らしい仕草はできない。

「王太子殿下も端整な容貌の持ち主ですが、花嫁の美しさは神秘的ですな」

　先ほどまで男女の双子など忌まわしいと悪あし様ざまに罵っていたその口が、手のひらを返したようにコハクの容姿を褒めそやす。

　式を終え、披ひ露ろう宴えんの会場となる王宮の中庭に場所を移すことになった。

　花嫁たちは祝いに駆けつけた民衆の輪を馬車で回ったあと、王宮に入る。

　ヒスイもまた叔父に連れられ、聖堂を出て馬車で移動しようと沿道に降りたときである。

「コハク、元気にしているようだね。妹の結婚おめでとう」

　親しげに声をかけられ振り向くと、壮年の男性がにこやかに笑っていた。異国風の丈の長い上着に、頭にターバンを巻いているのが印象的だ。貿易商のような身なりだが、並みの貴族に劣おとらない貫禄があったので、ヒスイは王宮で見た顔だろうかと戸惑う。

　この日のために主だった貴族の顔は覚えていたが、記憶を探っても相手が誰だかわからない。おそらくコハク個人の知り合いだろう。ボロが出ないようにうやうやしく頭を下げた。

「ご丁寧にありがとうございます。本日はお祝いに来てくださりありがとうございます」

　すると男性は、感かん嘆たんのため息をついた。

「しばらく見ない間に、コハクは公爵家当主らしく立派になったな。もう一人前の男性だ」

「恐れ入ります」

「今日は口調も丁寧だね。まあ、双子の妹の結婚式なのだから、当然の対応か」

　うまく勘違いされたので、ほっとした。

「王太子殿下も、ギベオン公爵家の血を継ぐ美しい花嫁を娶られてお幸せだろう。──本気で国王になりたいかと聞いたら、今度は違う答えが返ってくるのかな。まさかこんな形で行方不明の双子の片割れに会えるとは思っていなかったよ」

　それはどういう意味かを聞きたかったが、口にできなくてヒスイは困惑した。無蓋の馬車に乗り込んでいく王太子夫妻を見つめながら、男性はぽつりと呟く。

「コハクは、今も王太子殿下が立派な国王になられると思っているかい？」

「無論です。誰よりも立派でお優しい国王になられるでしょう」

　ヒスイは迷わず答えていた。男性は快活そうに笑う。

「コハクは、いつでも真っ直ぐに殿下を慕っているのだね。安心したよ。忙しいのに引き止めてすまなかった。花嫁をひと目見る目的も果たせたし、仕事があるから失礼するよ」

　男性が踵きびすを返して風のように去っていく。その背中をヒスイはじっと眺めていた。

「おい、コハク、何をぼうっと突っ立ってるんだ？」

　今度はカルサイトに声をかけられた。コハクをよく知る友の登場に冷や汗をかく。

「い、いえ、ちょっと、知り合いと立ち話をしていたものですから」

「……なんかお前、今日はいつもと雰囲気が違うな……」

　長年の親友だけあり、さすがに勘が鋭い。怪訝な顔をされたので、急いで言い訳した。

「今日は妹の結婚式です。公爵家当主として、また殿下の側近として恥じることのない態度が必要ですから」

　たちまちカルサイトがあきれた様子で肩をすくめた。

「お前の兄上贔屓びいきは相変わらずだな。それよりも、王太子妃様の花嫁姿は驚きだな。前にお会いしたとき以上に美しくなっていた。あんなに麗うるわしい花嫁に恵まれて兄上はお幸せだ。あーあ、俺の理想の女を奪われたようで、なんだか悔くやしくなるよ……」

　まるでたった今、失恋したような落ち込みようである。ヒスイは眉をひそめた。

　──もしかして、カルサイト王子はコハクがお好きなのだろうか？

　考えてすぐに否定した。カルサイトがあちこちで浮うき名なを流しているのはコハクから嫌というほど聞かされている。きっと兄が美しい花嫁を娶ったので口く惜やしいのだろう。

「それより一緒に王宮に行こうぜ。王太子妃様の花嫁姿を間近で見たいからな」

　強引に誘われ、ヒスイはげんなりした。今日一日、自分がコハクでないことをごまかせる自信がなくなっていく。これ以上、一緒に行動するのは避けるべきだろう。

「わたしは叔父上と一緒に馬車で向かいますから、先に王宮にいらっしゃってください」

　早口にそれだけ告げると、逃げるようにカルサイトの前から立ち去った。
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　結婚式の夜、ラピスは寝室でコハクに優しい目を向けている。

「今日、お前は誰よりも美しい花嫁だったよ。神が与えてくれた幸運に感謝している」

「……ありがとうございます」

「ヒスイ、こちらへ」

「は、はい」

　髪はヒスイとの差がわからないようにルチルの手で頭の上に編み込まれていた。絹の夜着姿なので、その薄さが心もとない。緊張しながら寝台のラピスの隣に座る。

「初めて会ったときから、なんて美しい娘だと思っていた。いくらコハクと似ていても、お前の美しさは女性的だ。お前を聖なる花嫁に迎えることができて、わたしは幸福だよ」

　朝焼け色の澄すんだ瞳に見つめられ、コハクは頰が熱くなって顔をうつむけた。

「今日のために贈り物を用意したんだ。……腕を出してごらん」

　コハクが素直に腕を出すと、手首に華奢なブレスレットが巻かれた。小粒の水晶と瑠る璃りを細い鎖くさりでつないだ見事な品だった。だが輪の中央で大粒の深しん緑りよくの翡ひ翠すいが輝いていたので、たちまち切なくなる。

　──当然だけど、これはヒスイのために用意された品なんだ。わたしのものじゃない。

「気に入った？」

「え、は、はい。ありがとうございます」

「これは二人だけの秘密だ。ずっと身につけていてくれ。翡翠には『平穏』や『安定』という意味があるそうだ。──いつか、この石にこめられた想いをわたしに返してほしい」

　きっとヒスイと二人で安らかに暮らしたいという意味なのだろう。

　家族に恵まれなかった彼が、形だけでも平穏な家庭を望むのは当たり前かもしれない。

　まるで今日結婚したのは、ヒスイではなく自分のような錯さつ覚かくを覚えてしまう。

　女性扱いされることが恥ずかしくて顔をうつむけていると、ラピスがふっと笑った。

「あまりそういう顔をされると、こちらが困ってしまうよ」

　意味がわからず困惑していると、突然身体ごと寝台に押し倒された。

「ちょ、ちょっと、殿下……！」

　まさかこれがルチルが言っていた、魔が差すという意味だろうかと慌てた。

「──案ずるな。何もしないから。ただ、今だけ抱きしめさせてほしい」

　大きな手がコハクの腰に回され、背中からそっと抱き寄せられた。薄い夜着越しに肌のぬくもりが伝わってきて、心臓がうるさいくらいに高鳴る。

「お前は、温かいね。こうしているとほっとする。少し懐かしい」

　心地よい沈黙が続いた。コハクもまた母親が与えてくれるぬくもりとは違う体温に身を任せていた。いや、いつかどこかで感じたぬくもりに似ている気がする。

　──温かい。それに大きな手だ。いつもわたしを守ってくれる優しい手。

　コハクは身体から力を抜いた。瞳をとろんとさせながらぼんやりする。

　──わたしが女だったら幸せだったろうな。いや、今夜だけはわたしはこの腕の中では女なんだな。

　甘い考えに浸ひたっていると、ラピスが身じろぎした。穏やかな息が耳にかかる。呼吸の調子から、彼が眠ってしまったことがわかり、なんだか残念になった。自分だけ意識しているのが馬鹿みたいだ。それでも、胸のときめきが止まらない。

　──寝顔を見てみたい。

　コハクがそっと身体をよじると、その振しん動どうでラピスが薄眼を開いた。どうやら眠っていたわけではないらしい。コハクの顔が目の前にあるせいか、ちょっと驚いたように瞬きをする。見開かれた瞳に吸い込まれそうになり慌てて顔をそむけた。するといきなり痛いくらいの力で抱きしめられ、コハクの頭に血が上のぼった。

「あ、あの……」

「何？」

「手、手が、む、胸にあたっていて……」

「……あ、ごめん、全然わからなかったよ……」

　抱きしめる手があっけなく緩み、コハクはむかっとした。

「ちょっと、それはあんまりじゃないですか！」

　するとラピスが弾けるように笑いだした。いきなり脇わきに手を入れられ指でお腹なかをくすぐられて、コハクはラピスの腕の中でもがいた。

「や、やめてください。くすぐったいです！」

　手足をバタバタさせて必死に抵抗するが、ラピスはますますからかってくる。

「もう、怒りますよ！」

　抗議しようと振り向いてはっとした。今度ははっきりと二人の視線がからみ合った。

　暁の瞳に囚とらわれ、身動きできなくなる。

　──どうしよう、逆らえない。

　交わす言葉もなく時間だけが過ぎていった。緊張に胸が引き絞られ、鼓こ動どうが高まる。

　ラピスが手を伸ばし、親指を立ててコハクの唇をゆっくりなぞるので、ぞくりとした。

「お前は、可愛いね」

　みるみるうちにコハクの頰に朱しゆが散った。嬉しくて胸がどきどきする。

　カルサイトに女顔とか可愛い男と言われたときは怒りしかなかったのに、なぜだろう。

　ラピスがそっと身体を起こしてコハクを囲うように両手を寝台についた。
















「──お前を本当の妻にしたいと言ったらどうする？」

「……でも、殿下は女性に興味がないのでは……？」

「お前を初めての例外にしたい。お前なら愛せそうな気がする。少しでもわたしを想ってくれるならどうか受け入れてほしい」

　うるんだ瞳を切なく細めながら、顔が近づいてくる。思いがけない展開に動けないでいると、ゆっくりと唇が重なった。あまりに甘い感覚に息が止まりそうになる。一度離れたラピスの顔がもう一度近づいてきた。二度目のキスは、一度目とは何もかもが違った。最初は優しく触れるだけだった唇が、コハクの頭の芯しんを蕩とろけさせるような熱をはらんでいた。

　そっと唇が離れたので、コハクは静かに目を閉じた。片方の手のひらが重なり合って確かめるように強く握られたので、迷わず握り返していた。それは自然の流れに思えた。慈いつくしむように首筋に唇が押し当てられる。その手がコハクの夜着の紐ひもを解いていく。

　肌を見られるのが恥ずかしくて身じろぎすると、手首に冷たい何かが触れた。はっと瞳を開くと手首に翡翠のブレスレットが輝いていたので、意識が現実に引き戻される。

　──違う、ラピス様が見ているのはわたしじゃない！

「いや……！」

　いまさらのように抵抗しても、熱を帯びたまま夜着の紐を解く手の動きは止まらない。

「──お前はわたしの花嫁だ。逃げられると思うな」

　かっとなったラピスの瞳が血走る。そのまま強引にコハクの両手を寝台に押しつけ、苛立ちながら夜着を緩ませた。

「わ、わたしは、ヒスイじゃなっ……！」

　たちまち怖くなり半泣きになりながら首を振ると、ラピスから激情が消えた。そのままコハクの解かれた夜着から覗のぞく胸元に唇が寄せられ、焼けるような痛みが素肌に走る。

「っ……っ！」

　混乱のあまり瞳に涙が溢れた。ラピスはそっとコハクから身体を起こすと、くすくすと愉快そうに笑う。込み上げる笑いを必死にこらえながら、指の腹で涙をぬぐってくれた。

「安心しなさい。こんな子供相手に、これ以上無茶な真似はしないよ」

　その面白がる様子に、コハクはかっとなる。

「わ、わたしをからかっておられたのですか？」

「お前があんまり可愛い顔でわたしを見るので、おかしくなってついな」

　コハクも急いで寝台から起き上がり、開かれた夜着の前をぎゅっと握りしめた。これまでの彼の言動にときめいた自分がひたすらみじめに思えて悔しくなる。

「あ、あんまりです！　王太子殿下がこんな方とは思っていませんでした！」

　するとラピスの顔から笑みが消えた。

「お前はわたしという人間を勘違いしている。わたしが品行方正な人間に見えるかい？」

　真顔で聞かれ、長い付き合いのはずなのに急にラピスのことがわからなくなる。

「本当のわたしは、最低な人間なんだよ。お前の期待にそむいて悪いけどね」

　コハクは思わず言い返していた。

「そ、そんなことはありません！　殿下は立派な方です！　本当に最低な人は自分のことをそんな風には言いません！」

「──もし仮にわたしが立派な人間に見えるとしたら、それは立場上そう周囲が思えるように仕向けているだけかもしれないよ。だったらどうする？」

　冷たい眼まな差ざしを向けられ、これ以上会話しているのが怖くなり、コハクは話題を戻した。

「た、たとえわたしが殿下のことを誤解しているとしても、こんな場面でわたしの身体に触れた上に、からかうなんてあんまりです！」

　するとラピスが暁色の瞳から感情をなくし、ふいに視線を厳しくする。

「お前は思い違いをしている」

「……え？」

「お前は今日からわたしの妻となった身だ。本来なら何をされても文句を言える立場ではないのだよ。わかっているのかい？」

　忘れていた。コハクは、いやヒスイは今日、聖なる花嫁としてラピスと結婚したのだ。

「……申し訳ありません」

　たしかに拒める立場ではないので素直に謝ると、ラピスはふっと表情を綻ばせた。

「まあ、わたしも悪ふざけが過ぎたな。心配するな、お前が嫌がることはしないよ」

　いつもの穏やかな笑顔に戻ったので、これ以上何もする気はないとわかった。安堵していると、思い出したようにラピスが愉快そうに笑いだす。

「殿下？」

「にしても、ずいぶんささやかな胸の膨らみだったな。襲う気にもなれなかったよ」

「な！」

「あまりに見た目がコハクそっくりだから、つい男だと勘違いしそうだったよ」

「し、失礼な！　わたしは正しよう真しん正しよう銘めいの女です！」

　コハクは寝台の上に立ち上がり、屈くつ辱じよくに拳を震わせながら顔を真っ赤にして叫ぶ。

「案ずるな。その程度にはかろうじてわかる大きさだったよ。怯える顔も可愛らしいが胸も可愛らしかったよ。ぜひとも今後の成長に期待したいものだね」

　ラピスはぷっと吹き出し、笑いをこらえながら肩を震わせている。

「ば、馬鹿にするにもほどがあります！　それが結婚初夜の花嫁に対する態度ですか！」

　屈くつ託たくなく笑い続けるラピスを赤い顔で怒鳴りながら、コハクは唇をきゅっと嚙かんだ。

　──どうしよう、ラピス様とキスしてしまった……。

　からかわれたとわかっていても、その夜唇に触れたぬくもりはいつまでも消えなかった。




　翌朝、コハクが目を覚ますとすでに寝室にラピスの姿はなかった。

　腕に巻かれた翡翠のブレスレットを見ると、身代わりにすぎない自分が切なくなる。

　暗い気持ちで隣室に入り着替えのために夜着の紐を解いていると、胸元に淡く紅色に染まる印を見つけてきょとんとした。

「何、これ……？」

　まるで、所有者を示す証のようであった。
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　夜明け前、あの子は無む邪じや気きな顔で眠っていた。男の寝室で熟じゆく睡すいするなど、なんともうかつな娘である。きっとわたしを信頼しているのだろうと考えると、少しだけ胸が痛んだ。

　神託を受けたあの日以来、わたしの花嫁はあの子だけだと決めていた。

　そんなとき、なぜかあの子がドレス姿でわたしの目の前に現れた。

　もしかして結婚式にもあの子が出るのだろうかと期待していたら、現実になった。

　別に手を出すつもりはなかった。

　噓でもいいからあの子を花嫁に迎え、一緒に初夜を過ごせるだけでよかった。だけど、あの子を愛しく思う気持ちが抑えきれず、金の瞳の誘惑に負けてしまった。

「わたしはヒスイじゃない、か」

　一瞬だけ、あの子がわたしの気持ちに答えたように思えたが、結局拒こばまれてしまった。

　だが、今夜の思い出は一生忘れられないだろう。いつわりでもあの子を妻に迎えた日だから。

「──コハク、わたしの可愛い聖なる花嫁」

　眠るあの子にそっと唇を寄せると、愛しさが込み上げてきた。

　しかし、まだあの子がわたしのものになると決まったわけじゃない。

　大巫女から授かった神託をいまいましく思い出す。国王の座に興味のない自分の本音を見透かされたような内容だった。あの子の腕に嵌まるブレスレットは、わたしの子供じみた独占欲の証だ。ただ、わたしがどれだけあの子を大切に思っているか知ってほしかった。

　白く柔らかな手の甲に唇を寄せ、愛しい花嫁に切ない声で囁いた。

「──コハク、わたしを好きになってくれ。お前が手に入るのなら、わたしは他に何もいらないよ。お前を幸せにするためなら、どんな努力も惜おしまない」

　同時に湧き上がった激情は、あとから考えると神託が告げる狂気が芽生えた瞬間だった。

　──この子は誰にも渡さない。もし、この子を手にできなかったら、自分の手ですべてを奪って壊してしまおう。
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　真新しい騎き士し服ふくに身を包んだ若者の肩に剣を置き、誓ちかいの文もん言ごんを厳おごそかに唱となえていく。

「主しゆ名めいにおいて、我汝なんじを騎士とする。勇いさましく、礼儀正しく、忠誠であれ」

　若者が差し出された刃先にそっと口づけを落とす。緊張しているのか瑞みず々みずしい朱色の花か唇しんはかすかに震えていたが、真まっ直すぐに主あるじを見み据すえる金の瞳ひとみは、どこまでも勇ましかった。

　三年前の誓い通り、王太子ラピスの手でギベオン公こう爵しやく家け当主コハクは騎士に叙じよ任にんされた。

　この日、二人の間に正式に主従関係が結ばれ、決定的に距離が開いたとラピスは皮肉に思った。しかし、その勇ゆう敢かんな姿とは別の意味でコハクの存在感は際きわ立だっていた。

　──この子は本当に美しくなった。

　月と太陽の光を織り交ぜて作られた見事なプラチナブロンドは、まばゆく輝きながら腰を流れ落ちている。糖とう蜜みつで満たされたような金の瞳を縁ふち取どるまつ毛は淡あわい金色で、瞼まぶたを落とすとはっとするほど蠱こ惑わく的てきだった。桃の実のような頰ほおは淡く柔やわらかで優美に艶つやめいている。十六歳になったコハクは、三年前にはなかった凄せい絶ぜつな色香が加わり、男の本能を狂わせるしっとりとした美び貌ぼうが備わっていた。

　──神しん託たくの通りだ。聖せいなる花はな嫁よめに神より与えられた天性の美貌で周囲を魅み了りようしている。

　もちろん自分もコハクに惑まどわされた人間の一人だとわかっていた。

　すっと若木のようにしなやかな身体が立ち上がり、主が差し出す剣を受け取るとほっそりとした腰に帯びた。その瞬間、聖堂で叙任式を見守っていた貴族たちがわっとなった。

「おめでとう、コハク！」

　一番に祝いに駆けつけたのは、親友のカルサイトだった。コハクの華きや奢しやな肩を勇ましく叩たたく。この国では十六歳で騎士になることが認められる。カルサイトもすでに去年叙任式を済ませ、一人前の騎士として活躍していた。筋肉質な体格は、より妖よう艶えんに女っぽくなったコハクとは対照的な男ぶりだ。

　──いや、この子は少女なのだから女らしくなって当たり前か。

　だが、もう少女という言葉は似合わない。年頃のコハクはどこから見ても美しい一人の女性だった。その感想は、コハクの正体を知るラピスだけのものではなかった。

「ギベオン公爵は、なんとまあ女顔負けの美貌の持ち主になりましたな」

「まことに、男にしておくのが惜しいくらいですが、あんな凜り々りしい騎士殿どのに女性に対するような褒ほめ言葉は失礼でしょう」

「王太子妃様といい、ギベオン公爵といい、王太子殿下は見み目め麗うるわしい奥方と側そつ近きんに恵まれてお幸せですな。いやはや殿下が国王となられる日が楽しみです」

　王太子妃ヒスイが嫁とつぐ前、男女の双ふた子ごなど不吉だと騒いでいた貴族もいたが、今では惜しみない賛辞の言葉でコハクを称たたえた。コハクはもうラピスが守ってやるべき子供ではない。自力でギベオン公爵家当主としての地位を確立し、ついには騎士になる夢さえ果たした。コハクが遠ざかるたびに、咎とが人びとの自分には過ぎた娘だと言われているようで絶望的な気持ちになる。

「コハク、お前の立派な姿を見られて、わたしも嬉うれしいよ」

　いつもの温和な口調でラピスが心にもないことを告げると、コハクは華はなやかに笑った。

「これからもラピス様の一の側近として、また一人の騎士として仕つかえていく所存です」

　コハクに臣下の鏡のような台詞せりふを口にされ、笑顔を保たもつ自信がなくなっていく。自分が欲しいのはそんな言葉ではなかった。

「兄上の第一の側近はお前かもしれないが、一の騎士は俺だ。そのくらい弟の俺に譲ゆずれ！」

「お断りだ。わたしはラピス様に永遠の忠誠を捧ささげている身だ。カルサイトは血のつながった弟なんだからいいじゃないか！」

「先輩騎士に向かって生なま意い気きな口を利きくな！」

「先輩風を吹かせるのは、剣でわたしに勝てるようになってからにしろ！」

　相変わらず仲の良い二人である。ラピスとコハクの距離は開く一方だが、この二人の絆きずなはラピスを通じてより強くなっていると感じ、嫉しつ妬とを覚えた。永遠の忠誠の誓いなど、いまいましい足あし枷かせでしかないので、真っ直ぐに自分を慕したうコハクが憎にくらしい。

　──わたしはこの子の良き主、良き理解者の立場に飽あいてしまった。

　コハクの信頼を勝ち取りたくて演じている、誠実な王太子の仮面が重荷になっていた。

「祝宴が終わったら、コハクのためにわたしたちだけでささやかな宴うたげを催もよおすから、楽しみにしていてくれ。ヒスイの部屋で手料理を用意して待っているよ」

「ありがとうございます、ラピス様」

　いつまでも変わらないコハクの純粋な笑顔がたまらなく疎うとましくて、今すぐ穢けがしてやりたい衝しよう動どうにかられた。コハクを愛いとしく思う気持ちがどんどん醜みにくく歪ゆがんでいく。

　長年忠義を尽くしてきた主に力づくで純じゆん潔けつを踏みにじられたら、無む垢くな娘がどんな風に抵抗しながら己おのれの腕の中で泣き叫んで乱れていくのか、どうしようもなく知りたかった。

　二年前の結婚初夜、有無を言わせずコハクを自分のものにしていたら、この妄もう執しゆうも少しは晴れたのだろうか。

　あの夜触れた、コハクの穢れを知らない淡い桜色に染まる初うい々ういしい素肌は、今も記憶に焼きついている。肉体美に優すぐれた女性に比べ、コハクの身体は華奢すぎるが、あの真新しい騎士服に隠された肉体は官能的に成せい熟じゆくし、どんな女性も太た刀ち打うちできない魅み力りよくで男を誘惑するだろう。

　純な娘に汚けがらわしい目を向ける自分がただの男だとコハクはわかっていない。

　──わたしは本当にどこまでも最低な人間だ。

　神託が示す「コハクに惑わされた末の狂気」とは、こういう衝動を指していたのだろう。

　聖なる花嫁の天性の美貌に容易たやすく狂わされる人間が未来の王にふさわしいはずもなかった。

　一瞬自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべたラピスは、すぐに穏やかさを取り戻し、祝宴会場へと移動した。
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「ヒスイはまた料理の腕を上げたな。この肉料理美お味いしいよ」

　料理を頰ほお張ばりながら絶賛すると、ヒスイが姉を鋭くたしなめる。

「コハク、ナイフを振り回しては品がありません。それが一人前の騎士のすることですか！」

「……ヒスイは母上に似て、口うるさくなったな……」

「わたしは常識の話をしているんです！」

　弟なのに、姉の自分よりおしとやかな礼儀作法を身につけたヒスイが鬼のような形ぎよう相そうを向けてくるので肩をすくめた。双子の喧けん嘩かをラピスが仲ちゆう裁さいしようとする。

「ヒスイ、今日は無ぶ礼れい講こうだからかまわないだろう？　せっかくのコハクの晴れの日なんだ」

「殿下はコハクに甘すぎます！　わたしは公おおやけの場でコハクが恥をかかないかと心配しているんです！　コハクの恥は殿下の評判にかかわることですよ！　無視できません！」

「……わたしだって、人目のある場所では気をつけている」

　ややうんざりした調子でしゃべりながら、コハクはため息をついた。

　──ラピス様とヒスイは、いつの間にか本当の夫婦みたいに仲なか睦むつまじくなったな。

　なんだか疎そ外がい感かんを覚えて落ち込んだ。カルサイトが料理をがっつきながら盛大に笑う。

「一人前の騎士になっても、妹には一生かなわない運命みたいだな。まあ、実際王太子妃様はできた女性だよ。さすが兄上の奥方だけのことはある」

　心からの褒め言葉に、ヒスイがやや複雑そうな顔になるのは、実際は男だからだろう。ヒスイはこの二年でさらに慎つつましく美しくなったが、昔とは違いちょっと爽さわやかになった。

　公務をこなすうち、王太子妃としての貫かん禄ろくを身につけたのだろう。

　しかし、優美にナイフやフォークを操る指先は手入れが行き届いて上品で、毎日剣の稽けい古こに励はげんでいる節くれだったコハクの手とは大違いだった。こんなことを気にするのは、きっと女の部分が消えないせいだろう。捨てたはずの女の自分がときおり何かを訴うつたえてくる。

　──結婚式に出たときからだ。初夜にラピス様に触れられてからずっと続いている。

　くすぐったくて甘酸っぱいあの夜の思い出が甦よみがえる。触れるだけのキスと、熱のこもったキスの感触が残っているようで、恥ずかしくなって唇をきゅっとすぼめた。

　結婚初夜から腕に巻いたままの翡ひ翠すいのブレスレットが騎士服の袖そで下したで揺れている。本当はヒスイに渡さないといけないけれど、手放すことができなくて持ち続けていた。そのひんやりとした感触があの夜の記憶を鮮明にする。今でも一番覚えているのは、あの夜一瞬ラピスが見せた激情だった。真っ直ぐに自分を射抜いた瞳は、まるで女のコハクに向けられた気がしていた。なんだかいたたまれなくなってコハクが頰を染めていると、カルサイトが怪け訝げんな顔をした。

「コハク、顔が赤いぞ。酔よったのか？　日頃ザルのくせに」

「今日は祝宴でいっぱい飲まされたんだ。わたしだって酔うこともある」

「……お前、あんまり飲みすぎるなよ。酔っておかしなやつにどこかに連れ込まれたら……」

「もう、子供じゃないんだから、余計な心配するな！　うっとうしい！」

「人が心配しているのに、その言い草はないだろうが！　それに、最近のお前は前以上にやばいんだよ。騎士服なんか身につけたら、なんかこう妖艶で女も気け圧おされる色香が……」

「わたしを馬鹿にするな！　女顔で悪かったな！　そういうお世辞はよその女に言え！」

「安心しろ。よその女には毎晩睦むつ言ごとで囁ささやいているよ。本心という名のお世辞をな」

　にやりと笑いながら平然と言われ、コハクの顔がみるみる真っ赤に染まっていく。

「また恋人を変えたのか？」

「俺から口く説どいた覚えはない。女が勝手に言い寄ってくるんだよ。俺は皆に平等なだけだ」

「少しは兄であるラピス様の真ま面じ目めさを見習え！」

「そりゃ、兄上はいいさ。こんな完璧な妻と結婚できたんだから、よその女に目を向ける気も起きないだろう。兄上は結婚以来、妻一筋の愛妻家で有名だからな」

　たしかに王太子夫妻の仲の良さは王宮中に知れ渡っている。形だけの夫婦には見えない。

「……俺だって理想の女に出会えたらな……」

　悩ましげに嘆たん息そくしたカルサイトが、じっとコハクの顔を見つめてくるのでたじろいだ。

「な、なんだ？」

「いや、お前が女だったら、理想なんだがと思って……」

「そんなことを言われて喜ぶ男がどこにいる？　わたしが女ならお前みたいな不実な男は願い下げだ！　理想の女に出会いたいなら、もっと誠実に女性と付き合え！」

　ラピスは清せい廉れんな気配の漂ただよう笑顔で二人のやり取りを穏やかに諭さとした。

「言い争いはそのくらいにして、せっかくのヒスイの手料理を味わいなさい」

　たちまち二人は顔をそむけて料理をつつき始めた。

　ようやく騎士になり、すべてが順調なはずなのに、ちっとも気分が晴れなかった。

　もやもやとした考えを振り払うようにコハクは酒杯を手に取って掲かかげる。

「今夜は飲み明かすぞ！」




　カルサイトと飲み比べの末、とうとうコハクはテーブルに突つっ伏ぷして眠り込んでしまった。いつも酒に強い姉だが、今日は叙任式や祝宴など緊張の連続で疲れが出たのだろう。無む邪じや気きな姉の寝姿を見て、ヒスイはやれやれと息を吐く。カルサイトの方は千ち鳥どり足あしで、さっさと自分の部屋へと帰って行った。眠りこける姉をまじまじと見ると、実際、カルサイトの言う通り、騎士服に身を包んだコハクはドレス姿の淑しゆく女じよよりよほど艶えん麗れいだ。

　ある意味魔ま性しようの魅力を醸かもし出している。カルサイトがコハクに惹ひかれるのも無理はない。この色香を無視できる男はいないだろう。

　二人なら理想の恋人になれると思うが、女を捨てたコハクとどうこうなることはないだろう。第一、この姉は女と一緒に恋も捨ててしまったらしく、男女の機き微びにも疎い。世の男たちが無意識に邪よこしまな眼まな差ざしを向けているのに気づいてもいないのが心配だ。

　カルサイトがもっと女性に対して真面目なら、姉を任せてもいいのに。

　ふいに、ラピスが椅い子すから立ち上がった。眠りこけるコハクの肩を優しく揺らす。

「コハク、眠るならヒスイの続き部屋を借りなさい。風か邪ぜを引いてしまうよ」

　しかしコハクが目覚める様子はない。ラピスはため息をつき、コハクの身体を抱き上げ、大切そうに続き部屋へと運んだ。しばらくして戻ってくると何事もなかったかのように椅子に座り、酒杯を手にしながらヒスイに話しかけてきた。

「カルサイトの言う通り、ヒスイは得がたい聖なる花嫁だ。この間はまた世話になったね」

　ヒスイは公務と一緒にこっそり貴族の不正を摘発している。

　会計の才覚を買われ、博はく識しきな王太子から様々なことを教えてもらっていた。

　それが毎晩のように続くので、二人が仲睦まじい夫婦だと勘かん違ちがいされる原因になっている。実際に行われているのは大たい抵ていが難しい政治の話なのに。

「ヒスイが取り組んでいる慈じ善ぜん事業は評判がいいよ」

　心から褒められ、たちまちヒスイが恥じらう顔になる。

「で、ですが、わたしにできることなんて、せいぜい孤こ児じ院いんの子供たちのために服や肌着を縫ぬったり、贈り物をしたりするくらいで、到底殿下の助けにはなりません」

「王太子妃であるヒスイが率そつ先せんして民に尽くす姿を見せるのが肝かん要ようなんだ。おかげで貴族の婦人たちもヒスイを真ま似ねて慈善事業に力を入れるようになった。民も浪ろう費ひを繰り返す王妃を見続けて王室に失望していたから、質素倹約に努つとめる優しい王太子妃を慕っている。ヒスイは趣味は女性らしいのに、ドレスや宝石は欲しくないんだからね」

　男の自分が着飾ることに興味を持つわけがない。

「しかも、ヒスイの芸術的な刺し繡しゆうは人気があるんだよ。今ではオークションに出品されて高値で落札され、その収益は慈善団体に寄付されている」

「お言葉、ありがとうございます。──昔から刺繡は得意ですので……」

「そういえば、孤児院に画材道具や裁縫道具の他にもいろいろ贈っていると聞いたよ。わたしではそんな細かい配はい慮りよはできないよ。なぜ、そこまでしようと思ったんだい？」

「……昔、わたしは、得意の刺繡で神殿のために尽くせることが誇ほこりでした。身寄りのない子供たちが、未来に希望が持てるような技術を身につける手助けになればと考えたんです」

「なるほどね。ヒスイといいコハクといい、わたしはよい妻と側近に恵まれたな」

　ラピスの頰が綻ほころび穏やかな表情になった。ヒスイは「まただ」とどきりとした。彼はコハクの話になるとたちまち優しい顔になる。二年にわたる付き合いで、彼が実は非情な策士であることを知ったが、コハクを語るときだけは温かで誠実な笑顔になる。

「それより殿下、今日のコハクの叙任式は、すばらしかったですね。感動しました」

「あの子の長年の夢がかなって、わたしも嬉しいよ。カルサイトも騎士団で、めきめきと頭角を現しているから、わたしのもとでこれから二人が活躍するのが楽しみだ。自力で夢をつかんだあの子たちが羨うらやましいよ。わたしには自分の道を選ぶ自由はなかったからね」

　楽しげに語っていたが、まるで王太子の地位など望んでいないとでも言いたげな様子が気になった。彼はときどきこんな寂さびしげな顔を見せる。

　ラピスが瞳を和なごめたのでヒスイもつられて微笑していると、部屋の扉が乱暴に開かれた。

「王太子殿下、もう夜も遅いですし、今夜はお部屋に戻られたほうがよろしいのでは？」

　黒髪を跳ねあげたルチルの瞳には、敵意に近い感情がこもっていた。王太子相手に、さっさと出て行けと言わんばかりの迫力である。

「──そうだね。では、お茶を飲んだら今日の宴会は終わりにしよう」

　いつものことなのでラピスが苦笑して部屋から出て行く。

「ルチル、殿下を不快にさせるような言動は慎んでくださいとあれほどお願いしたのに」

　ヒスイらしくもなく苛いら立だった様子で文もん句くを言うので、年上の少女がむっとする。

「だって、ヒスイが男好きの殿下に襲おそわれたらと思うと、毎日気が気じゃないのよ！」

「ルチル、誰かに聞かれたら殿下に妙な噂が立ってしまいます」

「殿下がおかしいのは事実でしょうが！」

「声を小さくしてください！　隣の部屋でコハクが聞いたら怒りますよ！」

　そこで二人はひそひそと喧嘩を続けた。

「ヒスイはいつの間に殿下に懐かい柔じゆうされたの？　真面目に王太子妃を務つとめて、立派に公務までやってるし。……このままじゃ、本当に王太子殿下に狙ねらわれちゃうわよ！」

　たしかに王太子妃の仕事にやりがいを感じているし、このまま有能なラピスのそばで働けたらと望んでいるのは事実だ。初めて貴族の不正を摘発したとき、ラピスに自分の下で働く気があればいつでも雇やとうと言われた。可能なら部下になってみたいが、女だと騙だましているのだから無茶な話だ。

　とりあえず目下の問題は、ルチルの根深い思い込みの訂正が難しいことだ。

「──殿下はわたしをそういう対象として見ていませんから、心配は不要です」

「でも、ヒスイは見た目がそこいらの女性よりきれいだし一応妻なんだから、いつ殿下がそういう気になってもおかしくないわ！　それに、毎晩のようにお部屋に通われているから、二人は仲睦まじい夫婦だって評判になって迷惑なのよ！」

「……わたしは本当に大丈夫ですから」

　ルチルは怒りを爆発させ、テーブルを乱暴に叩きながらかっとなった。

「殿下は変へん質しつ的てき嗜し好こうの持ち主よ！　いつヒスイに魔ま手しゆが伸びるかわからないじゃない！」

　我を忘れてルチルが絶ぜつ叫きようした瞬間、扉が開いた。帰ったはずのラピスが姿を見せたので二人はぎょっとする。

「お、王太子殿下、いつからそこにいらしたのですか！　お部屋に戻られたのでは……？」

　ヒスイが焦あせった声を上げた。ラピスは紙の束を手にして困ったように首を傾かしげている。

「……来月の公務の予定表を渡し忘れたから戻って来たんだよ」

　戸と惑まどったその様子から、ルチルが最後に発した無礼な発言が聞かれてしまったことがわかる。ヒスイが顔色をなくしていると、ラピスがぷっと吹き出して笑いだした。

「わたしはヒスイの友人によほど信用されてないんだね。麗うるわしい友情だ」

　怒るどころか面白がるような調子に、ルチルは顔を赤くしてうつむいた。笑いをこらえながらラピスは書類を置いて、今度こそ部屋から立ち去った。

「……ルチル、勘かん弁べんしてくださいよ……」

　ヒスイは頭を抱えてうめきながら、この二年でたどりついた結論を心の奥で言葉にした。




　──王太子殿下は、男にしか興味がないのではない。コハクにしか興味がないのだ。




　コハクを抱き上げたときの彼の優しい笑顔が脳のう裏りに焼きついていた。心から愛いとおしい存在だと暁あかつきの瞳にこめられた想いが語っている。

　その想いの前では性別の違いなどささいな問題に思えた。

　だが、コハクはラピスのために男として生きる道を選んだ。二人が結ばれたらいいのにと思うが、噓を吐いているのだから道は険しいだろう。

　それでもひそかに姉を思い続ける彼の気持ちが通じることを祈らずにはいられない。

「それよりヒスイ、また女によ官かん長ちようの催さい促そくがあったんだけど……」

「もしかして、またあのこと、ですか？」

「……結婚して二年もたつのに王太子妃様に懐かい妊にんの兆きざしがないのはおかしいって不ふ審しんがられてるわよ。一度、医者の診察を受けてくれって。……お兄さんに、また代理を頼んだら？」

「……いざとなったらそうしたいですが、さすがに頼みにくいですね……」

　頭の痛い問題が増え、ヒスイは悩ましげに椅子に座り込んだ。コハクが女として美しく成長していくのと同じように、男のヒスイもまた性をいつわるのが難しくなりつつあった。
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　季節は秋から冬に移り変わっていった。冬の凍こごえるような寒さが身に沁しみる頃、ディセルナティアの王宮に次々と急ぎの報告が持ち込まれた。

「こたびの洪水で橋が流され、多くの旅人が足止めをくらい、流通が滞とどこおっています。被害にあった近隣の村人を救助するための兵はすでに派は遣けんしていますが、橋の修しゆう繕ぜんには莫ばく大だいなお金が必要となります。我が国の今の財政状況では、かなり厳しいかと……」

　視察に向かわせた官かん吏りの報告を受け、宰さい相しようジャスバーは頭を痛めた。

　亡なき王妃の奢しや侈しのせいでディセルナティアに余分な金はない。

　王妃の死後、経済状況は持ち直しつつあるが、橋の修繕に回せる余裕などなかった。

　頭を悩ませる国王に、ジャスバーが思いがけないことを提案する。

「陛へい下か、わたしに考えがございます。ベリル伯はく爵しやくに協力を仰あおいではいかがでしょうか？」

　その名を聞いて、たちまち貴族たちが騒ぎだした。

「何をおっしゃっているんですか、宰相閣かつ下か。ベリル伯爵は、亡き王妃様の不ふ興きようを買い王宮を追放された人間ではありませんか！」

「──実はベリル伯爵は王宮を追われたあと、事業で成功し、今では異国の港町にいくつもの商館をかまえる海運王として名を馳はせているのです。その財産は小国の王に匹ひつ敵てきするとか。わたしの知るベリル伯爵は、心から国を思う仁義に厚い人物でした。国の窮きゆう地ちを見過ごすような方ではありません。必ずや力を貸してくれるでしょう」

　朝議の席は紛ふん糾きゆうした。しかし結局、他に有意義な意見は出ず、ジャスバーの案にすがるしか道はなかった。初めて耳にする貴族の名に、コハクは首を傾げた。

「ラピス様、ベリル伯爵という名は初めて耳にしました。どういう方かご存知ですか？」

「……わたしも噂うわさしか知らないが、かつて王妃様に真っ向から対立して、無実の罪を着せられ爵しやく位いを剝はく奪だつされた貴族がそんな名だった気がする」

　そういえば以前、コハクが王妃に逆らったとき、同じような話を聞かされたことがあった。

「そんな目にあわれた方が、ディセルナティアの窮きゆう状じようを救ってくれるでしょうか……？」

　コハクが眉み間けんに皺しわを寄せているとラピスがため息をついた。

「さあ、どうだろうね」




　ベリル伯爵が王宮に招かれたのはそれから一週間後のことだった。

　十七年も王宮から遠ざかっていたとは思えない堂々とした風ふう体ていに皆が目をむく。その壮そう年ねんの男性は異国風の丈の長い衣装を身につけ、頭にターバンを巻き、片眼鏡モノクルをつけていた。

「あっ、おじ様……!?」

　かつて亡きギベオン公爵の葬そう儀ぎに駆けつけた、父の盟めい友ゆうだった。

「ベリル伯爵よくぞ来られた。貴殿なら頼りになると信じていました」

　猫なで声を出すジャスバーに、元ベリル伯爵クンツァイトが冷たい視線を向けた。

「──わたしはただ、王命に従って参じただけです。いまさらわたしを頼るなど、あまりにムシがよすぎると思われませんか。この国の腐ふ敗はいは、あの忌いまわしい王妃亡きあとも続いているようですね」

「国王陛下の御ご前ぜんで、なんて無ぶ礼れいなことを……！」

　ジャスバーが怒りをあらわにして拳こぶしを震わせた。国王もむっとしながら口を開く。

「ベリル伯爵が助力してくれるなら、剝奪した爵位と領地を返そうと考えている。悪い条件ではあるまい？」

「笑しよう止しな。わたしは爵位に未練などありません。すべてを奪われたあの日から、わたしは血の滲にじむような思いで一から事業を興おこし、今の地位を得ました。──宰相閣下はお忘れかもしれませんが、わたしが王宮を追われた理由は、王妃様に逆らったことだけではありません。わたしが領地で行っていた事業が順調で資産も潤じゆん沢たくだったので、狙われたのです。そんな卑ひ劣れつな理由でわたしを追い落とした国のために、無む償しようで財産を提供するとお思いか」

「……つまり、この国を見捨てるとおっしゃるのですか？」

「甘い感情論がわたしに通用すると思われるな。王宮を追われたあと、わたしは辛しん酸さんを舐なめるような暮らしをしてきた人間です。その恨うらみは閣かつ下かが思うよりずっと根深い」

「……協力するつもりがないのなら、なぜ王宮に来られたのですか？」

「問題の多い王妃の消えた王宮がどうなったかを一度この目で見ておきたかったのです。やはりと言いますか──陛下にお仕えする気にはなれません。今後わたしは、仕えるに値あたいする人物にしか従うつもりはありません」

　屈くつ辱じよく的てきな言葉に怒ど気きを滲ませ、国王が握りしめた拳を震わせた。

「相変わらず生意気な男だ！　二度とわたしの前に顔を出すな！」

「言われずとも、参じるつもりはありません。──失礼します」

　クンツァイトは毅き然ぜんと去っていく。大広間に集っていた貴族たちは騒然とした。

　コハクは威い風ふう堂どう々どうとした背中を追い、そっと広間を抜け出す。

「待ってください、おじ様！」

　コハクの叫びに、クンツァイトが振り返って驚きに目を見開いた。

「コハクか……？　これはまたずいぶんきれいになったな。昔の公爵夫人にそっくりだ。いや、男に対する褒め言葉ではないか。──それに王太子殿下もお元気そうで何よりです」

　言われてようやくコハクは自分の後をラピスが追ってきたことに気がついた。

「まさかあなたがベリル伯爵だとは知りませんでした。最初に会ったとき、わたしの容姿を知っていたのは、王宮にいたことがあったからなのですね。国王陛下相手に一歩も引かない姿勢は、並みの貴族よりよほどご立派です。──この王宮に、あなたのような方がいればと残念に思います」

「もしや王太子殿下は、わたしを説得に来られたのか？」

　クンツァイトに苦笑しながら聞かれ、ラピスは静かに首を振った。

「伯爵を説得できるなんて思っていません。わたしだって、あなたを王宮から追い出した王家の一員です。ですが、理り不ふ尽じんな理由で自分を苦しめる人間を許せない気持ちは誰よりもわかるつもりです」

「殿下はご聡そう明めいです。物の道理をわきまえておられる。──ならば今一度お尋たずねしましょう。王太子殿下は、本気で国王になりたいと思われていますか？」

　葬儀のときと同じ質問をされ、ラピスはためらいなく答えた。

「──無論です。わたしを信じてくれるコハクのためにもよい王になろうと思っています」

　クンツァイトは盛大に笑った。

「なるほど、コハクのためですか。悪くないお答えですが、わたしの心を動かすにはまだまだですな」

「あなたには噓うそが通用しそうにないので、正直に答えただけです」

「お気持ちはよくわかりました。それと、コハクはもう騎士になったのかね？」

　コハクは騎士服のまま、凜りんとした顔で頷うなずいた。

「はい。ラピス様の騎士として、生しよう涯がい仕えていくつもりです」

　クンツァイトが優しい瞳でコハクを見つめた。

「王太子殿下、どうか殿下に与えられた幸運を手放されませんように」

　会話を終えると、今度こそクンツァイトは颯さつ爽そうと前を向いて歩き去った。

「おじ様は、ずいぶん凄すごい方だったのですね」

「本当に惜しい方だ。味方になってもらえたら、あれほど心強い人物もいないだろうね」

　伯爵の協力が得られなかったので王宮の混乱は続いた。

　慌ただしい日々が過ぎ去っていくある朝、オフィリア皇こう国こく大使アングイスが国王に面会を求めてやってくる。朝議の席で主だった貴族たち、そしてラピスとコハクが見守る中、アングイスは慇いん懃ぎんに礼をするとこんな話を切り出した。

「国王陛下、もしよろしければ、わたしが我が国の皇帝に掛けあって、ディセルナティアのために資金を提供いたしましょう。皇帝はいつでも友好国の危機に心を痛めていましたから、無利子で援助を引き受けてくれるでしょう。返済は分割でかまいません」

　多くの貴族がありがたい申し出に顔を綻ばせた。国王もすぐに返事をした。

「では、さっそくお願いする。友好国の厚意に心から感謝する」

　だが、なんの疑いもなく援助を受け入れる国王をラピスが鋭い声で止めた。

「陛下、お待ちください。そのような安易な決断をなさっては、後々厄やつ介かいなことに……」

「お前は余計な口をはさむな！」

　有無を言わせぬ国王の言葉に、ラピスは口を閉ざしてため息をついた。

　一週間後、アングイスは金貨十万枚もの大金を惜しげもなく国王の御前に差し出した。

「それでは一カ月後の期限までに、最初の返済をするという約束をお忘れなきように」

　抜け目のない蛇へびの目を底光りさせながら、アングイスが去ると、ジャスバーの采さい配はいで、金貨はすぐに洪水被害の救済と橋の修繕に回された。

　ようやく頭の痛い問題が解決したと皆が安あん堵どした一カ月後に、事件は起きた。

「お金の返済のため、大使館に向かっていたところ、賊ぞくに襲われ金貨を奪われてしまいました。まことに申し訳ありません……！」

　命からがら賊から逃げ伸びた兵士たちの報告に国王は顔色を変えた。

「ただちに賊を捕まえろ！」

　怒りもあらわに立ちあがろうとした国王が急に頭を抱えてうめきだす。

　慌てて駆け寄ったジャスバーの目の前で、その身体は崩れ落ちた。

「誰か、早く医者を呼べ！」

　国王はすぐに寝室に運ばれた。急いで呼ばれた医師は、診察を終えると難しい顔になる。

「予断を許さない状況です。体力があるうちに目が覚めれば、お命は助かるでしょうが」

　最悪な事態に貴族の誰もが王太子として優秀なラピスにすがった。

「王太子殿下、いよいよ殿下が国王代理となってこの国を支えるときがきたのです。皆、殿下を頼りにしています」

「ああ、もちろんわかっているよ。案ずるな、わたしも皆を信頼している」

　国王が重体のときに、ひどく落ちつき払った態度で、いつもの穏やかで清廉な笑顔を見せるラピスに、貴族たちはほっとした。

　国王代理として働くラピスのもとに、さっそくアングイスが謁えつ見けんを求めてやってきた。

「まさかいきなり返済が滞るとは思いませんでした。期限を過ぎたら、ただちに全額をお返しくださる約束でした。できない場合どうなるか、王太子殿下はご存知ですよね？」

　この事態を予期していたのかラピスの目は冷ややかだった。

「無論です。全額返済がかなわなければ、貴殿の言うことにひとつだけ従う約束でした。我が国に金を返すあてがないのを承知の上で、催促に来られたのでしょう？」

「王太子殿下は、話が早くて助かります」

「それで、貴殿は我が国にどのような要求をなさるおつもりか。ただの厚意で援助の申し出をされたわけではないことは最初からわかっていました。貴殿は己の利益にならないことに与くみする人物ではないでしょう」

　ラピスが穏やかだが、どこか含みのある口調で言った。アングイスは鼻を鳴らす。

「では、遠慮なく申し上げます。援助の見返りに、姫を一人我が皇帝に献けん上じよういただきたいのです。できなければ、お金はすぐにお返しいただきたい」

　ずうずうしい申し出に、朝議の席がざわめいた。コハクも啞あ然ぜんとしたが、想定していたらしく、ラピスに驚きはなかった。

「──つまり貴殿の真の目的は我が国の姫を得ることだったのですね。どうせ、賊も貴殿の差し金でしょうが、残念なことに我が国の姫はインカローズだけです。妹にはすでに決まった縁談がありますから、差し出すわけにはいきません。お金は必ずお返ししますのでお引き取りください」

「──金策にお困りのご様子だったのに、ずいぶん余裕ですな。では二週間後に回収に参ります。それまでにご決断いただきたい」

　アングイスが去ると、朝議の席は混乱した。

「王太子殿下、インカローズ王女に縁談があるなど初めて聞きましたぞ！」

「オフィリア皇国の皇帝はすでに四十を超え、後こう宮きゆうに幾いく人にんもの寵ちよう妃きを抱えるたいそうな女好きだと聞いた。妹を犠ぎ牲せいにするつもりはない」

「ですが、王族の婚こん姻いんは重要な政略のひとつです。殿下のお気持ちはわかりますが、ここは英断のときではありませんか！」

　話し合いは昼過ぎになっても終わらなかった。

　コハクは朝からずっと目め眩まいがしていた。長引く朝議の席で、今にも倒れそうな表情で青くなっていると、そんなコハクに気がついたラピスが声をかけた。

「コハク、具合が悪いのなら少し休みなさい。どうせ話し合いはすぐには終わらない」

　王太子の第一の側近が休息を取っている場合ではないとわかっていたが、コハクはこの言葉に従った。

　運の悪いことに昨夜から月の汚けがれが始まっていた。いつも症しよう状じようは軽いが、最近忙しかったせいだろう、重苦しい痛みが続いている。

　長い廊下を壁に手を突いて歩きながら、ギベオン公爵家のために用意された部屋へと戻っていく。その途中で真剣な顔で話し込むカルサイトとインカローズに出くわした。

「わたくしをオフィリア皇国の皇帝に差し出す話があるというのは本当ですか？」

「……本当だ。だが、安心しろ。兄上がその要求をはっきりとつっぱねられた。お前は心配しなくていいんだよ」

　カルサイトの言葉にインカローズはほっと胸をなでおろしながら、不安そうに呟つぶやいた。

「でも、それではこの国はどうなるのです？　お兄様は大丈夫なのですか……？」

　コハクはため息をつき、二人の話に背を向けるようにして再び歩きだした。苦境に立たされたラピスの立場を思うと気落ちする。自分にできることを考えたが案が浮かばない。

　思考を妨げるように下腹部に鈍どん痛つうが走る。苦しげにうめくコハクのふいをつくように、背後から声をかける者がいた。

「ギベオン公爵はずいぶん具合がお悪いようですな。肩をお貸ししましょうか？」

　アングイスが蛇のような抜け目のない瞳でコハクを見下ろしていた。まだ王宮にいたのかと、いまいましく思った。

「……結構です」

　吐き捨てるように言って、すれ違いかけたときである。

「……血の臭においがする」

「え？」

「貴殿から血の臭いが漂っている。……これはもしや月の汚れ……？」

　アングイスの人並みはずれた嗅きゆう覚かくに、コハクはぞっとした。

「馬鹿馬鹿しい！」

　不ふ愉ゆ快かいそうに顔をそむけて立ち去ろうとすると、アングイスの瞳に剣けん吞のんな光が宿る。

「……まさか、貴殿は女か……？」

「わたしは男だぞ！　失礼にもほどがある！」

　コハクは廊下を急いだ。しかし、背中に張りつくような視線が離れることはなかった。




　数日後、王宮で一通の書しよ簡かんを渡され、便びん箋せんを開いたコハクは眉間に皺を寄せる。

　ラピスに急用があるからと断って外がい套とうを手にしていると、カルサイトがやってくる。

「コハク、こんなときにどこへ出かけるんだ？」

「オフィリアの大使に呼ばれたんだ。おそらくわたしを介かいして、インカローズ王女を差し出すつもりがあるのか知りたいのだろうな」

「大事な妹に関することなら俺も無視できない。一緒に行く」

「……いや、いい。一人で大丈夫だ」

　あの不ぶ気き味みな男と二人きりで会うことには抵抗があった。だが、また女だと勘かんぐられたときにカルサイトが一緒だと都合が悪いので、心配そうな友の制止を振りきった。

　叙任式のときに授さずかった剣をしっかりと腰に佩はき、馬車で大使館へと出向く。

　奥まった一室に通されてすぐ、アングイスは話を切り出してきた。

「王太子殿下は、皇帝陛下に王女を差し出すつもりがおありか？」

「ラピス様は誠実な方だ。インカローズ王女を不幸にするような真似は絶対になさらない」

「まあ、わたしはそれでもかまわない。──もっと美しい娘を見つけたからな。むしろそちらのほうが皇帝陛下への手て土産みやげにふさわしい」

「美しい娘？」

「貴殿のことだ。ギベオン公爵」

「おかしなことを言うな。男が皇帝の妃きさきになどなれるものか！」

　コハクは鼻で笑い飛ばした。麗しい騎士に凄まれ、アングイスがにたりと笑った。

「──ではここで、きちんと確認しようじゃないか」

　いきなりアングイスはコハクの上着をつかみ上げ、胸ポケットに仕舞っていた短剣の鞘さやを片手で器用に抜き、衣服を切り裂さこうとした。コハクは素早く剣を抜き、流れるような動きで短剣を打ち払い、剣先をアングイスの喉のど元もとに突きつける。

「ずいぶんふざけた真似をしてくれたな」

　アングイスはちっと舌打ちすると、次の瞬間、袖そでに仕込んでいた武器を片手に握った。短剣より幅が広い黒光りする武器を隙すきのない目でかまえてコハクと睨み合う。

「ならば、力で従わせるまでだ」

　威圧する底知れない蛇の目を向けられ、ぞっとしたコハクは、先手を取った。その攻撃を待っていたかのように、アングイスは黒い武器で刃を受け流す。コハクは後ろに下がろうとしたが、長テーブルに背中をぶつけて退路を断たれた。

　はずみで落ちた花瓶の割れる甲かん高だかい音が室内に響き渡ったとき、突然扉が開く。

「コハク、大丈夫か！」

「なっ、カルサイト!?」

　抜き身の剣を構えたカルサイトが部屋に飛び込んでくる。驚きのあまり、親友を振り返った一瞬の隙すきをつかれ、アングイスがコハクに肉にく薄はくした。近づく殺気に慌てて攻撃を受け止めるが、目の前にもう一本の黒い短剣が現れ柄で剣を叩き落とされる。

　首筋に刃を突きつけられ、コハクはぎりりと唇を嚙かんだ。両手に武器を仕込んでいたとは予想外だった。悔くやしがるコハクの姿に、アングイスが勝ち誇ったように笑った。

「さて、せっかく素晴らしい観客を迎えたことだし、最高の山場を見せようじゃないか」

　ひやりとする黒い刃の感触から逃のがれようと、コハクはのけぞりながら長テーブルに身体を横たえた。カルサイトが必死に叫ぶ。

「コハクに手を出すな！」

「邪じや魔まをしたら、殺すぞ！」

　たちまちカルサイトは口をつぐむ。

　アングイスは、もう一本の黒い刃でコハクの衣服の端をすくい上げる。

「や、め……っ！」
















　ざくりと嫌な音をたて、衣服が一気に斜めに切り裂かれた。緩やかに膨ふくらむ素肌があらわになると、アングイスは満足そうに笑う。

「やはり女か。それにしても、これほど美しい女が、なぜ男のふりなどしている？」

　コハクは羞しゆう恥ちと屈辱のあまり震えながら、歯を食いしばって黙り込んでしまう。あられもない姿をカルサイトにまで見られた恥ずかしさに、顔をそむけた。

「まあ、事情はどうでもいい。この二年、あの王太子妃と同じくらい美しい女が欲しくて探し続けていた。あきらめようとしていたのに、まさか同じ顔が手に入るとはな。皇帝陛下に献上する女はお前に決めた」

「そんな勝手な要求に従えるか！　わたしはラピス様に永遠の忠誠を誓った身だ。おそばを離れるつもりはない！」

「女の身で騎士気取りか。なんならお前が女だと思い知らせてやろうか？」

　アングイスが冷えきった目で、衣服の裂け目からコハクの素肌に手を滑すべらせる。

「わたしに触るな！」

　毒蛇が肌を這はうようなおぞましさのあまり、我を忘れてコハクは絶叫した。

「この下げ種す野や郎ろうが！　コハクから離れろ！」

　アングイスが用事は済んだとばかりにコハクを解放すると、カルサイトの攻撃を身軽によける。コハクは震える手で切り裂かれた胸元をかき寄せ、身体を起こした。

「貴様の首を叩き斬きってやる！」

　息巻くカルサイトを、冷静さを取り戻したコハクが止めた。

「カルサイト、こんな男でも友好国の大使だ！　怪け我がを負おわせたらラピス様に迷惑がかかる！　さっさと出よう」

「……くそ！」

　しぶしぶ剣を収めると、カルサイトがコハクの肩を抱き、部屋から連れ出そうとする。

　二人の背中にアングイスが静かに告げた。

「……三日後の朝、港で待っている。それまでに、覚悟を決めろ」

　コハクを支えるように部屋から出たカルサイトは、上着を脱いでコハクに羽は織おらせた。

「大丈夫か？」

「平気だ。それより、お前、わたしの跡をつけてきたのか？」

「当たり前だ！　あんな男のところにコハクが一人で行くのを見過ごせるか！」

　コハクは嫌けん悪おに粟あわ立だつ身体を両手で抱きしめた。官かん邸ていを出て馬車に乗り込むと、小刻みに震えるコハクの胸元から目を逸らしつつ、カルサイトが気まずそうに言った。

「……お前、やっぱり女だったんだな」

「知っていたのか……？」

　コハクは弾かれたように顔を上げた。ためらいながら、カルサイトは口を開く。

「伊だ達てにたくさんの女と付き合ってきたわけじゃないからな」

「……頼むから誰にも言わないでくれ。ラピス様を騙していたと思われたくない……」

「もちろん誰にも話すつもりはないが……」

　カルサイトが動どう揺ようするコハクを真剣に見据えた。

「それよりお前、まさか変なことを考えてないよな？」

「……あんなやつの言いなりになる気はない」




　秘密を知られた衝しよう撃げきは思いのほか大きく、コハクは王宮の一室で眠れない夜を過ごした。

「あの大使が、わたしの秘密を握ったまま見逃すだろうか？」

　アングイスに従うつもりはないが、陰いん湿しつな蛇の目が頭から離れない。

　澄すんだ夜の外気を吸いたくて庭に下りると、暗い茂みの奥から人の声が聞こえてきた。

「もし、インカローズ様がオフィリアの皇帝に差し出されることになったら、わたしは貴女あなたを連れこの国から逃げ出す覚悟をしています」

「本当に？　そなたの気持ちを信じていいのですか……？」

　インカローズと見覚えのある下級貴族の若者だった。視線をからめ合い、熱ねつ烈れつにキスを交わし始める。まさかの現場に遭そう遇ぐうしてコハクが驚きのあまり動けないでいると、ふいに腕を引かれた。跳はねるように振り返ると背後にラピスが立っていた。しっと唇に指を立てられ、そのまま人ひと気けのない場所まで来ると、ラピスが微び笑しようした。

「インカローズには相思相愛の恋人がいるんだよ。相手の身分が低いから陛下は二人の仲を認めていないけど、わたしは応援したいと思っている」

「恋人のことをご存知だったから、ラピス様は王女を守ろうとしていたのですね」

「それもあるが、妹を国の犠牲にしたくないのも本音だよ。ただ、オフィリアに金を返すあてもなく、貴族の大多数はインカローズをオフィリアに差し出すことで意見が一致している。別の策を考えないと……」

　弱りきったラピスの顔を見て、コハクは亡き父から託たくされた鍵かぎのことを思い出した。

　騎士服のポケットを指で探ると小さな鍵の冷たい感触がした。ラピスに危機が迫ったときに役に立つと言われていたので、お守りのように肌身離さず持ち歩いていたのだ。

　父の死後、書しよ斎さいを捜さがしてみたところ、それは執しつ務む机づくえの抽ひき斗だしの鍵だった。中を探ってみたが、難なん解かいな書類や異国の文字で書かれた本などで、どれがどうラピスの役に立つのかわからなくて困っていた。

「……実はラピス様に大切なお話があるんです。この後お時間をいただけますか？」

「すまないが、政務の途中で抜けだしてきたからもう戻らないと。明日の夜時間を空あけておくから、わたしの部屋に来なさい」

「ありがとうございます」

　そのままラピスと別れたが、部屋に戻る気になれず、コハクは近くの柱の根元に座り込んだ。

　アングイスの言いなりになるつもりはなかったが、ラピスの苦悩を知り、気持ちが揺らぎ始めていた。この身を差し出すことでインカローズを守れるのなら、ラピスの役にたてる。しかし、オフィリアに行ってしまえば、もう母にもヒスイにも、カルサイトにも二度と会えない。

　何より永遠の忠誠を捧げているラピスに顔向けできない。

　白しら々じらと夜が明けていく。空を見上げると、どんよりと重く雲がたれこめていた。

　コハクはため息をついて立ち上がり、公爵邸に戻るため厩きゆう舎しやに向かおうとした。だが、待ち構えていたカルサイトが道を遮さえぎるように立っていた。

「コハク、お前に話があって捜していたんだ。付き合ってくれ」

　二人で果樹園の奥までくると、寒さむ々ざむとした空気が頰を打つ。コハクは内側に毛皮が縫い込まれた厚手の上着の襟えりをかき寄せた。白い息が空に溶けていく。こんな寒い朝に外に誘うなんて、よほど人に聞かれたくない話なのだろう。立ち止まるとカルサイトが振り返った。

「昨夜は、眠れたか？」

「……ああ」

「噓つけ、目が真っ赤だぞ。どうせ、眠ってないんだろう？　まあ、あんなことがあったあとじゃ、しかたないか。俺も眠れなかった」

「カルサイト、それよりなんの用事だ？」

「少し聞きたいことがある。お前、なんで男といつわってずっと暮らしてきたんだ？」

　秘密を知られた以上、当然の質問だった。

「それは、その、いろいろ事情があって……」

「事情って？　親友の俺にも話せないことか？」

　カルサイトの顔を見ながら、コハクはきっぱりと答える。

「女を捨てる覚悟でラピス様にお仕えすると決めたからだよ」

「そこまでするってことは、つまりお前は兄上のことが好きなんだよな？」

「まさか。そんな浮ついた感情じゃない。愛や恋を大安売りするお前と一緒にするな」

　馬鹿馬鹿しくなって否定しつつも、平静になれない自分に気がついた。カルサイトはそっと息を吐く。

「それなら、まだ俺にも望みがあるかもしれないな」

「何が言いたい？」

　意味がわからなくてコハクは眉まゆをひそめた。

「お前に伝えたいことがある。俺はようやく自分の気持ちに気がついたんだ」

「自分の気持ち……？」

　つい怪訝な顔になる。そんなコハクを真剣な目で見つめながらカルサイトが口を開いた。

「──コハク、俺はお前が好きだ」

　おかしさのあまり、コハクは吹き出しそうになった。

「カルサイト、頭でも打ったのか……？　笑えない冗談だ」

　しかし、カルサイトは曇くもりのない目でコハクを見据えていた。長年の友から真しん摯しな瞳で恋を告白され、コハクは戸惑った。陽気な遊び人らしくない真面目な態度に言葉をなくす。

「俺は本気だ。ずっと以前から、この気持ちは恋だという予感があった」

「……だが、お前にはたくさん恋人がいるじゃないか」

「あれは、無意識にお前の気を惹くためにやっていたと気がついた。俺はたぶん出会った頃からお前に恋していた。お前が女だとはっきりして、ようやく自分の気持ちに確信がもてた。ずっとお前を忘れられないから、誰か一人に決められなかった。お前が選んでくれるのなら、俺の唯ゆい一いつの女はコハクだけだと誓う」

　コハクはおどけたように肩をすくめた。

「お前は、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなわたしがいいのか？　もの好きだな」

「いいや、俺の目はたしかだ。お前は誰よりも美しい、長年追い求めた俺の理想の女だよ」

　ふいにカルサイトに抱き寄せられた。鍛きたえられた胸の感触は、コハクとあまりに違う。

　驚いて突き離そうとすると、素早く腰に腕が回された。そのまま顎あごをつかまれ、上向かされる。逃げようともがくが、両手ごと強い力で逞たくましい胸に押さえつけられてしまった。

「やめ……！」

　抵抗を封じるように荒っぽく唇が重なった。思いがけない強引さにコハクは瞳を見張り、呆ぼう然ぜんとする。だが次の瞬間、別の面おも影かげが脳裏をよぎった。

　こんなときに自分はなぜ彼のことを考えるのだろうか。どうしようもなく胸が苦しい。

　唇を離したカルサイトが必死な目で問いかけてくる。

「俺が嫌いか？」

　長年励まし合ってきた親友を嫌えるはずもない。はっきり拒こばめなくて戸惑った。心の隙をつくように、またも熱心に唇を求められた。手慣れたカルサイトの巧たくみな動きに男の殻からをはがされる心地がしてたまらなく怖くなる。だが、先に口づけに溺おぼれたのは、遊び慣れているはずのカルサイトのほうだった。

「や、あ……っ！」

　拒絶しようともがくが、何かに取とり憑つかれたような執しつ拗ようさで口づけは続いた。

　震える両手に力をこめて振り払おうとしても、本物の男にかなうはずもなく力の差を思い知らされていく。

　ようやく顔が離れると、慣れないキスにうまく呼吸ができなかったコハクは苦しくてたまらない。息を弾はずませて倒れ込むコハクの肩を抱き、カルサイトが長い髪を指で梳すいた。

　触れ合う隙すき間まから、知らない間に自分の中に降り積もった想いが溢あふれて泣きたくなった。

　──わたしが知っているキスではない。髪に触れてくる優しい手も、唇に重なる感触も、すべてがあの方と違う。

　カルサイトは決死の形相でコハクの身体を揺さぶった。

「コハク、もう無茶な真似はするな。女に戻れ。俺がお前を幸せにしてやるから！」

　答えに困り、コハクは弱りきって視線をさまよわせた。ふと果樹園を見渡せる王宮の回かい廊ろうに人が立っているのに気がついた。建物の陰かげになっていてよく見えないが、視線を向けられている。

　カルサイトに抱き寄せられる自分が他人の目にどんな風に映るか考えるまでもなかった。

　次の瞬間、頭に血が上のぼったコハクは頰をかっと赤く染め、カルサイトを突き飛ばした。

「放せ……！」

　カルサイトから逃げ出して一人で庭を走るコハクの瞳に涙が込み上げてきた。

　羞恥と行き場のない想いが頭の中でせめぎ合う。動揺のあまり、心の整理ができなくて、裏庭の木の根元に崩れ落ちてむせび泣いた。

　このままだと他の誰かにも、女だと悟さとられ秘密が公になる恐れがある。男の力に逆らえない自分の弱さを思い知った今、アングイスの要求を飲むしか道がないのはわかっていた。

　──せめて忠誠の証に、最後くらいあの方のお役にたとう。

　最悪な事態になってラピスに迷惑をかける前に、自分はこの国から消えるべきだと思った。
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　夕方から冷え込みが厳しくなり、日暮れと共に凍えるような寒風が木々を揺らした。

　その夜、コハクは一人で部屋の整理に追われていた。

　明日の朝、アングイスのもとに行く前に、片づけを終えないといけない。

　身近に置かれた品々は、輝かしい日々の思い出で溢れていた。

　手にした寄せ木細ざい工くの置物は、公務に忙しいラピスの息抜きにと、カルサイトと三人で連れ立って行った街の市場で購入した品だった。

　たちまち懐なつかしくなるが、こんなものをオフィリアに持って行けば、決意が鈍にぶるだけだ。

　部屋を片づける手をいったん休め、次はどこから手をつけようかと考えているときだった。

　扉が丁てい寧ねいに叩かれる音がした。外に出ると思いがけない人物が立っていたので驚いた。

「ラピス様、こんな遅くにどうなさったのですか……？」

　この台詞に困った顔をしたのはラピスのほうだった。

「用事があると言ったのは、お前のほうだろうが」

　あっといまさら気がついた。鍵の話をするために約束を交わしたのは自分のほうだった。

「申し訳ありません。うっかり失念していました……」

「お前がわたしとの約束を忘れるなんて珍しいね。何かあったの……？」

　目を伏せていると、しばらく沈黙してから、ラピスが静かに言った。

「わたしもお前に話がある。部屋まで来なさい」

　優しい口調だったが、明らかに命令だった。強引に腕をつかまれ、引きずるように部屋から連れ出される。なぜか、彼がとても怒っている気がして怖くなった。

　ラピスの私室に入ると暖だん炉ろに火が灯ともっていて、薪まきが爆はぜる音が室内に響いている。ようやく腕が解かれたので、ほっとしながら口を開いた。

「あの、ラピス様、実は……」

　父の遺ゆい言ごんを伝えようとコハクは勇気を出して話を切り出した。

　だが、ゆっくりと振り返ったラピスの顔には、いつもの笑顔はなく無表情だった。

「お前、わたしの前から消えるつもりなのかい？」

「……え？」

　とっさに意味がわからなかった。ラピスは明らかにコハクの話を聞いていないからだ。

「さっき部屋の片づけをしていただろう？　まるで夜逃げの準備をしているようだったよ」

「そ、そのようなつもりは……」

　だが主の許しもなく去ろうとしているのだから、夜逃げと大差ない。

「どこに行くつもりだったの？」

　上手く説明できなくて、コハクはうつむいた。うなだれながらおずおずと語りだす。

「……わたしはこれ以上、ラピス様にお仕えすることができなくなりました」

「お前はずっとわたしのそばにいると誓ってくれた。あれは噓だったのかい？」

　コハクはくしゃりと顔を歪めて黙り込んだ。ラピスが感情の消えた冷ややかな顔になる。

「もしかして、カルサイトのところに行くのかい？」

「え？」

「お前たちは想い合っているのだろう？　あいつを選ぶためにわたしから去るのだろう？」

「まさか。なんのご冗談ですか」

「今朝のお前たちを見ていた」

「！　あれは……」

　まさかの場面をラピスに見られていたと知り、コハクは息が止まりそうになった。

「お前、もうあいつと寝たの？」

「な！　そ、そんなことしてません！」

「……それなら都合がよかった」

「……は？」

　あからさまな質問に混乱するコハクに、ラピスは淡たん々たんと告げた。

「……お前が他の誰かを選んでも、それが自分で選んだ道なら、わたしに否定する権利はない。だからこそ一生忠誠を捧げると誓ってくれたお前を信じ、それだけで満足しようと自分に言い聞かせてきた。お前の気持ちを尊重しようと思っていたのに……」

　ラピスの暁の瞳に危険な感情が揺らいだ気がしてコハクは怯おびえた。無意識に後ずさると、窓際に背中をぶつけてしまう。ラピスは不愉快そうにコハクに言った。

「お前が逃げ出そうとするのなら、それでもかまわない。わたしの前からいなくなるのも見逃してやる。──だが消えるのは、わたしのものになってからにしてくれ」

「……え？」

　わけがわからずに呆然としていると、ラピスが大きく前に踏み込んできた。そのまま強引に窓枠に身体を押しつけられ、冷たい感触に背筋がぞくりとする。気がつくと窓の外は雪が降りだしていた。だが、雪景色がコハクの視界に入ることはない。

　突然ラピスに唇を奪われたからだ。ひんやりとした彼の唇がたちまち熱を帯びていく。

　角度を変えて夢中で唇を合わせながら、ラピスの手がためらいもなく動き、コハクの上着の結び目を解いていく。耳元に吐と息いきがかかり、耳じ朶だをねぶるざらりとした感触に背筋が震えた。その時点でようやくコハクは事態を飲み込んだ。衣服が緩みあらわになった首筋に熱い吐息が押し当てられる。必死で頭を振りながら、コハクは叫んだ。

「ま、待って、どうか待ってください！　こんな真似はラピス様らしくありません！」

　すると、顔を上げたラピスが失笑する。

「わたしらしくないって、どういう意味だい？　お前がわたしの何を知っている？」

　コハクは答えられないでいた。何年も一緒に過ごしてきたのに、今のラピスは見知らぬ男の顔をしている。

　ラピスは、暁の瞳を細め陰いん惨さんな顔で冷笑し、あざけるように口元を歪めた。

「ずっと以前に言わなかったかい？　わたしはどこまでも不誠実な男だと」

　もちろん覚えている。あまりに彼に似つかわしくない言葉だったので、忘れることができずにいた。

「……なぜラピス様が不誠実なのです？」

　ラピスの行動に混乱しながら、コハクは聞いた。ずっと知りたかったことである。

「わたしはお前のそばにいて、良き主良き理解者を演じながら、もう何年も前から女のお前を求めていたからだ」

　衝撃的な事実を耳にしてコハクは目を見開いた。

「……知っていらしたのですか、わたしが女だと？　いつからご存知だったのですか？」

「それはもはや、お前が知る必要のない話だ」

　答えをはぐらかすラピスに、コハクは愕がく然ぜんとしながら言った。

「でも、それならなぜわたしを……？　女性には興味がないのでは？」

「噓に決まっている。まさかあんなその場しのぎのたわごとを本気で信じていたとはな」

「どうして、そんな噓を……？」

「これ以上、無む駄だ口ぐちを叩くつもりはない」

　またも首筋に顔をうずめられ、焼けるような痛みが走った。

「ま、待ってください。わたしはラピス様のものになるわけには……！」

　半泣きになってコハクが抵抗すると、ラピスが冷たい視線を向けてくる。暁の瞳の色が不愉快そうになり、憎ぞう悪おするように濃こくなっていく。

「お前の事情などもう知らない。しょせん、わたしも自分が一番可愛い男なんだよ。いいかげん、我慢の限界だ。──お前の良き理解者であるふりは疲れてしまった」

　信じられない出来事の連続に身体が凍りつく。膝ひざから力が抜け、床に崩れ落ちると、柔らかな毛織物の上に組み敷かれた。白い首に散ったまばゆく煌きらめくプラチナブロンドを指で払い、ラピスが白い頰をなでながら皮肉そうに目を細める。

「まさか、お前がこんなに美しい娘に成長するとは思っていなかった。これほど人目を惹く美貌と色香など、必要なかったのに。本当にいまいましい神託の通りだよ」

　わけのわからない言葉を吐くラピスの唇を、コハクはただ呆然と見ていた。

「お前は、自分というものをわかっていないから困るんだよ。従順で無垢な笑顔を見せ続けるお前の姿にわたしがどれだけ苦しんだか、わからないだろう？」

「……わかりません」

「──お前の存在は、わたしには眩まぶしすぎる」

　紙のように白い顔で唇を震わすコハクに、ラピスは一度息を吐くと残念そうに言った。

「こんな形でお前を手に入れるつもりはなかったんだがね。でも、これ以上はもう耐えられない。お前が欲しい。お前のすべてが見てみたい」

「……なぜ、わたしを……？」

　これまで男として生きてきたコハクだが、しょせん女の自分に男の欲望など理解できない。自分がそういう目で見られる存在だなどと考えたこともないので、ラピスの言動が頭に浸しん透とうしなかった。

「──最後に、本当のことを教えてあげるよ」

　投げやりに笑いながら、ラピスはさらに衝撃的なことを告げた。

「わたしはね、お前がずっと嫌いだったんだよ。憎くて疎ましくてしかたなかった」

　その言葉は何よりコハクの心を深く傷つけた。

「……ラピス様は、わたしのことがずっとお嫌い、だったのですか？」

「ああ、そうだよ。お前はね、わたしがこれまで努力して作り上げた自分を粉々に破壊してしまうんだよ。わたしから冷静さを奪い、ただの男にしてしまう。わたしにとってはそれが何よりも屈辱だった。だからお前を憎まずにはいられなかった」

「だからこんな真似をなさるのですか？」

　これまで信頼してきたラピスからの冷たい宣告に、コハクの金の瞳から涙が溢れてくる。頰を熱い涙がとめどなく流れ落ち、悲しみのあまり喉が震え胸が締めつけられる。

「そうだよ。ようやくお前にも理解できたようだね」

　ラピスは言葉を区切ると、暁色の瞳をみるみるうちに血の色に染めていく。

　真っ赤な瞳に滲むのは激しい苛立ちと怒ど気きである。

「──だが何より許せないのは、あんな姿のお前を見てしまったことだ。とても冷静でいられない自分がいる。いずれあいつにお前を汚されるなら、わたしが最初の一人になってやる。──悪いな」

　冷たい目でそれだけ告げると、ラピスは乱暴に唇を重ねてきた。優しさの欠片かけらもない性急さに本能的な恐怖を覚えて全身が凍りつく。

「いやあっ！」

　悲鳴を上げたが、ラピスは聞いていなかった。

　恥ずかしさと混乱のあまり身をよじっても、抑えつけられた身体はびくりともしない。

　こんな彼を知らない。知りたくなかった。

　ラピスは激情に身を任せたまま花弁をむしるような残ざん酷こくさでコハクを翻ほん弄ろうし続ける。彼に忠誠を誓った証の騎士服までが脱がされそうになり、あまりに陰いん惨さんな現実に目め眩まいがした。

　けれど乱暴されていることより、彼に嫌われている現こ実とが悲しくて苦しくてとめどなく涙が込み上げ、頰をつたい落ちていく。

　身体に触れてくる彼の感触が全力でコハクを傷つけようとしているのがわかる。結婚初夜の優しい言葉や甘いキスにときめいた幸せな時間が甦り、我を忘れて泣きじゃくった。

「っ……」

　抵抗する気力もなくなり顔をそむけ、コハクは声を殺して泣いた。

　ふいに身体が自由になったので驚いて瞬まばたきをしながら視線を上げる。涙で揺れる視界の向こうに、つらそうに顔をしかめコハクの上から起き上がるラピスの姿が映った。

「もういい。さっさと出て行け！」

　震える両手で身体を起こし、コハクは結び目の解かれかけた上着の前を握りしめた。立ち上がろうとするが足に力が入らない。

　どこか空くう虚きよなラピスの背中は、弱々しい迷子のようで、なぜか今彼を一人にしたらいけない気がした。

「……帰りません」

「わたしはお前が信じているような誠実な人間じゃないと、もう十分わかったはずだ！」

　コハクは落ちつきを取り戻し、静かな声で言った。

「……それでも、わたしはあなたを嫌いになれません」

　ラピスはいまいましそうにため息をつき、力のない声で語りだした。

「お前は、本当にわたしという人間を理解できていないからそんなきれいごとが言えるんだ。──三年前、王妃を殺したのはわたしだよ」

「え？」

「金遣いの荒い王妃に悩んでいた宰相と手を組み、罠わなに嵌はめた。その結果、母は不ふ遇ぐうの死を遂とげた」

　初めて聞く話に、コハクは瞬きをした。

「……なぜそんな真似をなさったのですか？」

「幼い頃からわたしに大切なものができると必ず母に壊されたからだ。宝物は奪われる前に自分で守るしかなかった」

「……何を守りたかったのですか？」

　コハクの問いかけを無視して、ラピスは続ける。

「昔から、母はわたしではなくカルサイトを王太子にと望んでいた。だが、わたしは別にそれでもよかった。面倒なだけの王太子の座に興味はなかったし、国の行く末もどうでもよかった。母の奢侈で国庫が傾こうが、民が重税に苦しもうが知ったことではなかった」

　思いがけないラピスの本音にコハクは驚いた。

「ラピス様は王太子の座が嫌だったのですか？　国王になりたくないのですか？」

「ああそうだよ。昔から逃げ出すことばかり考えていた。他に何も望まない、自由が欲しい。──これが本当のわたしだよ。誰よりも不誠実で無責任で最低な人間だ。お前に永遠の忠誠を捧げてもらえるような立派な男じゃない。……裏切られても、しかたない」

　コハクはラピスの本音を察して胸が痛んだ。彼は母親を死に追いやってから、ずっと罪悪感に苦しんできた。だから王妃の葬儀のとき、自分のことを「咎人」と言ったのだ。

　彼は誰よりも優しくて激しくて、だけど孤独で繊せん細さいな人だ。

　どうして彼がこんな話を始めたのかもようやくわかる。コハクを失望させて、部屋から追い払おうとしている。途中でコハクを解放したのは、良心が痛んだからだ。

　二年前の結婚初夜もそうだった。コハクが泣いて抵抗したので、途中でやめてくれた。

　本来の彼はこんな真似ができる人間ではないのだ。たちまちコハクは気落ちした。

　──わたしが寄せていた期待や信頼が、王太子の座を望まないラピス様を苦しめてきたんだ。何もわかろうとしないわたしをラピス様が疎み、憎むのも無理からぬ話だ。これ以上ここにいれば、もっと不愉快な思いをさせてしまう。

　あきらめて立ち上がろうとすると、ふいに昔のことを思い出した。

　かつて襲ってきた刺し客かくは、まるでコハクを狙っているようだった。まさに王妃がラピスから大切なものを奪ってやると宣言したすぐあとだった。初めて王妃に会ったとき、彼女はラピスがコハクを大切にしていると知って喜んでいた。そしてたった今、ラピスはたしかに言った。大切なものができると必ず母に壊された、と。

　コハクの中で、数々の符号がようやく一致する。




　──ラピス様が守りたかったのは、わたし……？




　心臓がどくんと音をたてて跳ねた。手に嫌な汗が滲み、喉がひきつれた。王妃の葬儀の日、己の罪深さに怯え、救いを求めるように自分にすがりついた彼の姿が甦る。

　──わたしだ。実の母親を追い払ってまで、ラピス様が守ってくれようとしたのはわたしなんだ。そのために、罪を背負う羽は目めになった！　そうして今も苦しみ続けている。

　熱い涙が頰を流れ落ちていく。彼を想う切ない気持ちが愛しさに変わった。

　胸の奥から湧わき上がる感情に、コハクは泣き笑いの顔になる。

　──ああ、わたしは昔からこの方のことが、ずっと、ずっと……。

　長い髪が肩を滑ってさらりと腰で揺れた。

　十三歳のときから伸ばし続けたプラチナブロンドは、ヒスイと同じくらいにまで伸びている。なぜ、あのとき自分は髪を伸ばし始めたのか。

　それは三年前に女を捨て、ラピスに永遠の忠誠を誓ったからだ。

　しかし、本当に忠義の臣であり続けるのなら、髪を伸ばす必要などない。

　いまさらのようにあのときの自分の気持ちを理解する。

　あのときラピスに抱いだいたのは、忠誠心ではなく恋心だったのだ。

　少しでも女の自分を残しておきたくて、髪を伸ばそうとしていたのだ。

　腰まで伸びた髪とともに、知らないところでコハクの恋心もきちんと育っていた。

　十六年の歳月を経へて、コハクの想いはようやく心の底で言葉となる。

　──わたしはラピス様がずっとずっと好きだった。嫌われているのだから、叶わない恋だとわかっているけど、この気持ちは永遠に揺るがない。だから……。

　迷いは一瞬で吹っ切れた。

　コハクはすっとその場に立ち上がると、叙任式の日、誇らしい気持ちで身につけていた上着を脱ぎ白いシャツだけの姿になる。この二年、大切に身につけていた翡翠のブレスレットもはずして、上着の陰に隠した。

「何をしている？」

「──わたしは女ですから、もう袖を通す資格はありません」

「では、それを置いたらさっさと出て行け！　二度とわたしの目の前に姿を見せるな！」

　手を振って自分を追い払おうとするラピスの激情を真っ向から受け止めながら、一直線に彼のもとへと駆けだした。ためらいなくラピスの首にすがりつき、ぎゅっと抱きしめる。

「──ひと晩だけでいいからおそばに置いてください」

　勢いに押され、もつれ合うように床に倒れ込んだラピスは、コハクのまさかの行動に啞然としている。やがてひゅっと息をのむと、乱暴にコハクの身体を引き離した。

「馬鹿なことを！　たった今わたしがお前に何をしようとしたか、わかっていないのか？」

「わたしも子供ではありませんからわかっています。──今宵こよいを最後にわたしはラピス様の前から消えますから、ご安心ください」

「……最後……？」

　今夜のいつわりの逢おう瀬せを境に、二人の関係に終しゆう止し符ふを打たれるのはわかりきっているのに、なぜかラピスは瞼をかすかに震わせて呆然としている。

「あなたに汚されたら、わたしは一生あなたを憎みながら生きていける」

　噓だった。彼との一夜を手にしたら、この想いはより深くなるだけだ。

　コハクは哀しく微笑し、ラピスの首に腕をからめ、唇を合わせた。蕩とろけるような口づけをしながら体重をかけると、糸の切れた人形のようにラピスの身体はあっけなく毛織物の上に倒れた。恥ずかしさに瞳をうるませながら、ふんわりと甘く唇を重ねる。ラピスは目を閉じ、あきらめのため息をついた。次の瞬間、血色に染まった瞳でコハクを引き倒した。

　迷いを振りきるような荒々しさで毛織物の上に組み伏せられる。

「だったらお前の望み通りにしてやる。そしてわたしを憎みながら消えてくれ」

　それはまさに穢けがすという表現がふさわしいほどの激情だった。

　繊細な指が白いシャツの胸元を乱暴に開こうとするのに気がつき、女の自分をさらすことがたまらなく怖くて、つい振り払ってしまった。

「やっ……！」

「──いまさらお前を逃すほど、わたしはお人好しじゃない！」

　美しい獣けもののような血色の瞳できつく睨まれ、強い力で両手を床にねじ伏せられてしまう。

　嫌という意味ではなかったが、うまく説明できなくて、黙ったまま身体から力を抜いた。

　苛立ちながら自らの襟を緩めるラピスの思いがけない肩の逞しさに頰が火ほ照てる。

　そうして好きな人と結ばれるのが今こ宵よい限りという寂しさが込み上げて、知らない間にまた泣けてきた。

　コハクの涙に気がついたラピスは、湧きあがる衝動をこらえるように歯を食いしばった。

　感情の高ぶりが消えていく。やがて途方に暮れた様子で、すがるようにコハクを強く抱きしめ、耳元で小さく囁いた。

　──ごめん。

　そのまま、息つく暇もなく唇をふさがれた。熱をはらんだ唇がじっくりと重なり長く深く求められ、魂たましいの底が揺さぶられる触れ合いに、喜びと切なさが入り混じった涙が流れた。

　そっと白いシャツの胸元が押し開かれ、今度は迷いのない手つきで素肌が探られていく。

　真冬の空気に冷えた青みがかった巻き毛と情欲をおびた熱い唇が肌を流れるたび、コハクの口から熱い吐息と切ない声が交互に溶けて暖炉の灯る部屋にか細く洩もれていく。

　彼に触れられるとどんどん体温が高まり、耳の奥で鼓こ動どうが鳴り響いた。血液の奔ほん流りゆうに刺激され指先から急速に女の自分が目覚め、波のように全身に広がっていく。

　今夜のことをひと欠片も忘れたくなくて目を閉じようとした。ふと窓の外が視界に入ると真っ白な雪が窓枠に薄く積もっている。

　──きれい。

　白く淡い雪が闇やみから生まれては消えていくのを眺ながめながらそっと瞼を下ろした。

　最悪な形で結ばれる結果となっても、自分はきっと幸せだと思えた。
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　彼を嫌いになる儀式は夜明け前まで続いた。

　すべてが終わったあと、裸の身体を背中から抱きしめる腕は、そこに愛があると錯さつ覚かくしそうなほど優しかった。

　東の空が白しらみ始める頃、身み支じ度たくを整えるために起き上がると、いきなり腕を引かれた。毛織物の上に押し倒されて激しく口づけられたので、これが最後だとわかり切なくなった。

　永遠とも思える間、唇を重ねる。

「これで気はすんだか？」

「──長い間、お世話になりました」

「では、さっさと行け！」

　彼を孤独に追いやった自分に気持ちを伝える資格などない。

　噓つきの自分にはふさわしい最後だと思いながら、服を着て静かに部屋から去った。

　これでよかったのだと、廊下を歩いて明けゆく空を眺めながら微笑した。

　ラピスに嫌われたことで、オフィリアに行く迷いが消えた。せめて最後にラピスの役に立つことが、自分にできる唯一の贖しよく罪ざいだ。

　ギベオン公爵家の私室に戻るため廊下を進んでいると、部屋の前でカルサイトが待っていた。

「コハク！　今までどこに行っていたんだ！　心配したんだぞ」

　コハクは気恥ずかしくなり、視線を逸らしつつも少し哀かなしそうに、でも艶つやっぽく笑った。

「ちょっとな。待たせてすまなかった。何の用事だ？」

「な、何って、あんなことがあった後だし、お前が妙なことを考えていないか心配で……」

「……すまない、カルサイト。わたしには好きな方がいる。お前の気持ちに答えることはできない。だが気持ちは嬉しかったよ、ありがとう」

　女性的で柔にゆう和わな笑顔を浮かべるコハクに、カルサイトが何かを察する。

「お前、今まで誰と一緒にいたんだ？」

「わたしの誰よりも大切な方だ」

　ためらいもなくきっぱりと言った。カルサイトが視線をさまよわせながら聞いてくる。

「それは、つまり、その、ひと晩、兄上と一緒だったということか……？」

「お前の好きに受け取ってくれてかまわない」

　長年の友はその返答が肯こう定ていだとすぐに飲み込んだ。

「……そうか、まあ兄上にかなうわけがないのは、最初からわかっていたけどな」

「カルサイト、お前はいつまでもラピス様のおそばであの方を支えてあげてくれ。わたしも、これからもずっとあの方のためにあり続けるよ」

「なあコハク、俺たち、これからも親友だよな？」

「ああ、もちろんだ」
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　早朝、ギベオン公こう爵しやく家けから面会人がやってきて、ヒスイを驚かせた。

「母上！」

　ギベオン公爵夫人クリスが、途方に暮れた顔で息子むすこを見つめていた。

　そのあまりに余裕のない姿に、ヒスイは人ひと払ばらいをして二人きりになる。

「母上、いったいどうなさったのですか？」

　母が王宮に訪ねて来るなど初めてだったので戸と惑まどっていると、クリスが叫んだ。

「コハクが、コハクが、行方ゆくえをくらましてしまったのです！」

　告げられた突然の事実にヒスイは言葉を失った。

「部屋に書き置きがあったのです。自分はこの家を捨てるから、探さないで欲しいと」

　そこでクリスがコハクの手紙をヒスイに手渡す。

　見慣れた文字が並んでいたので、目を通し終えたヒスイの手が震えた。

「最近コハクに変わった様子はありませんでしたか？」

「さあ、わたしにはわかりません。ただ、夜明け前に邸やしきに戻ると、休む間もなく出て行ったと使用人たちが言っていました」

「夜明け前？」

　いったいコハクに何があったのだろうか。

「ヒスイ、わたしは母親なのにあの子のことを何もわかってあげられなくて……あの子が娘の身で公爵家を継ぐ羽は目めになったのはわたしの責任です！　生き真ま面じ目めなあの子が将来苦労する姿など考えもせずに、本当に愚おろかな真ま似ねをしました。きっと罰ばつが下ったのだわ」

　息子にすがりついて泣き叫ぶ母をなだめながら、ヒスイは言った。

「とにかく、王太子殿下に相談してみます。殿下なら、コハクを捜さがしてくださるでしょう」

「ヒスイ、本当にありがとう。頼みましたよ！」
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　ヒスイはラピスの私室にたどりつき扉を叩たたくが、人の気配はするのに応答がない。

「王太子殿下、わたしです」

　するとどこか気の抜けた声が遅まきながら返ってきた。

「……ヒスイ？　入っていいよ」

　ほっと胸をなでおろしながら室内に入ると、ラピスはぼんやりとした表情で椅い子すに座って、庭に積もった雪を眺ながめていた。ヒスイが近づくとラピスは無表情で振り返った。

「実は、殿下にご相談が……」

　すると、ラピスは彼に似合わない皮肉そうな表情でこう言った。

「コハクのことだろう？」

「殿下は、兄のことを何かご存知なのですか？」

　ラピスは静かに席から立ち上がると、後ろ手に腕を組んで窓まど際ぎわまで歩く。

「コハクは家を出たのか？」

「コハクの身に何が起きたのか知っているんですか？」

「──正直言うと、今、コハクにそっくりなヒスイの顔を見るのはつらいんだよ。まるで、あの子に責められているようでね。悪いが、出て行ってくれないか？」

　だが、そう言われて引き下がるわけにはいかない。

「従えません」

「大人しいヒスイがわたしに逆らうなんて、珍しいね。そんなにコハクが大事かい？」

「当たり前です！　わたしの大切な、たった一人の姉なんですから！」

　勢いで叫んだ後、はっと口を押さえたが、ラピスはヒスイの失言について何も訊きかなかった。

　ラピスは暁あかつき色いろの瞳ひとみを静かに揺らして振り返ると、穏やかにヒスイを見つめる。

「まあ、しかたないか。別々に育っても双ふた子ごだから普通の兄妹より縁えんが強いのだろうね」

　やがてラピスは空くう虚きよな顔になり、ぽつりと呟いた。

「──わたしはね、コハクが好きだったんだ」

「そんなこと、前から知っていました」

「気づいていたのかい？」

「無駄に二年もおそばにいるわけではありませんから」

　ラピスは驚きに瞳を見開くと苦笑した。

「コハクとはもっと長く一緒にいたのに、まったく気がついていなかったよ。本当に鈍にぶいね」

「そういうのは純じゆん粋すいと言うんです」

「そうとも言うね。まあ、わたしもあの子の無む垢くさに惹ひかれながら、ひどく憎にくんでもいたけどね」

「憎い？」

「自分に欠けたものへの憧あこがれ、とでも言うのかな？　自由で真っ直ぐで、すべてに恵まれたあの子が眩まぶしくて、妬ねたましくて、でも憧れていて……、だからどうしても欲しくてね」

　そこでヒスイは床に脱ぎ捨てられた上着を見て驚いた。まるで男の殻を脱ぎ捨てたように寒々しい小柄なそれは、コハクの騎士服に間違いなかった。

「殿下はもしかして、昨夜、コハクに会われたのですか？」

「ああ、会ったよ。──わたしの部屋で、夜明け前までずっと一緒にいた」

「は！　なっ、なぜですか？」

　年頃の男女がひと晩一緒にいたのだから、その意味は聞くまでもなかった。つまり、もうコハクが女だと知られている。いや、その落ちつき払った態度からすると、もっと以前から知っていたのではないだろうか。いずれにしてもそれならラピスの想いはコハクに通じたはずだ。

「それで、どうしてコハクが殿下の前から姿を消すのですか？」

「ヒスイはコハクよりは勘かんがよさそうだから、もうわかっているんじゃないの？」

　白しらけたような目を向けられ、ヒスイは息をのんだ。

「まさか、殿下はコハクを……」

「──そうだよ。無理強じいしたんだよ。あの子は何も知らない無む垢くな身体だったよ。でも、汚すのがわたしの目的だったから別によかったんだけどね。コハクはわたしの腕の中でずっと泣いていたよ」

「け、汚すのが目的って……！　コハクのことがお好きだったのではないのですか？」

「好きだったよ。いや、今でも好きだよ。誰よりもね……。だから、誰かに汚される前に、わたしが最初の一人になって汚したかった。──それがコハクを抱いた理由だよ」

「な！　なんて恥知らずな真ま似ねを！　そんな方だとは思いませんでした！」

「──ヒスイの言葉通りだよ。わたしは救いようのない、恥じ知らずで最低な人間だよ。でもそれが本来のわたしだ。どう責められても文句は言えない」

　ヒスイは怒りに拳こぶしを震わせる。

「だからって、なぜいきなりそんな真似をなさったのですか！　コハクが殿下を慕したって、どれだけ忠義を尽くしてきたのか、一番ご存知なのは殿下でしょう！」

「わたしはあの子に、忠誠心など望んだことは一度もない！」

　その叫びは、隠していた本心をさらけ出すような、悲痛なものだった。

「……でも、殿下はずっとコハクを大切にしていたのに、なぜです……？」

「コハクが悪い。わたしへの永遠の忠誠の誓いを裏切って、カルサイトを選んだ」

「コハクがカルサイト王子を？　噓うそです！」

「本当だよ。あの二人は想い合っていた。──話はこれで終わりだ。さっさと出て行け！」

　疎うとましそうに命じられ、ヒスイの頭に血が上る。

「あなたは卑ひ劣れつな方だ！」

「その通りだよ。だからなんだい？」

　気がつくと、ヒスイはかっとなってラピスに迫り、胸倉をつかんでいた。

「っ！」

　絞め上げられて、ラピスは苦しそうにうめく。

　まるで、責められるのを待っていたかのようにラピスは抵抗しなかった。やがて、我を取り戻したヒスイが手を離すと、ラピスは壁に寄りかかり、呼吸を乱して首元を押さえた。

「──ヒスイは男のように力持ちだね。意外だったよ」

「わたしは正しよう真しん正しよう銘めいの男ですから、当然です」

　ヒスイが怒りに両手を震わせながらきっぱりと言った。ラピスは目を丸くして息を吐く。

「──そうだな」

　たったそれだけ呟つぶやいて黙り込んだので、ヒスイはあっけにとられた。

「まさか、わたしの秘密もご存知だったのですか？」

「いや、確信があったわけじゃないけど、興味がなかったから追及しなかっただけだよ」

「なぜです？　どうして知っておられたのですか……？」

「昔、ちょっとした事件があってコハクが女だと気がついた。あとは簡単な話だ。ギベオン公爵家に生まれたのが男女の双子で、コハクが女なら、ヒスイは男ということになる」

「あ……」

　二年にわたる秘密をあっさり見抜かれていたと知り、ヒスイは啞あ然ぜんとした。

「──もう王太子をやる意味もないし、弟にすべてを譲ゆずるつもりだ。わたしの可愛い聖なる花はな嫁よめもね。そのほうがあの世で母上も喜ばれるだろう」

「ゆ、譲るって、わたしは物ではありません！　勝手に決めないでください！」

「男なんだから譲るのはヒスイじゃないよ」

「どういう意味ですか？」

「二年前に神しん託たくを受けたとき、大おお巫み女こから知らされた。聖なる花嫁はギベオン公爵家の娘だと。だがヒスイが男なら、本当の花嫁はコハクということになる」

「な……っ！　だったらなぜそれを早く教えてくださらなかったのですか？　そうすれば、わたしだっていつわりの生活などする必要はなかったではありませんか！」

「わたしが受けた神託には続きがあるんだよ。……花嫁が自みずからの意志で未来の王を選ぶから、わたしがこの国を継ぐかはわからないと言われた。だから打ち明けられなかった」

「では、わたしに二年だけ王宮にとどまれとおっしゃったのは……」

「神託を受けてから、二年だけ、真ま面じ目めに王太子を務つとめる覚悟を決めていた。あの子が恋を覚える年齢になってわたしを選ぶのを待とうと思っていたんだ。だが、選ばれたのはカルサイトだった。つまりあいつが次の国王だ。──もう約束の二年が過ぎる頃だし、ヒスイは好きにしてかまわないよ。会計士になりたいのなら紹介状を手配するし、男に戻ってギベオン公爵家を継ぐという道もある。わたしが王太子でいるうちに、早く決めてくれ」

　ヒスイは冷静さを取り戻すと、疑問を口にした。

「……コハクは、その神託を知っているのですか？」

「いや、知らない。教えたのはヒスイが初めてだ」

「……コハクの意志がどうであれ、貴族たちに将来を期待され、民が次の王にと望むのは間違いなく殿下です。それなのに本気で王太子を辞めるつもりですか？」

「ヒスイ、わたしはね、別に国王の座を望んでいるわけじゃないんだよ。ただ、この道以外に生き方を知らないし、他に存在意義がないから王太子でいただけだ。──この国の将来は誰が国王になってもさほど変わらないだろう」

「なっ！」

　冷たい声で言い放たれたとんでもない本音に、ヒスイは絶句した。

　黙り込んで睨にらみ合う二人のもとへ、思わぬ人物が慌てて駆け込んでくる。

「兄上、コハクを見ませんでしたか？」

「──カルサイト、お前と一緒にいるんじゃないのかい？」

　意外そうな兄の返答を聞き、カルサイトの顔が青くなる。

「いいえ、知りません。……たぶん、コハクは港に向かったのでしょう。あいつオフィリアに行くつもりです」

　ラピスが不可解そうに暁の瞳を細めた。

「オフィリアへ？　なぜそんな」

「──実はコハクは、とある秘密を抱かかえていて、それを例の大使に知られて取引を迫られていたんです。その期限が今朝なんです」

　すぐに事情を飲み込んだラピスは愕がく然ぜんとした。

「まさか、あの大使はコハクを皇帝に差し出すつもりなのか？」

「……やはり兄上は、コハクが女だとご存知だったのですね？　昨夜、コハクと一緒にいたのは兄上ですよね？」

「──ああ、そうだ。なぜ、お前はそのことを知っているんだ？」

「コハクに聞いたんです。あいつ、なんだか様子がおかしかったから、気になっていて。でも、兄上のことが好きなら、馬ば鹿かな真似はしないと思ったのに……」

「だが、コハクはお前を選んだのだろう？」

「……なんですかそれ、嫌味ですか。俺なら、もうとっくにふられましたよ。好きな相手がいるから気持ちに答えられないと。それに、コハクは言っていました。最後まで兄上のためにあり続けると……」

「まさかあの子はわたしのために自分を犠ぎ牲せいにしようとしているのか？　なぜ？」

「コハクの気持ちなんて説明するまでもないと思いますが、俺の口から聞きたいですか？」

　暁の瞳にみるみる意思が戻っていく。怒ど気きを滲にじませてラピスが立ち上がり、走りだそうとすると、その動きを新たな訪問者が止めた。

「王太子殿下、こちらでしたか。朝ちよう議ぎが始まりますから、お急ぎください！」

　宰さい相しようジャスバーが慌てた声で駆け込んできた。しかしラピスは制止を振りきろうとする。

「殿下、どちらへ行かれるおつもりですか！」

「急用だ」

「馬鹿なことを！　今日の朝議がどれほど大切か、殿下はご存知のはずです！」

「すまない。あとは任せた」

　王太子の責務を投げ出すような発言に、ジャスバーがひるんだ隙すきを縫ぬい、ラピスは駆けだしていた。兄の背をカルサイトが追い、ヒスイも続く。

「殿下、御おん身みがどうなっても知りませんぞ！」

　ジャスバーの苛いら立だった叫び声に誰一人振り返る者はいなかった。

　廊下をひた走るラピスは、そこで急に速度を落とし、冷静な目を背後のヒスイに向けた。

「ヒスイに重要な頼みがある」

「それは、コハクを取り戻すのに必要なことですか？」

「ああ」

「殿下、今すぐご命令を」

　一いち分ぶの迷いもなく、ヒスイは答えていた。
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「やはりな。来ると思っていた」

　冷たい潮風がコハクのプラチナブロンドをさらっていく。帆船の上では海鳥が鳴いていた。早朝、波止場に現れたコハクの姿を見て、アングイスは満足そうに笑ってみせる。

「インカローズ王女の代わりにわたしがオフィリアに行く。これで返済は不要だろう？」

「もちろんだ。邪じや魔まが入る前に出港するから、さっさと着替えを済ませろ」

　桟さん橋ばしを通って船内に案内されると、簡素な旅行用のドレスを手渡された。

　コハクは羽は織おった外がい套とうを脱ぎながらぼんやりと昨夜のことを考えていた。

　まだ全身に彼の感触が残っている。重なり合った肌のぬくもりも、自分を抱きしめる腕の強さも覚えていた。いつか彼のものになった痕こん跡せきが消えてしまうと思うと無性に泣きたくなった。

　着替えを済ませ、アングイスのいる船室に入ると、蛇の目がたちまち険しくなる。

「……お前、どういうつもりだ!?」

「何がだ？」

　わけのわからない顔をするコハクから、アングイスが奪い去るように外套を取り上げる。

「皇帝の後こう宮きゆうに入れるのは生き娘むすめだけだ。あの方は手て垢あかのついた娘がお嫌いなのだ。それなのに、いつの間に男に抱かれた？」

　なぜ、そんなことがわかるのだろうかと不思議に思い、自らの胸元に視線をやってあっと息をのむ。肌にいくつもの鬱うつ血けつが浮かんでいた。

「誰に抱かれた？」

「……言えない」

「皇帝にはディセルナティアの美しい娘を献けん上じようするとすでに知らせを送ってある。皇帝が満足できる女を差し出せたら、わたしは過去の罪を赦しや免めんしてもらえる約束だったのに！」

　赦免の言葉にコハクは眉まゆをひそめた。

「……もしかして我が国を騙だましうちするような真ま似ねをして王女を手に入れようとしたのは、祖そ国こくで犯おかした罪を贖あがなう必要があったからか？」

「そんなことをお前に教える義理はない！　くそ、ひとまず出発は後回しだ！　場合によっては始末してくれるわ」

　喉元に短剣の刃先を突きつけられ、コハクはごくりと唾つばを飲んだ。

　警護の兵士に囲まれ、船室に監かん禁きんされることになった。海がうねるたび、船底が大きく揺れる。船が木の葉のように波に翻ほん弄ろうされる様は、これからの己の運命を暗示しているようだった。

　一人になってもの思いに耽ふけっていると、翡ひ翠すいのブレスレットが手首でしゃらりと揺れる。

　ずっと身につけていてほしいと言われたので、どうしても手放せなくて、未練がましく持ってきてしまったのだ。だが深緑に輝く翡翠の表面にヒビが入っていて驚いた。

　翡翠とはそんなに簡単に割れるものだろうか。指先で表面に触れると、卵の殻からが割れるように深緑の宝石がはがれ落ちていく。愕然としたが、次に現れた思いがけない輝きに瞳を見張った。

「……うそ……」

　剝がれ落ちた深緑のすぐ下から、淡あわいあめ色に光る宝石が姿を見せた。

　──琥こ珀はく。

　その瞬間、すべてを悟さとった。

「もう、結婚式のときにはラピス様は、わたしが女だとご存知だったのだな……」

　ラピスが秘密を知ったのは、誘ゆう拐かい騒動のとき以外に考えられない。

　コハクが女だと知ったからこそ余計に、ラピスはコハクの身を案じ、王妃の魔ま手しゆから守ろうとしてくれたのだ。いつもは温和な彼が実の母を追い落とすような過激な行動に出るまでに駆り立てられた事情がようやく見えてくる。

　結婚式の夜、彼が見ていたのはヒスイではなくコハク自身だったのだ。

　ときめく言葉も優しいキスも噓ではなく、彼の本心だったのだとようやく気がついた。

　ふいにあの夜、彼が言っていた言葉を思い出す。




『──いつかこの石にこめられた想いをわたしに返してほしい』




　あのときは、ヒスイへの贈り物だと思っていたので、宝石の翡翠にこめられた意味から考えて、ヒスイと二人で平和な家庭を築いていきたいのだと信じていた。

　だが、琥珀なら全然違う。琥珀には『幸運を贈る』の他に、『積年の愛が花咲く』という意味があると母から聞いていた。その意味を自分に返してほしいということは、あの夜の言葉の真意は。




　──いつかわたしを愛してほしい。




　コハクは両手で口を覆おおうと、歯を食いしばって涙をこらえた。自分に泣く資格などない。

　昨夜、最悪な形で彼の想いを踏みにじったばかりなのだから。

「……ごめんなさい、ラピス様。ずっと傷つけてしまってごめんなさい……！」

　自分を愛してほしいと願う彼に、身勝手な尊敬や忠誠心を押しつけて孤独に追いやった。

　こんな風だから彼に疎まれ、憎まれたのだ。ラピスがコハクに望んでいたのは、単純な感情だった。そんなもの、願われるまでもなくずっと抱いだき続けてきた。もっと早く気がついていれば、応こたえることができたのに。昨夜、いくらでも伝えることができたのに。

　どれだけ悔くやんでも、もう遅かった。

　コハクを我に返らせたのは、オフィリアの兵士が慌てて船内を駆ける音だった。

「アングイス様、桟橋に王太子たちが押しかけています」

　コハクは驚いて息を殺して耳を澄すます。狭い船内に聞き慣れた声が響いてきた。

「オフィリアの大使、早く出て来い！」

「カルサイト……？」

　急いで窓際に走り寄り外を眺めると、荒波が打ち寄せる波止場に鬼気迫るカルサイトを見つけてはっとなる。だが、何よりコハクを驚かせたのは、これまで見たことのない冷ややかな顔をして立つラピスの姿だった。

「俺たちが来た理由はわかっているはず。姿を見せないなら兵士を連れて強行突破する！」

　桟橋にアングイスが余裕の表情でゆっくりと姿を現した。

「カルサイト王子はよほどあの娘が大切なのですね。もしや小娘の相手は王子か？」

「貴様には関係のない話だ！」

　感情のままに叫ぶカルサイトを手で制し、ラピスが剣けん吞のんな目でアングイスを見据えた。

「わたしの妻を、小娘扱いするとは無礼な」

「妻？　何をわけのわからないことを！　王太子殿下は頭がおかしくなったのか？」

「ギベオン公爵家の娘が、わたしの聖なる花嫁であることは周知の事実だ。貴き殿でんも我が国に派は遣けんされた大使なら、この国における聖なる花嫁の重要性を十分承知しているはず。連れ去られた妻を取り戻すために兵士を差し向けるのは当然の措そ置ちだ。理解できる頭があるなら今すぐ妻を返せ」

「ご冗談を！　あの娘は殿下の側近でこの国の騎士ではありませんか。あの娘が王太子妃なら本物のギベオン公爵はどこにいる？」

「──コハク、来なさい」

　ラピスが芝居じみた仕草で手を上げると、船の陰かげに隠れるように立っていた青年が姿を見せた。ヒスイは男装姿で慇いん懃ぎんに頭を下げると、侮ぶ蔑べつする視線でアングイスを睨む。

　芝居の理由はすぐにわかった。

「……なるほど。娘を取り戻すため、わたしを王太子妃誘拐犯に仕立てるのが狙ねらいか」

　余裕と闘とう争そう心しんを削がれて悔くやしがるアングイスに、畳たたみかけるようにラピスは言った。

「万一、王太子妃を抹まつ殺さつして監禁の事実を隠いん蔽ぺいするなら、事を公おおやけにして、ただちに兵士を向かわせる。そうなれば困るのは大使のほうでは？」

「何が言いたい、ディセルナティアの王太子」

「かつて横領罪で皇帝の不ふ興きようを買い、国を追い払われたオフィリアの王弟がいたと聞く。彼は蛇へびのような陰いん湿しつさで金に執しゆう着ちやくすることで知られていた。──『アングイス』は、オフィリアの古語で『蛇』という意味だからすぐに偽ぎ名めいだとわかりましたよ。おかげで大使の素す性じようは掌しよう握あくずみだ。皮肉のつもりでしょうが、偽名を名乗るなら、もっと気の利きいた名前をつけることをおすすめします、サザール蛇皇おう子じ」

　アングイスの蛇の目が激しく揺らいだ。

「……わたしの正体に気づいていたのか？」

「皇帝に睨まれた蛇皇子が他国で問題を起こしたら、はたしてオフィリアは救いの手を差し伸べてくれるでしょうか？　オフィリアの皇帝は女好きの愚ぐ鈍どんな男というのが一般的な評価だ。弟思いの仁義に厚い人物なら助けてくれるかもしれないが、どうなるか試してみたいか？」

「そこまで調べ上げておきながら今まで素知らぬ顔をしていたとは、お優しい見た目とは程遠い性格のようだ。だが、わたしにも大使としての立場がある。そうですね、貸したお金を返していただくまで三日だけ待ちましょう。条件をのむなら、娘の命は保証します。きちんと筋は通してくれますよね？」

「わかった。必ず金は返そう。──ただし、わたしの花嫁に傷ひとつでもつけたら生きて国に帰れると思うな！」

　互いに腹の底を探り合う会話に決着がつき、ラピスは微び笑しようするが、目は笑っていない。

　ラピスの見せた苛か烈れつさに、コハクは息をのんだ。

　温和な仮面を脱ぎ棄すてた凄せい絶ぜつな素顔から、彼がどれほどコハクの身を案じているかが痛いほど伝わってくる。嫌いだと言われて鵜う吞のみにしていたが、違うと確信した。

　立ち去りかけたラピスの視線が船体を這い、窓際に立つコハクと目が合った。

　ラピスは驚きに瞳を震わせると覚悟の目を向け、口だけ動かしてこう告げる。




『──必ず迎えに来るから、待っていろ』




　コハクは小さく頷うなずくと、己おのれの無力さをかみしめながら、力なく床に崩れ落ちた。

　──わたしは本当に愚かだ。国を守るために自分を犠牲にする覚悟を決めながら、逆に迷惑をかけてしまっている。騎士にまでなったのに、ラピス様に守られていた子供の頃となんら変わっていない。最低の役立たずだ！

　床にへたり込んだまま打ちひしがれていると、突然乱暴に船室の扉が開き、アングイスがやってきた。コハクがうつろに顔を上げると、不快そうにこめかみをひきつらせた。

「まったく、とんでもない化け物付きの娘に目をつけてしまったものだ。今すぐ放り出したいくらいだが、金が戻るまで帰すわけにもいかないからな、大人しくしていろ！」

　殺気立つアングイスが去ると、コハクは瞳に新たな光を灯した。

　──今はラピス様を信じよう。もう一度お会いして気持ちを伝えるために、必ず生き伸びるんだ。
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　馬車の車輪がガタガタと砂じや利りを蹴けるたび、昨夜の悪あく夢むが繰り返される。

　穢けがれのない金の瞳に悲哀の涙を浮かべるコハクを見たとき、自分は迷った。それでもあの子を手にする最後の機会を逃したくなくて、「ごめん」のひと言を言い訳にして愛いとしい娘を抱いた。

　あげく嫌いだなんて最悪な噓をつき、最低な手段で傷つけたのに、そんな醜みにくささえ許し、愚かな主あるじのために我が身を犠牲にする道を選んだ得がたい最愛の娘。

　昨夜、どんな思いでコハクが自分と一夜を過ごしたのか、考えるだけで気が狂いそうになる。

　早くコハクに逢あって、自分の気持ちを伝えたいのに、その時間さえ許されない──。

　王宮へ疾しつ走そうする馬車の中で、ヒスイとカルサイトは複雑な表情で顔を寄せ合っていた。

　疲れたように目を閉じ、座席に座り込むラピスの耳に、二人の囁ささやきが届く。

「俺、兄上を一生敵に回さないと今日から誓います。王太子妃様も見守っていてください」

「……わたしも、今後は殿下の命令には極力従うことにします」

「それにしてもコハクが女なら、王太子妃様が男ということになると頭では理解したつもりでしたが、そのお姿を見ると立派な男ですね。まさかコハクこそ兄上の本物の聖なる花嫁だったとはな」

　たしかにラピスの命令で、ヒスイは王宮を出る前に彼の古着を渡され男装に着替えていたが、いきなりその結論に達するとは思わなかったので驚く。

「さすが、鋭くていらっしゃる」

「実はずっと不思議だったんです。兄上と王太子妃様は男女の関係に見えなくて……」

「だから殿下がコハクを好きだと知っても当たり前のように受け止めていたのですね。ですが、カルサイト王子もその……コハクがお好きだったのでしょう？」

「……二人がひと晩一緒にいたと聞かされて、あきらめはつきました。コハクが女だとはっきりした時点で、兄上を慕したっている理由が恋愛感情なのは考えるまでもありませんでしたしね。それに、女の身で兄上のために騎士にまでなった想いにはかないませんよ。コハクだけを一いち途ずに好きだった兄上の真しん摯しな気持ちにもね」

「──わたしはお前が思っているような人間ではないよ」

　それまでじっと瞼まぶたを閉じていたラピスがゆっくりと目を開いた。弟を見るその瞳に、先ほどアングイスを打ちのめした勢いはない。

「わたしはどこまでも卑怯だ。お前にだってコハクを手にする権利があったことを教えなかったのだから……」

「どういう意味ですか？」

　はっと何かを悟るヒスイに苦笑しながら、ラピスは言葉を続けた。

「神託を受けたとき、大巫女にわたし以外の誰かが王位を継ぐ可能性を示し唆さされた。当然、王位継承権を持つお前と対等に競うために神託の内容を教えるべきだとわかっていたが、コハクを奪われることが怖くて言えなかった。それに、わたしは昨夜コハクを……」

　許しを請こうように罪を告白しようとする兄をカルサイトがさえぎる。

「兄上は鈍いです。コハクが兄上に忠誠を誓ったのはいつですか？」

「……三年前に王妃様が亡くなられたときだ」

「つまり神託を受ける前ですよね。それなら、もうその時点で俺に勝ち目はありませんでしたよ。だってコハクの忠誠の誓いは、永遠の愛を告白していたようなものじゃありませんか。兄上のためにコハクは女を捨てたと言っていましたが、それって、もうその日から兄上しか見ていなかったってことですよ。逆にそんな神託聞かされなくてよかったです。馬鹿馬鹿しい思いをする羽目になったのは、目に見えていましたから」

　驚きに瞳を震わせながら耳を赤くするラピスに、ヒスイは微笑しつつも嘆たん息そくした。

「……それより殿下、借りたお金を返すあてはあるのですか？」

　ヒスイの質問に、ラピスがため息をついた。

「今、それを考えている最中だよ。実は、今日の朝議で重大な発表をするはずだった。その根回しも終えていたのにすっぽかしてしまった。今頃貴族たちは、わたしの無責任さを詰なじっているだろう。王太子としての信頼を失ったわたしの状況は悪くなる一方だ。──わかっているのにコハクに関することだけは冷静になれないから、困ったものだね」

「……でもそれは兄上の責任ではありませんよ。コハクが兄上のために独断で決めたことだし、俺だって事情を知っていたのに止められなかったんですから同罪です」

「いや、間違いなくコハクを追いつめたのはわたしだ」

「……殿下、終わったことをどうこう言うのはやめましょう。それより、重要な発表とはなんだったのですか？」

　ラピスはひどく憂ゆう鬱うつそうにぽつりと告げた。

「五日前、病状が回復した陛へい下かが退位を宣言し、わたしに王位を譲ると告げた。その発表が今日、行われるはずだった」

　事情を把は握あくして息をのむ二人の前で、ラピスは一度言葉を区切り重い息を吐いた。

「──今日の朝議を蹴けったということは、わたしが王位を継がないと宣告したも同じだ」
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「王太子殿下、お早いお戻りですな」

　馬車を降りてすぐのところに、宰相ジャスバーが待ち構えていた。いつも忠実な宰相が怒りを押し殺して放つ嫌味は、思いのほか強烈だった。

「カルサイト王子はともかく、ギベオン公爵までいなくなるとは情けない。側近なら、殿下をお止めすべき立場のはずなのに！　今日ばかりは王太子殿下には失望しました。殿下に我が国を背負う資格はありません！」

「ジャスバー、兄上にもいろいろ事情があって……」

「言い訳など聞きたくありません。それより大広間で貴族方が待っていますから、カルサイト王子はわたしと一緒にいらしてください。王太子殿下はお部屋でお待ちください」

　ひと言も反論せずに従うラピスの後を、ヒスイが足早に追いかける。

「殿下、本当によろしいのですか？　せめて宰相閣かつ下かに事情を打ち明けては……」

「そのことは、後回しでいい。わたしの進退など興味はない。コハクの救出が最優先だ」

「……まったく、殿下ときたら……」

　まるでコハク以外の人間は必要ないと言わんばかりのきっぱりとした態度を清すが々すがしく思いながら、ヒスイはあることを思い出していた。

「そういえば、父は亡なくなる前に、コハクに鍵かぎを手渡していたそうです。殿下に危機が訪れたら使うようにと言い残したとか。どうやら邸の書しよ斎さいの鍵らしいのですが、中にあるのはわけのわからない書類ばかりらしくて、困っていました」

「……昨夜コハクがわたしに大切な話があると言っていたのは、そのことか……。できれば直接中身を確認したいが、コハクがいない今その鍵がどこにあるのかわからない。父親の形見同然の品ならコハクの性格上持ち歩いていたと思うが……」

　言いかけて、ラピスは弾はじかれたように顔を上げると、一気に廊下を走りだす。

「ちょっと殿下、待ってください！」

　日頃ドレス姿でしとやかに暮らしているヒスイの足では追いつけず、必死に走っても距離が開く一方だった。それでも、彼の足がどこに向いているのかはすぐにわかった。

　ラピスの私室にたどりつくと、彼は見覚えのある上着を手にしていた。

　間違いなくコハクの騎士服である。ヒスイは遅まきながら、二人が昨晩一緒に過ごしたことを思い出し赤面した。

　ポケットを探っていたラピスの指が何かをつまみ上げる。小さな銀の鍵の姿を見て、ヒスイも顔を綻ほころばせた。

「今から、公爵家へ行く。ヒスイも付き合ってくれ」

「承知しました」

　御ぎよ者しやをせかして馬車を走らせ、公爵家へと向かう。

　王太子が直接邸にやってきたと家か令れいから知らされたクリスは、慌てて出迎えた。

「公爵夫人、先触れもなく突然訪問した非礼をお許しください」

「まあ、とんでもありません。コハクを見つけてくださったのですか……？」

　そこで、ラピスの背後に立つ騎士にクリスの視線が釘くぎづけになる。母親は、それが誰か見誤ることはなかった。

「ヒスイ……？」

　疑問をどう口にしていいのか戸と惑まどうクリスをいたわるように、ラピスは微笑した。

「わたしはもう何年も前から、コハクが女だと知っていました。心配は無用です。それより、今日は公爵夫人に謝らないといけません」

「どういうことですか？」

「……今、わたしの不ふ手て際ぎわでコハクの身が危険にさらされているのです。わたしは事態をなんとかしたい一心で、こちらに来たのです」

　たちまちクリスの顔から血の気が失うせていく。

「いったいコハクの身に何が起きたのですか？」

「詳しい事情を説明している時間がありません。ですが、必ずコハクは公爵家にお返しすると約束します。ひとまず書斎に通してもらえませんか？」

　クリスが落ちつきを取り戻して息を吐く。

「ご案内します」

　書斎に向かって足早に歩きながら、クリスは罪を懺ざん悔げするように話し続けた。

「夫が亡くなったとき、わたしは今後どうしたいか、コハクに問いました。もし、コハクが女としての人生を望むなら、爵しやく位いを親しん戚せきに譲り、あの子とともに異国に渡る覚悟すらしていました。でも、あの子はためらいなく殿下のおそばに仕つかえる道を選んだのです。あの子のすべては殿下にお任せします。どうか、よろしくお願いします」

「その尊いお気持ちに報むくいる結果を出してみせます。王太子ではなくなるかもしれませんが、コハクを助け出したら、改めて挨あい拶さつに伺います」

　話の内容を察して、クリスは優しく笑った。

「挨拶など必要ありません。──わたしはとっくの昔に、娘は殿下の嫁に出したつもりでおります。これはあの子が生まれる前から決まっていた運命なのです。それにコハクに選ばれたときから、殿下がこの国の王になられるのは運命だと、もうご存知なのでは？」

　会話の流れにラピスは悔しげに唇を嚙かんでいる。意味深な母の言葉がヒスイは気になった。

「母上はもしかして、神託について何か知っているのですか？」

「時間がないのでしょう？　話の続きはコハクが戻ってから一緒に聞いてちょうだい」

「──公爵夫人のご配はい慮りよに感謝します」

　奥まった扉の前で立ち止まったラピスは、クリスに深々と頭を下げ、書斎に入った。

　それほど広さのない書斎は、古びた本棚と樫かしの木の机が鎮ちん座ざしている。他には実用性を重視した椅子やテーブルしか置かれていなかった。

　ラピスは懐ふところに大切に仕舞っていた鍵を取り出すと、執しつ務む机づくえの一番下の抽ひき斗だしにある鍵穴に差し込んだ。きしんだ音をたてて抽斗を開くと古ぼけた書類の束と薄い帳ちよう簿ぼ、そして一冊の本が出てきた。まず書類を手に取り、ぱらぱらとめくる。一枚一枚に真剣に目を通しながら、ラピスは言った。

「どうやら生前ギベオン公爵はベリル伯はく爵しやくにお金を工く面めんしたらしい。借しやく用よう書しよがある」

「本当だ。紙が古びて文字がかすれているから、コハクは気がつかなかったのでしょうね」

「それとギベオン公爵は、どうやらベリル伯爵にかけられた濡ぬれ衣ぎぬを晴らそうと動いていたようだ。まあ二人は親友だから、当然の行動か。公爵は義ぎ理り堅がたい方だったからね」

「ベリル伯爵はなぜ王宮を追われたのですか？」

「王妃様に逆らった結果、どこぞの貴族から裏金を受け取った罪を着せられたと聞いている。だが当時、ベリル伯爵が領地で行っていた事業の収益以上に多額の金を所持していたのも事実だったため、罪状が確定したらしい」

「ではベリル伯爵は、やはり何か不正を働いていたのでは？」

「いや、伯爵が不正を働く方ではないことは断言できる。おそらく事業とは別の手段で金を入手していたのだろう」

　ヒスイは抽斗にある一冊の帳簿を取り上げた。会計士になるために様々なことを学び、いくつかの貴族の不正を摘発してきたヒスイには、内容が手に取るようにわかる。

「筆跡に見覚えがあります。たぶんシトリン侯こう爵しやく家けの裏帳簿です。どうやら裏金を受け取っていたのは、この貴族のようですね。でも、なぜ父はこの帳簿を使って罪を暴かなかったのでしょう？　これを使えば、伯爵の無実は晴らせたはずなのに……」

「それをしても意味がないと思ったからだろう」

「なぜですか？　不名誉なことなのに……」

「伯爵は卑劣な手段で国を追われ、王室自体に失望したんだよ。実際伯爵は、今では海運王としての地位を築き、異国にまでその名を轟とどろかせている。もう我が国の爵位ごときに興味がないのは当然だ。ギベオン公爵の望みは、かつてのように友と肩を並べてこの国に尽くすことだったんだろう……。汚名を返上しても親友がディセルナティアに戻ってこないことがわかっていたから、動かなかったんだ」

「父は、なぜ死に際にこれが殿下の役にたつと残したのでしょう？」

「……これは公爵がわたしに残した遺産だ。わたしが伯爵を説得できる力を身につけたときに役立つと考えていたんだろう」

「父は本当に心から殿下に期待していたのですね」

　ラピスは苦笑しながら、抽斗にぽつんと残る一冊の古ぼけた本を手にした。

　ページを開いた瞬間、真剣な目で内容を顔で追っていく。あまりに緊きん迫ぱくしたその様子をヒスイは怪け訝げんに思い、横から本を覗のぞき込んだ。そして、思いきり顔をしかめる。

「なんですか、この意味不明な文字の羅ら列れつは……」

「古代オフィリア語で書かれた日記だ。どうやら、ベリル伯爵のものらしい」

「はあ？　なぜ古代オフィリア語なんかで日記を書くんですか？」

「……人に知られたくないからだろう。日記なんて誰でも読まれたくないに決まっている」

「だからって、そんな考古学の研究者以外に読めない文字で書かなくてもいいのに」

「わたしには、わかる」

「……殿下はもの好きですね。そんな文字が読めるほど、オフィリアに興味があるなんて」

「まさか。オフィリアに興味などない。あるとしたら、政情くらいだ」

　軽い調子で言われ、ふとヒスイは今日のことを振り返る。ラピスは、アングイスの名が古代オフィリア語で蛇という意味を持つと知っていた。だから、アングイスの素性にいち早く気がつけた。本当にこの人は底知れないと、ヒスイはしみじみ思う。

「……この日記を読み終えるのにもう少し時間がかかるが、その間にヒスイに頼みがある」

「なんでもお命じください」

「ベリル伯爵の濡れ衣を晴らす材料をそろえてほしい。王宮に保管された過去の帳簿を探ってきてくれ」

「かまいませんが、先ほど、ベリル伯爵はその程度で協力してくれる人物ではないとおっしゃったばかりではありませんか」

「伯爵を説得するための手段を増やしたいんだ。コハクを救うために必要だから頼む」

「承知しました」

　ヒスイが去ると、ラピスはかすかに腕を震わせた。今日初めてと言える弱音を小さく洩もらすと、再び真剣な目で文字を追い続けた。
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「──コハク、お前を失えば、わたしは生きている意味さえわからなくなるよ、か」

　馬車に揺られながら、ヒスイはラピスが呟いた言葉を口にした。日記を読む邪魔にならないよう、音をたてずに書斎の扉を閉めようとしたとき、その声は聞こえてきた。

　救いを求めるようにコハクの名を呼ぶ声は、耳をふさぎたくなるほど痛々しかった。見てはいけないとわかっていたのに、無視できなくてそっと振り返ってしまった。

　あまりの必死さに、彼の心の悲鳴が聞こえた気がして、ラピスの抱えた闇の深さに怖くなる。

　港での一件の後からずっと強気だったラピスが、内心どれだけ動揺していたかいまさら気がつくなんて、形だけとはいえ妻失格だ。

　──あの方は、一見強く見えるが、わたしの想像以上に脆もろい方なのだな。ただ立場上、堂々と振る舞うことに慣れているにすぎない。

　未来の国王を物事に動じないよう育てるのは当たり前だが、一人の人間として彼を追いつめた闇やみは計り知れないほど深いと痛感した。

　それでも彼の抱えた深い闇は、王太子として身につけた才能と生まれもった端整な容よう貌ぼうを際きわ立だたせ、ヒスイの心をどうしようもなく惹きつける。

　あれほど有能で仕え甲が斐いのある主は他にいないことを、ヒスイはこの二年で思い知らされた。

　そんな彼を笑顔にして、どこまでも強く優しい人間にするコハクの存在は絶対に必要だ。

　真っ直ぐな想いを貫つらぬき、女の身で騎士にまでなったコハクとは真逆の意味で、ラピスは異い彩さいを放っている。

　昨夜、二人の間にどんなすれ違いが生じたのか、ヒスイに推し量る術すべはなかった。けれど、コハクが我が身を犠牲にすることさえ厭わないほどラピスを想っているのは確かだ。

　二人は光と影のようにかけ離れているのに、強く惹かれあい互いを求めている。

　コハクの献身的な愛情に、ヒスイは胸打たれていた。

　そして、コハクが惜しみない愛情でラピスを支えたように、ヒスイもまた優秀な彼に仕えることで、「男」として認められてみたいと思い始めていた。

「そのためにも、今は自分にできることをするだけだ」

　ようやく王宮にたどりつくと、馬車を降り、夜の帳とばりに包まれた王宮の廊下を走る。

　帳簿の監査で通い慣れた道を進み、書庫へと急いでいるときだった。

「王太子妃様！　捜したんですよ！」

　突然、声をかけられぎょっとした。

「カルサイト王子！」

「兄上がどこに行かれたかご存知ありませんか？」

「殿下は、大切な用事で手が離せません」

　きっぱりと言いきると、驚いた顔をしながらカルサイトが口を開く。

「コハクを救いたい気持ちはわかりますが、このままだと兄上は国王になれませんよ」

「……どういう意味です？」

「今日の朝議で兄上を国王として認めるか、意見が分かれたので採決が取られたんです。結果は半々で、兄上は朝議を休んだ事情を弁解する機会が与えられたというのにお部屋にいらっしゃらないから、大騒ぎでしたよ。一番怒っているのは父上で、兄上には王位を継ぐ資格はないと息巻いていました。貴族たちの大半は兄上を国王にしたいのが本音ですが、父上に真っ向から逆らえなくて、反対派に流れてしまったんです。兄上が国王にふさわしいかは再さい審しん議ぎで決められることになりますが、非常にまずい状況です」

「は？　国王陛下は父親としての役目は放ほう棄きするくせに、殿下に王太子の義務だけ求めるのですか？　ご自分の無責任さは棚上げですか？　あまりにも身勝手です！」

　嫌味たっぷりに毒を放つ。カルサイトがやや顔をひきつらせる。

「今、王太子妃様がちょっとコハクに見えました。……昔、母上を真っ向から批判したときの姿と重なりましたよ」

「冗談を言っている場合ではありません」

「いや、冗談を言ったつもりはありませんが」

「そんなことより再審議はいつです？」

「……二日後です。それまでにコハクと王太子妃様がそろわないと終わりですよ」

　それは皮肉にも、約束の返済期限と重なっていた。

「なぜそこで王太子妃が出てくるのですか？　わたしにも事情がわかるよう、詳しく話してくれませんか？」

　疲れた様子でため息をつくと、カルサイトは話しだす。

「ギベオン公爵家当主は王太子の第一の側近で貴族の重じゆう鎮ちんです。議案を採決する義務があるんです。公爵家が味方につけば、多くの貴族を説得できます。何より、聖なる花嫁は王権の象しよう徴ちようですから、その意思は絶対です。今、この状況で行方不明だなんて公になったら、兄上は王としての資質を疑われ、国王になれる可能性はますますなくなりますよ」

　言いながらカルサイトが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすように顔を歪めたので、ヒスイははっとした。

「……もしかして王子は花嫁がさらわれたことを国王陛下に説明なさったのですか？」

「俺の判断ミスです、申し訳ありません。事情を知った父上は神に見離された王太子だと、より兄上に失望しました。もし神が兄上を国王にと望んでいるなら再審議までに花嫁を連れ戻せるはずだと何度も説得しましたが、父上は不満そうなご様子で……」

「ですが、王太子殿下以上に、国王の器のある人間はこの国にいないでしょう」

「今、思いきり俺の存在を忘れていますね。一応、俺も王位継承権を持っていますよ」

「……そういえば、そうでしたね」

「なぜ、どうでもよさそうに言うんですか？」

「では聞きますが、カルサイト王子は殿下より優すぐれた王になる自信がおありですか？」

　カルサイトはうんざりしながら顔をしかめた。

「あるわけないでしょう？　今日の兄上を見て確信しました。俺にあんな交渉はできません。父上に王位を継げと言われましたが、はっきり拒絶しましたよ」

「──それなら結構です。二日以内にコハクを連れ戻し、殿下に王位を継がせます」

「継いでもらうじゃなく、継がせる、ですか。王太子妃様は、ずいぶんお変わりになりましたね」

「状況が変われば、人も変わります。カルサイト王子は殿下を信じて、貴族たちに事情を打ち明けて根回しをしてください。必ず殿下はコハクを連れて戻りますから」

「わかりました。俺も兄上が花嫁を連れ戻すと信じます。ところで、王太子妃様はどうして一人で王宮に戻られたのですか？」

　ベリル伯爵の濡れ衣を晴らす件について説明すると、カルサイトは真剣に頷いた。

「健けん闘とうを祈ります。あとから使えそうな人材を寄越しますからひと足先にどうぞ」

「お願いします」

　目標がはっきりしたので、俄が然ぜん闘とう志しが湧わいた。

　コハクのふりをして官かん吏りに鍵を借りて書庫に入り、無数に存在する書架をやれやれと眺める。どこから手をつけようか考えているときだった。

「帰ってきたのなら、どうして真っ先にわたしに声をかけてくれないのよ！」

　黒髪を乱したルチルが、入り口で怒ったように頰ほおを膨ふくらませていた。

「なぜここに？」

「カルサイト王子に呼ばれたの。ヒスイを助けることができるのはわたしだけだって。さあ、なんでも言ってちょうだい！」

　思わぬ元気をもらい、ヒスイの心は温かくなった。

「それでは、シトリン侯爵家の過去の帳簿を捜してください。不正の証しよう拠こが欲しいんです」

「わかった」

　ヒスイと一緒に、書庫に通い慣れていたルチルが素早く動き出す。

「ねえヒスイ、今朝からお兄さんも殿下も姿を見てないわ。いったい何が起きてるの……？」

　書架を端と端から探りながら不安そうにルチルに聞かれ、ヒスイはすべてを打ち明けた。

「ふーん、殿下が男色家ってやっぱり噓なんだ」

　聞き終えたルチルは、まったく意外そうな顔をしなかった。

「もしかして、ルチルも殿下の気持ちに気がついていたのですか？」

「まあね。だってあの詐さ欺ぎ殿下、お兄さんに関することだけはわかりやすいし」

　あのラピスを、ルチルが堂々と詐欺呼ばわりするのに笑いが込み上げる。

「わかっていたなら、どうして黙っていたんです？」

「……だって、ヒスイを守るっていう理由がないと、そばにいられないし……」

　うにゃうにゃと言い訳するルチルにヒスイは微笑した。

　どうやらルチルの自分に対する過保護ぶりは愛情の裏返しだったらしい。

　ヒスイは自然と口を開いていた。

「ルチル、今回の件が終わったら、大切な話があるから聞いてもらえますか？」

「え、大切な話ってなあに？　そんな風に焦じらされたら、気になって眠れないじゃない」

「二日後、殿下が国王になることが決まったら伝えるので待っていてください」

　しばらくの沈黙のあと、ルチルが焦あせった声で言った。

「そ、そう？　まあ、二年に比べたら二日は短いわ。あとで、ゆっくり聞かせてね」

　動どう揺ようした口調から早くもルチルの返事が伝わってきて、ヒスイは微笑した。

「はい、必ず」




　興奮しきった様子でシトリン侯爵家の帳簿を手にしたヒスイは、早朝、ギベオン公爵家に一人で戻った。

　すでに日記を読み終えたラピスは、憔しよう悴すいした様子だったが起きて待っていた。

　コハクの身を案じるあまり眠る余裕もないのだろう。

　ヒスイが次期国王を決める再審議の話をすると、弱った顔で穏やかに微笑した。

　そのいつもと変わらない柔にゆう和わな笑顔が、逆に彼にとって興味のない話だと示している。

「──今から、ベリル伯爵に会いに行く」

「では、伯爵をどう説得するか決めたのですね」

「伯爵を味方にできる自信があるとは言えないが、やれるだけのことをするつもりだ。ヒスイには公爵家当主としてわたしについてきてほしい」

「もちろんそのつもりです。ただ、出発する前に、殿下にお願いがあるのですが……」

「何？」

「わたしの髪を切ってもらえませんか？」

　ラピスは不思議そうに瞬まばたきした。ヒスイは覚悟の目をラピスに向ける。

「なぜ、わたしにそんなことを頼むの？」

「ぜひ殿下に、お願いしたいからです」

「……わかった」

　予想通りの返答だったので、ヒスイは和なごやかに唇くちびるを綻ばせる。そして用意した短剣をラピスに差し出した。

　背中を向けて椅子に座ると、鞘さやを払う音がした。長いプラチナブロンドに刃が当てられる。しばし逡しゆん巡じゆんしたようだが、思いを決めたようにざくりと刃が髪を切り裂さく。

　少しずつ頭が軽くなるたび、ヒスイは一歩ずつ男になっていく。髪を切る音が止まると肩の上で切りそろえたプラチナブロンドが耳の横で揺れた。

　すっと椅子から立ち上がり、毅き然ぜんとラピスを見み据すえてから、ヒスイは床に膝ひざをつく。




「──わたしは以後、忠臣として殿下に忠誠を誓うとお約束します」
















　ラピスの戸惑う気配が伝わってくる。

「だが、わたしが国王になれるかわからないのは知っているだろう？」

「すべてを承知の上で申し上げています。髪を切ったのは覚悟の証です。わたしが殿下のお役にたつことを、生しよう涯がいをかけて証明してみせます」

　それは双子の姉コハクが髪を伸ばしながらラピスへの永遠の愛情を育んだように、弟のヒスイは髪を切ることで男として生涯の忠誠を誓った瞬間だった。

　ヒスイの決意に瞳を震わせて瞠どう目もくし、あきらめるようにラピスは息を吐いた。

「これがわたしの運命ということか……？」

「？」

　不思議そうに首を傾かしげるヒスイに、ラピスが厳しい目を向ける。

「さあ、伯爵のところに急ごう」
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　紺こん碧ぺきの海が朝の光に透き通り、いくつもの帆はん船せんが真っ青な波に大きく揺れている。

　早朝、ベリル商会の玄関先に、いかにも身分の高そうな二人の青年が姿を見せた。一人は女と見まごうほどの白い肌に、穏やかな金の瞳が美しい若者で、肩の上で切りそろえたプラチナブロンドが揺れている。もう一人は青みがかった巻き毛を肩までたらし、暁色の澄んだ瞳をしていた。だが、その目は光の角度が変わると剣吞に輝く。

　二人は主に会いたいと告げると使用人に応接間に招かれた。緊張しながら椅子に座って待っていると、すぐにベリル伯爵クンツァイトが姿を見せる。初めて伯爵に会ったヒスイはぎょっとした。結婚式のとき、自分に声をかけてきた人物だったからだ。

「こんな朝早くに、わたしに何用ですか？」

　ヒスイはためらいつつもすっと立ち上がると礼をした。

「本日はギベオン公爵家当主としてお会いしに来ました」

「これはまたちょっと見ないうちに、コハクはますます勇ましくなったね。髪を短くしていると、もう立派な男にしか見えないよ。で、どういった用件かね？」

　クンツァイトが向かいの椅子に座り込むのを見届けてから、ヒスイは口火を切った。

「本日は、生前父があなたにお貸ししたお金の回収に来ました」

　古い借用書を突きつけると、クンツァイトが笑った。

「こんな古いものがまだ手元に残っていたんだね。たしかにわたしはギベオン公爵から金を借りた。公爵が亡くなって返す機会を逃のがしていたが、無論借りた金は返済するよ」

　快かい諾だくされてほっとしながら、ヒスイはラピスと話し合った通りに会話を進める。

「この借用書と引き換えに、金貨十万枚を用立ててもらえませんか？」

　するとクンツァイトから笑顔が消えた。

「──残念ながら、わたしが公爵に借りたのは、金貨三万枚だ。国を思う気持ちからの申し出だろうが、この国のために出資などするつもりはない。借用書を片かたにわたしをどうこうできると思わないことだね」

「ですが、父がお金を貸した時期から考えて、この資金を元手に伯爵は事業を起こされたのではありませんか？　ということは、伯爵の今の成功は公爵家のおかげと言えます」

「たしかに、すべてを奪われ国を追われたわたしを援助してくれたのはギベオン公爵だ。しかし、わたしを助けてくれたのは、亡き公爵であって、現当主ではない。──わたしが国のために動く気がないのを知っているはずなのに、頼ってきたということは、もしやお金が必要な事情が別にあるのかね？」

「それは……」

「こんなやり方で取引を持ちかけるとはコハクらしくもない。君なら真っ直ぐわたしに事情を打ち明けてくれると思っていたのに、残念だよ」

　失望したような台詞せりふに、ヒスイは視線を逸そらして口ごもった。

　そんなヒスイをじっと見つめながら、クンツァイトはおもむろに話しかける。

「コハクは、今日はやけに他人行儀だな。いつものようにわたしを名前で呼んでくれないんだね」

「……あ、いえ失礼しました、クンツァイト殿」

　素直なヒスイの反応にクンツァイトが弾はじけるように笑った。

「引っかかったね。きみはコハクではないだろう」

「……!!」

「コハクはわたしのことをおじ様と呼ぶんだよ。名前で呼ばれたことは一度もない。ということは、きみはヒスイか。そして結婚式でわたしが会ったのもきみのほうなんだね」

「……ヒスイは女です。何か勘かん違ちがいをなさっているのではありませんか？」

「いや、ずっと前からおかしいと思っていたんだ。コハクの名前を聞いたときからね。なるほど、やはりヒスイが男性で、コハクが女性というわけか」

「……名前を聞いただけで、どうしてそのようなことを思われるですか？」

「公爵が言っていた。生まれる娘の名はコハクにしたいと。だが、コハクと名づけられた子供はずっと少年の姿をしていたから事情がわからなかった」

「……父はなぜ生まれる前から子供の名前を考えていたのですか？」

「その前に、自分がコハクでないと正直に認めるのなら、わたしも包み隠さず教えよう」

　射抜くような目に、ヒスイは思わずちらりとラピスを見ると、彼は穏やかに笑った。

「いいんだよヒスイ、伯爵を騙し通せるとは思っていない」

　みるみるヒスイはうなだれた。

「伯爵のおっしゃる通りです。──噓をつくような真似をしてしまい申し訳ありません」

「別にかまわない。──ではきみが、わたしの子供になるはずだった、双子の片割れか」

　意外な台詞にヒスイは目を見開いた。

「……わたしが伯爵の子供になるはずだったというのはどういうことですか？」

「ヒスイは、王太子殿下から神託について聞いているのではないのかね？」

　国家機密に触れることなので、打ち明けていいか迷ったが、しかたなく語りだした。

「──ギベオン公爵家から聖なる花嫁が誕生するという神託を受けたと聞いています」

　ヒスイが答えると、クンツァイトは重々しく頷いた。

「公爵は、夫人の出産前に神殿に呼ばれ、神託を知らされていたんだよ。だから、生まれる前から殿下の伴はん侶りよとなる娘の名を考えていた。コハクの名前にこめられた意味を教えたのはわたしだ。その由来を聞いて公爵はたいそう気に入っていたから、生まれる娘に名づけようとしていることはすぐに察せられた。しかし生まれたのは、この国で忌いみ嫌われる男女の双子だった。当時、王妃様に疎まれてお立場の悪かった殿下のため、そして、花嫁の名誉を守るため双子の片割れをあきらめたのは事実だが、ただ見捨てようとしたのではない。子供のいないわたしに息子を託たくし、後継ぎにするつもりだったんだ」

「……父が、そのようなことを考えていたのですか？」

「子供の幸せを願わない親がどこにいる？　だが、子供を受け取る日、船の事故に巻き込まれ、わたしは国に帰れず、君を引き取ることができなかった。あとから調べたら、子供の受け渡しを任された人物は、いつまでもわたしが姿を見せないから、邪魔になった赤子を捨てて、金だけ持ち逃げしたそうだ。結局、子供を捨てるような結果になったから、公爵は良心の呵か責しやくに苛さいなまれながら息子の身を案じていたよ。わたしもずっと気にしていた」

　初めて明かされる真実に、ヒスイの胸に顔も知らない亡ぼう父ふへの想いが溢あふれてくる。

「それにしても二人はどうして性別をいつわっていたんだい？　公爵に事情を尋たずねたら、手違いで双子が入れ替わり、行方不明になったのは娘のほうだと言われた。だけど、子供の名はコハクで不思議に思ったが、勇ゆう敢かんに育つコハクを見ているうちに少年だと信じるようになった。娘を少年といつわって育てる理由がわからなかったからね」

「わたしは神殿の巫女に拾われ、女性として育ちました。コハクは息子を捨てたことを恨うらみに思う母の手で男として育ち、周囲に公爵家の長男だと認にん識しきされていたので、父の死後、性別をいつわったまま男として家を継いだそうです」

「なるほど。……おそらく公爵は、息子だけでなく、娘の運命まで狂わせたことを知ったらわたしが気に病やむと思い、教えてくれなかったのだろうな。あいつはそういう男だった。それなら、ヒスイは親に捨てられたことをさぞ恨んだだろう？」

「……恨まなかったといえば噓になります。初めてコハクに会い、自分が忌まわしい男女の双子だから見捨てられたのだと聞き、腹が立ちました。……そんなわたしに殿下が、父と母は簡単に子供を捨てるような人間ではなかった。何より、わたしが養母に大切に育てられ幸福だったことを改めて教えてくれたので、いつの間にか恨む気持ちも消えました」

「ほう、王太子殿下はそんなことをおっしゃったのか。苦労されたのにお優しいことだな。──よもや殿下はこのような情に訴うつたえて、わたしを説得なさるおつもりかな？」

「いいえ、そのような甘い考えは持っていません。借金の話を持ち出すようヒスイに指示を出したのはわたしですが、それはあくまで伯爵が先代公爵に恩義があることを再確認してもらうためです。わたしの意図は別にあります」

「と、言いますと？」

「融ゆう資しを引き受けてくれたら、伯爵の爵位と領地を返還し、ベリル伯爵の汚名をそそぐことを約束します。すでにヒスイが濡れ衣を晴らす証拠をそろえました」

　ラピスに促うながされ、ヒスイは集めた証拠を差し出した。しかし、予想通りクンツァイトが興味を示すことはない。

「ヒスイの働きには感謝するが、汚名を着せられた過去など、どうでもいいことです。わたしは陛下の前で爵位に未練はないとはっきり申し上げました」

「だが、伯爵は領地で事業を展開していたほどの商売人。失った鉱山の権利は惜おしいのでは？　これは伯爵にとっても利益となる重要な商談です。先代と現公爵家当主ヒスイの二重の恩義に報いるためにも資金提供をお願いできませんか？」

　たちまちクンツァイトの顔色が変わった。

「鉱山とは、なんのことですかな？」

「伯爵が国を追われる前、出所の不明な金を所持していたとか。それは、領地の鉱山から発はつ掘くつされた希少性の高い銀晶石の売買で得たものでしょう？」

「……なぜそのことをご存知なのです？　ギベオン公爵にも教えていないのに……」

「伯爵は歯に衣きぬ着きせぬ物言いをされることで有名でしたから、そんな鉱山が領地で発見されたと知られたら、伯爵の資産はさらに増え、王宮での発言力はより強くなり、もっと早くに爵位を剝はく奪だつされていたでしょう。だから誰にも話していなかった。そうですよね？」

「そこまでわかっているのなら、なぜ領地をわたしに返そうとなさるのです？」

「残念ながら、鉱山の場所を特定する手がかりがないからです」

「そんなもの、領地をくまなく捜せばいつかは見つかるでしょう。鉱山があれば、ディセルナティアの貴重な収入源になるはず。その権利を殿下は独断で放ほう棄きなさるおつもりか」

「わたしが事実を知ったのは昨日です。たしかに鉱山は惜しいですが捜す時間がないのです。そして鉱山から銀晶石を発掘してお金に変えるにはもっとかかる」

　クンツァイトは大笑いした。

「なるほど、再審議に向けて殿下が国王になるための味方集めの資金が欲しいから、取引を持ちかけているのですね。国の利益より、ご自分の立場を優先させるとはあきれました」

　この言葉に虚きよをつかれたのはラピスのほうだった。

「なぜ伯爵が再審議のことを知っているのです？　資金を集めたいとは？」

「ご存知ないのですか？　まったく殿下はご自分がどれほどこの国に必要とされているのかわかっていないようですね。昨夜遅く、宰相閣下が直接わたしを訪ねてきました。殿下をどうしても国王にしたいから、わたしの資金力で貴族たちを説得するのに協力してほしいと。殿下なら、必ずわたしが仕えるに値する王となり立派な治ち世せいを築けるはずだからと」

「……ジャスバーはわたしの身勝手な行動を怒っていたのに、陰でそんな交渉をしてくれていたのか」

「それより、殿下は特別な理由があって国王になるための大切な朝議を欠席したと聞きました。宰相閣下は教えてくれませんでしたが、いったいどのような事情があったのですか？」

　想定外の展開に、ラピスは重々しく息を吐き、視線を伏せて語りだす。

「わたしの過失のせいで、大切な娘の身が危ういのです。あの子はわたしのために我が身を犠牲にしようと行動に出た。助けるためには明日までにお金が必要なのです」

「つまり、殿下はコハクを救うために朝議を蹴ったのですか？」

「……そういうことです」

「ずいぶん馬鹿な真似をなさいましたな。たかが娘一人のために国王の地位を捨てるとは。それとも、王権の象徴となる聖なる花嫁が惜しいのですか？」

　この発言は温厚な仮面をかぶるラピスの導火線に火をつけた。激しい目がクンツァイトを睨み据すえる。

「ふざけたことを言うな！　わたしにとってコハク以上に大切なものなどひとつもない！」

「ますますあきれました。国王になる人間の台詞ではありませんな」

「わたしは国王になりたいと本気で望んだことはない！　そんな地位に縛られてコハクを失うくらいなら、足手まといの面倒な王太子の座など、こちらから願い下げだ！」

「今の発言を聞いたら、草くさ葉ばの陰かげでギベオン公爵は泣くでしょうな。殿下の将来を考え、息子を見捨てる決意をしたうえ、双子は運命を狂わされたというのに哀かなしいお言葉です」

　痛いところをつかれ、たちまちラピスの気勢が削そがれる。逆にヒスイはかっとなった。

「そんな過去をこの場で持ち出されても迷惑です！　わたしを切り捨てたのは父の独断なのに、なぜそのことで殿下が責められないといけないのです？　これ以上、殿下に余計な苦労を背負わせるのはやめてください！」

「なるほど、今の二人の言葉を聞いたら本当にギベオン公爵は泣くでしょうな。……嬉しくて」

　思いがけない言葉に、ヒスイは目を丸くした。

「……なぜ、父が喜ぶのです？　父の望みは殿下を王座に据えることでしょう？」

「たしかにそれが公爵の第一の望みでしょう、建たて前まえ上じようはね」

「建前とは……？」

「こう言ってはなんだが、ギベオン公爵は政治的な手しゆ腕わんに長たけた人物ではなかった。平和主義者で政治向きのことを助言するのはいつも親友のわたしでした。生真面目な公爵の願いは、いつでも子供の幸せだったんです。だから生まれる娘が聖なる花嫁に選ばれると知り、未来の王妃になれば女性として最高の幸せが得られると喜んだ。しかし、男女の双子が生まれたことで、親の責任と国の将来の板ばさみになった。どちらも我が子の幸せを左右することだから、悩んで当然だ。そこでわたしのほうから言ったんだよ。『息子をわたしに預けてくれたら、立派な後継ぎに育てるから譲ってくれ』とね。わたしには、今でも忘れられない女ひ性とがいる。一生結婚するつもりがないのを公爵は知っていたから、わたしの意見を聞き入れてくれた。心から子供を愛する夫人に恨まれることを承知の上で、双子の幸せのために決断したんだ。そして手元に残された娘が幸福な結婚ができるよう、伴侶となる殿下の成長を支えるため、自ら守もり役やくを買って出たのです。大切に育てた娘が、将来の伴侶と見込んだ殿下に心から愛され、ためらいなくご自分の立場より愛まな娘むすめの身を優先したと知ったら、親として嬉うれしいに決まっているでしょう」

　話を聞くうちにラピスの顔はみるみる打ちひしがれていく。

「……だがわたしは、立派な王太子に育ったとは言いがたい。きっとわたしの本音を知ったら、公爵は娘を託すに値しない人間だと失望しただろう」

「それは浅はかな考えですな。公爵は殿下が王太子の地位を望んでいないことを察していた。政治的な決断力には欠けるが、人の心の機き微びには聡さとい人だった。だからいつでも殿下に王太子教育を押しつける形になったことを悩んでいた。──そんな殿下に幸運を送りたくてコハクは名づけられたのですよ。コハクは、殿下に幸運を運ぶために生まれてきた花嫁です。そんなコハクの身を殿下が優先することをいったい誰が責められますか？」

　力強い言葉は、ラピスの背負った過去の罪すら洗い流していった。

　暁の瞳に透き通るような涙が浮かぶ。頰をつたう前に、ラピスは恥じるようにぬぐった。

「……けれど、伯爵は会うたびにわたしに国王になる気があるか聞いていた。試されているようで、正直不愉快だった」

「試すとは大おお袈げ裟さな。わたしの願いはいつでもひとつですよ」

「伯爵の願いとはなんなのです？」

「無論、わたしの商売を受け継ぐ優秀な後継ぎを得ることです。結婚するつもりがない以上、養子を迎えるのは必然です。ギベオン公爵から殿下のお話を聞いているうちに、わたしはこう思うようになった。『それほど優秀な殿下を犠牲にするような王室に縛るくらいなら、わたしが引き取りたい』とね。わたしの養子になってくれたら、援助は惜しみません。悪い話ではないでしょう？　わたしがずっと伝えたかった言葉の続きを教えましょう。──国王になるつもりがないなら、わたしの息子になって跡を継ぎませんか？」

「！」

　思いがけない誘いにラピスは大きく瞳を見開いた。

　その決断をヒスイは黙って見守った。立場は違えど、ラピスの幸せを願う気持ちは誰にも負けないつもりだ。だが、いつまでもラピスが答えないので、しかたなく口を開く。

「──王太子殿下、わたしは殿下にご自分の道を選ぶ自由を知ってほしいのです。どの道を選んでも、わたしは殿下への忠誠を貫きます。ご自分の気持ちに素直になってください」

　ラピスは震わせていた唇を引き絞った。それは迷っているというより、自分の考えを再確認しているようにヒスイには思えた。やがてラピスは毅然と顔を上げる。

「せっかくの申し出だが、お断りする。わたしはたしかに王になりたいと願ったことはないが、神託を受けてからは違った。コハクを手にできるのなら、国王の地位をまっとうしようと初めて思えた。──わたしはコハクを堂々と得るため、ディセルナティアの王になる道を選ぶ」

　クンツァイトは、息子を見守るように優しく微笑した。

「仕方ありません。残念ですが、殿下を後継ぎにする道はあきらめましょう。代わりに、コハクとの間に子供が生まれたら、養子にいただきたい。それなら援助を引き受けますよ」

　くすりとおかしそうにラピスは笑った。

「そんな先の話をコハクの承諾もなしに引き受けられない。コハクは子供と引き離されたらつらいだろう。それ以前に、わたしはあの子に好きだとまだ告げていないから、結婚を承諾してもらえるかもわからない。後継ぎが欲しいのでしたら、伯爵が自力で生まれた子供を説得してください。子供が決めたことなら、わたしは反対しない」

「殿下のおっしゃる通りですな。ではわたしは殿下の子供をおそばで口く説どくために、伯爵の地位を返してもらうことにしましょう。ただ領地の管理は、今後は殿下に委任します。鉱山はお好きになさって結構です。お金はすぐにお望みの額を用意しますから、その足でコハクを救いに向かってください。あとの心配は無用です」

「すべてがうまく運んでも、子供の生まれる保証はないが、伯爵は本当にそれでいいのか？」

「これでも殿下がわたしを説得するために、どれだけ骨を折られたかは理解しているつもりです。王族の地位に甘えることなく、わたしの立場を考こう慮りよして利益まで計算し、対等に交渉しようとした手腕は称賛に値する。何より、運命を分かたれた恩人の子供二人の気持ちをひとつにしたその誠実さは信頼できます。──ただ問題は、わたしが生来の冒険家気質なことです。自由な暮らしに慣れた今、王家に縛られるのは面倒なのが本音です。鉱山は、冒険のつもりで出かけた先で偶然発見しただけですし、わたしの失しつ脚きやくの原因の一端となった鉱も山ので利益を得るつもりはありません。これでも爵位を継ぐ前は、冒険家として異国の遺跡を研究するのが生き甲斐でしたから」

「だから、古代オフィリア語にあんなに詳しかったのですね」

　そこでクンツァイトは眉をひそめた。

「……もしや殿下は、わたしが書いた日記を読まれたのですか？」

「ええ。ギベオン公爵がわたしのために残した遺産の一部でしたから。だが鉱山のくだりにたどりつくまで、最愛の女性への奧おう悩のうばかりで正直辟へき易えきしました。公爵は日記が読めなかったようだから、これが本当にわたしの役にたつのかと焦りながら読みました」

「まったくあいつは！　人が預けた荷物を勝手に殿下に託すとは、無神経なやつめ！」

　亡き友人に悪態をつくと、クンツァイトは懐かしそうに過去を語りだす。

「恥ずかしながら、ギベオン公爵とわたしは、一人の女性を争う恋こい敵がたきでした。当時、その女性は輝きの君と呼ばれる美び貌ぼうで知られ多くの求婚者が殺到した。今のコハクを見ていると、当時の女性が懐なつかしく思い出されます」

　ヒスイが怪訝そうに疑問を口にした。

「亡き父は、実直さだけが取り柄の男性だったと聞いています。なぜ母は父のほうを選んだのでしょうか？」

「若い頃のわたしは商才や財力に恵まれ、己の実力を過信した非常に鼻もちならない男でした。はっきり申し上げて、わたしの容姿に惹かれるご婦人も多かった。そこで最愛の女性に、わたしの妻になれば最高の幸せを得て優雅に暮らせる、自分こそあなたにふさわしいと言って口説いた。しかし、ギベオン公爵は違った。わたしの言えなかった真摯な言葉を伝えることで、夫人を射止めたのです」

　この言葉に反応したのはラピスだった。

「伯爵が言えなかった言葉とはなんなのです？」

「それは、殿下が自分で考えて、コハクに伝えてください。──しかし、殿下はなぜあの日記が読めたのです？　古代オフィリア語なんて、現地の学者でも理解が困難なのに」

「ギベオン公爵が用意した王太子教育の一環で、わざわざ現地から学者を呼んで学びました。今思えば、あなたの日記を読ませるためだったのですね」

「まったく、殿下は惜しい人物です。わたしの息子になってくれたら、話が弾はずみそうなのに。代金は別にお支払いしますので、恥ずかしい日記は返していただきたい。愛する女性との恋の思い出の記録は、わたしにはお金より大切なものです」

「では、わたしの戴たい冠かん式しきに招待しますので、そのときにお渡しします」

「──お心こころ遣づかい感謝いたします、新国王陛下」

　おどけた調子だったが、それはクンツァイトがラピスを仕えるべき主として認めた奇跡的な瞬間だった。

　しかし、港を見張らせていた兵士の報告で事態は一変する。
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「王太子はまだ金の工面ができないのか！」

　災わざわいの元凶となったコハクを見るたび、アングイスは苛立ちを隠そうともしない。

　きっとラピスが指摘した以上に、後ろ暗い過去が多いのだろう。

　待たされた時間の長さだけ、罪を暴かれる心地がして落ちつかないのだ。

　コハクはラピスを信じていたが、現実的に考えると、やはり三日以内に金を工面するのは難しいのだろうと思える。

　コハクを監禁している船室を、アングイスが行ったり来たりしているときだった。

「アングイス様、お手紙が届いています」

「こんなときに、どこのどいつだ？」

　焦しよう燥そう感かんを募つのらせるアングイスは、手紙に目を通すと、ちっと舌打ちする。

「皇帝が痺しびれを切らして、ディセルナティアの娘を迎えに近くの小島まで来ている。まったく新しい女のことになると、政務を放り出す怠たい慢まんさは相変わらずだな」

　どうやらオフィリアの皇帝はラピスの情報通り、女に見境のない愚ぐ帝ていらしい。

「……だがわたしを皇帝に差し出せば、お前の身は危あやうくなるのだろう？　罪を暴かれて皇帝に厳罰に処されるか、ラピス様に命を奪われるか、どちらも大差ないだろうに」

「そんなことはわかっている！　だが、皇帝が出向いてきた以上、金が戻っても、お前を連れて行かなければ、わたしの命は消される！」

　顎あごに手を当て考え込んでいた抜け目のない蛇の目が、コハクの全身をちらりと舐なめる。

「こうなったら賭かけをするか。生き娘むすめでなくてもお前が皇帝の寵ちよう愛あいを受ければ、わたしはオフィリアに戻ることが許され過去の罪も見逃してもらえるかもしれない。あの方は女に関することだけはとことん甘いから、お前ほどの美貌なら、例外になれるかもしれん」

「約束が違う！　わたしはラピス様を信じている。裏切るような真似は絶対しない！」

「お前は金貨十万枚でオフィリアに買われた身だということを忘れるな！　──出港の準備を急げ！」

　アングイスの命令で船員たちが慌ただしく動きだす。

　悔しげに唇を嚙かみながら睨みつけるが、アングイスは非ひ力りきなコハクをせせら笑う。

　ふいに足元が揺れた。弾かれたように窓を見ると、外の景色がゆっくりと動き、港が遠ざかっていく。船が出港したとわかり、絶望的な気持ちになる。

　──もう、二度とラピス様にお会いできないなんて、そんなの嫌だ！

　このままでは、ラピスを裏切るばかりか、オフィリアの愚帝の慰なぐさみ者になり、騎士としての尊厳まで穢けがされる。

「命が惜しければ、これからは皇帝に媚こびを売ることだけを考えろ！」

　余裕の表情で踵きびすを返すアングイスの衣装の袖そでがコハクの視界で揺れた。

　一度だけ刃を交えたとき、アングイスは袖に武器を仕込んでいた。

　隠し武器は、いつでも取り出せるよう、常に持ち歩いているはずだ。

　コハクは船室から出ようとしたアングイスの背後に迫り、その腕をつかむ。

　まさかの抵抗にアングイスが驚いている隙をつき、袖に腕をつっこんだ。

　冷たい金属の感触が指に触れた瞬間、一気に短剣を引き抜いた。

「小娘が……！」

　愛用の武器を奪われたアングイスは、みるみる怒気を膨らませる。

「お前の言いなりにはならない！」

　短剣をかまえてコハクが攻勢に転ずると、アングイスも急いで残りの袖から短剣を取り出そうとする。コハクは素早く短剣を薙ぎ払いアングイスの袖を鋭く切り裂く。痛みに顔をしかめて腕を押さえるアングイスの隙をつき、コハクは外へと飛び出した。

「誰か娘を捕まえろ！　ただし皇帝への貢こう物もつに傷をつけるな！」

　アングイスの怒号に応じ、たちまち警護の兵士が集まってくる。

　階段を駆け上がって甲板に躍り出ると、空から陽光が真っ直ぐ降ってくる。コハクの髪が黄金の波のようにうねり、金の瞳に強い意志が宿る姿は太陽の化身さながらだった。コハクは開けた視界に映る大海原を見やりながら、どう逃げようかと思案した。

　遠ざかる港はどんどん小さくなっていく。コハクは泳げないので、帰る術はない。

　息つく暇もなく襲いくる兵士に刃を振るうコハクに、誰も近づくことができないでいた。

　船内の通路をがむしゃらに走っていると、船尾へと追いつめられた。

　目の前に広がる海面は、白く泡立つ航跡が尾を引きながら荒々しく波打っている。

　あっという間に退路を断たれたコハクを兵士たちが取り囲む。

　コハクは金の瞳に闘とう志しをみなぎらせ、短剣をかまえたまま戦う姿勢を崩さない。その気迫にたじろぐ兵士たちの輪を割き、殺さつ気き立つアングイスが近づいてくる。

「まったく、とんだ荒馬だな。観念しろ！」

　アングイスから後こう退たいすると、欄らん干かんに背中をぶつけた。

　覚悟を決めたコハクは、刃を自分に向けた。抜き身の刃を自らの喉のど元もとに押し当て、ひやりとする感触に気持ちを奮ふるい立たせる。

「わたしのすべてはラピス様のものだ。髪の毛一筋さえも誰かに譲る気などない！」

「そんな脅おどしに誰が乗るものか！」

「わたしはディセルナティアの騎士だ。己と主の名誉を守るために死すら厭わない人間だということを教えてやる！」

　──ラピス様、あなたへの想いを貫くために、命を捨てることをお許しください。

　最愛の人のことを思いながら、喉を突こうとしたときだった。

「コハク！」

　耳に響く叫び声に驚いて振り返った。大きな船が風に帆をはらませて、ぐんぐん近づいてくる。甲板の上にラピスがいた。決死の形ぎよう相そうで青みがかった髪を潮風になぶらせている。

「金は用意した。約束通り、妻を返してもらう！」

　悔し紛れに、アングイスがコハクの腕を捻ひねりあげようとする。

「汚らわしい手でわたしに触れるな！」

　コハクが刃を薙なぎ払うと、アングイスがのけぞりながら舌打ちする。

　焦ったアングイスは握った短剣を振り上げ、コハクの刃に力任せに叩きつけた。

　勢いに押され、細い身体は欄干の向こうへ弾かれそうになる。揉もみ合っている間に、船体が急激に傾いた。追いかけてくる船を振り払うため、操そう舵だ輪りんが大きく切られたのだ。

　たちまちコハクの身体は海へと投げ出される。

「しまった！」

　欄干から身を乗り出したアングイスが叫ぶ。コハクは背中から海面へと叩きつけられた。

　真冬の海水は身を切るように冷たかった。

　必死にもがくが、女物の衣装が手足に重くからみついて海の底へと引きずり込まれていく。無意識に空気を求めて口を開くと塩しお辛からい海水が喉を焼き、苦しくてたまらない。

　力尽きて抵抗できなくなり、急速に遠ざかる意識の底で死を覚悟した。

　瞳がうつろになり、ぼんやりと陰る視界の中央で青みがかった髪が揺れた気がした。

　死の間ま際ぎわに自分の望みが見せた幻げん影えいかと思ったが、その姿が鮮明になっていく。

　大きな手がコハクの手をしっかりとつかむのを最後に、意識は闇の底に沈んだ。







　心地よい潮しお騒さいが耳に響く。

　瞼を開くと、見知らぬ部屋に寝かされていた。

　窓の外は真っ暗で、自分がどこにいるのかわからない。けれど身体が揺れる感覚と、木が軋きしむような音が聞こえ、そこが船の中であることが知れた。

　どのくらい眠っていたのだろうか。またアングイスに捕まったのだろうかと不安になったが、上品な設しつらえの船室はひと晩過ごしたオフィリアの船とはすべてが違っていた。

「もしかして、おじ様の船？　わたしは助けられたのか……？」

　ほっとしながら床に足をつけて立ち上がった。

　部屋の隅でコハクの世話係と思おぼしき女性が長椅子に寄りかかってうたた寝をしている。

　コハクはいつの間にか夜着に着替えさせられていた。寝台の脇に置かれた毛皮の房飾りのついた真っ白な外套は、コハクのために用意された品だろう。女性を起こさないように遠慮がちに外套を羽織って、静かに船室から出た。

　凍こごえるような夜の海風に襟えり元もとを搔き寄せながら階段を昇ると、そこは船首だった。

　舳へ先さきに飾られた純白の女神像がランタンの明かりに照らされて夜の闇に浮かんでいる。

　漆しつ黒こくの海を眺めながら、風に乱されるプラチナブロンドを手で押さえたときだった。

「もう起きて大丈夫なの？」

　聞き慣れた穏やかな声に視線を向けると、女神像の足元にラピスが立っていた。

「こんな夜中になぜ外にいるのですか？」

「……お前が目を覚ましたら、ここに知らせにきてくれるように頼んでいたんだ。……お前はきっとわたしの顔なんて見たくもないだろうから」

　空くう虚きよな声を聞き、本当は真っ先に会いたくてラピスを探していたとは言えなくなる。

「──助けていただき、ありがとうございます」

　記憶が途切れる寸前、青みがかった髪が海中で揺れたのを覚えていたので頭を下げる。

　するとラピスはコハクから目を逸らし、暗くうねる海に視線を落とした。

「……すべての元凶はわたしだ。あの夜、最悪な形で傷つけたあげく、お前の命を危険にさらすほど追いつめて、すまなかった……」

「あの夜のことは、わたしから望んだことです。後こう悔かいなどしていません」

「……だが、わたしはただあいつにお前を奪われるのが耐えられなかっただけだった。最低な理由でお前を抱いた」

「でも、わたしだってラピス様をずっと騙してきたのに……」

「わたしはお前に騙されたと思ったことは一度もない。……むしろ、お前が女だと知ったときは嬉しかった。男としてお前を求めることが許されるとわかったから」

　コハクは曇くもりのない瞳でラピスを見上げ、胸を高鳴らせて言葉の続きを待った。

　けれどラピスは迷子のように怯えながら、いつまでもコハクと向き合おうとしない。

　もどかしくなってコハクはそっと手を伸ばし、ラピスの頰に触れた。

「……こんな寒い夜に海風に当たっていたら、風か邪ぜを引いてしまいますよ」

　冷えきった頰を両手で包み込んで微笑すると、ラピスがようやくコハクを見た。

「わたしはお前に触れていいのか……？」

「そんな質問、いまさらですよ」

　ラピスは震える指で慈しむようにコハクの頰に、髪に触れてくる。

　そのままラピスがコハクの腕を引き寄せた。小粒の瑠璃と水晶を繫いだ華奢なブレスレットがコハクの細い手首でしゃらんと澄んだ音を響かせる。輪の中央で淡く輝く琥珀の粒が揺れたので、慌ててコハクが手で隠そうとするのを、ラピスがつかんで止めた。

「ずっと身につけてくれていたの？」

「……はい。あなたの琥珀の宝石に込められた想いは、とっくの昔からわたしの胸に息づいていましたよ」

　儚はかなく微笑すると、ラピスが信じられないものを見るように瞳を揺らした。

　静かに夜が明けていく。水平線から朝日が昇り、広い海に真珠のような光沢が広がった。

　永久に交わることのない光と陰の境きよう界かいが、太陽の光でひとつに結ばれる。

　ラピスは青みがかった穏やかな巻き毛を肩で揺らし、コハクを見つめて口を開く。

「コハク、わたしはずっとお前が好きだった。心からお前を愛している」

　真摯な告白は、陰りの多い人生を歩んできたラピスが、最愛の娘と陽のあたる世界で生きるために踏み出した最初の一歩だった。

　潮風にコハクの髪が流れていく。金の瞳は真っ直ぐに恋しい人だけを映していた。

「わたしもラピス様が好き。あなただけが好きです。永遠にあなただけを愛しています」

　永遠を口にするとラピスの朝焼け色の瞳に透き通るような涙が浮かび、頰を流れ落ちていく。押し寄せる愛おしさごと包むようにコハクの身体をラピスが強く抱きしめる。

「お前を幸せにするためにわたしは立派な国王になるから、今度は妻として支えてくれ」

「……はい。喜んで」

　コハクはためらいなく答えると、なぜかラピスは困った顔で苦笑した。

「……伯爵が言えなかった言葉とは、こういうことか……」

　ラピスの言葉を疑問に思いながら、コハクは大切なことを思い出し気落ちしていった。

「でも、国王となるラピス様の妻は聖なる花嫁です。その役目はヒスイなのでは……？」

　優しい手でコハクのプラチナブロンドを梳すきながら、穏やかにラピスは言った。

「──そういえば言ってなかったね。お前は、わたしの本物の聖なる花嫁なんだよ」

「は？」

「神託を受けたときに大巫女に言われた。わたしの聖なる花嫁はギベオン公爵家の娘だと。そして花嫁が自分の意思で未来の王を選ぶとね」

「わ、わたしは別に国王を選ぶつもりで、ラピス様を好きになったわけでは……」

「いや、間違いなくわたしはお前に選ばれたのだよ。神託の最後の一文を教えてあげるね」




　──聖なる花嫁が心からの愛情を捧ささげた人物が次の国王となるでしょう。




「……な、なぜそんな大切なことを黙っていたんですか……！」

「わたしの望みは聖なる花嫁ではなく、お前の心だ。わたしの妻はお前だけだと決めていた」

　コハクは恥ずかしさに瞳をうるませてうつむいた。騎士には戻れないが、今度は妻として新たな居場所が彼のそばにできたことに喜びを感じていた。

「……心のすべてを捧げた日から、わたしはもうあなたの妻です」

　コハクの頰をラピスが指でなぞり、ゆっくりと唇が重なった。朝の光に輝く海原よりも強く、愛し合う二人の想いは燦さん然ぜんと煌めいていた。何度も互いの存在を確かめるように深く触れ合うと、嬉し涙が込み上げてきた。
















　もう一生この腕から離れないと心から誓った。
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　その日、予定通りに姿を見せた王太子夫妻をすべての貴族が祝福した。

　無事に聖なる花嫁を取り戻しオフィリアに借金を返済したラピスは、そのまま満まん場じよう一いつ致ちで国王即位を承しよう認にんされた。

　二人の到着前、花嫁をさらわれた王太子の失しつ態たいに怒りをあらわにする国王を、丁寧だが鋭い弁べん舌ぜつでたしなめたギベオン公爵家当主の勇ゆう敢かんさも貴族たちの共感を生んだ。

　汚名をそそがれたクンツァイトの暗あん躍やくがより効果を発はつ揮きしたことは言うまでもない。

　アングイスに報復するため、ラピスは蛇男の過去の罪状をオフィリアの皇帝に送りつけた。蛇皇子のその後は誰も知らないが、二度とディセルナティアに現れることはないだろう。

　またベリル伯爵領で発見された希少な銀晶石の権利がラピスに譲じよう渡とされたことも公表された。気難しい伯爵を味方につけたラピスの手腕は、彼の国王即位に華はなを添えた。

　そして、異国の皇族さえ惑まどわす聖なる花嫁の美しさを誰もが称たたえた。

　しかし、最も人々の感動を生んだのは、ラピスの妻としての誇りを貫くために自じ害がいを選び短剣で喉を突こうとした王太子妃の気高い行動である。その光景は、現場を目撃していたベリル商会の船員の口から国中に広がり、心から互いを想い合う未来の国王夫妻の深い愛情は、民の胸に強く刻まれていく。
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「……カルサイト王子、もうこのあたりで勘かん弁べんしてください」

「馬鹿なことを言わないでください。ギベオン公こう爵しやく家け当主は、この国の名誉ある騎士の一人です。しっかり責任を持って俺があなたを鍛きたえますから、覚悟してください」

　木ぼく刀とうを構えたカルサイトの厳しい声に、ヒスイは地面に座り込んで肩を落とした。

「……わたしは包ほう丁ちようより重いものを持ったことがないのに、なぜこんな目に……」

「さあ、王太子妃様、もう一度、剣の構え方からやり直しです」

「わたしはもう王太子妃ではありません！　その呼び方はやめてください！」

「では、なんとお呼びすればいいんですか……？」

「その敬語口調も怪しまれます。わたしたちは親友設定なんですから！」

「いや、敬語が抜けないのは王太子妃様も一緒ですから」

　立場が変わった二人が複雑な顔をしていると、明るい声が飛び込んできた。豪ごう奢しやなドレスの裾すそをひるがえし、プラチナブロンドを輝かせ、元気な女性が姿を見せる。

「二人ともがんばってるな！」

「おうコハク、久しぶりだな！　がさつなお前に王妃なんて務つとまってるのか？」

　たちまちコハクがむっとなる。

「わたしだって、元ギベオン公爵家当主なんだから、それなりにやっている」

　しかし、緋ひ色いろのドレス姿の美しい姉に、ヒスイは咎とがめるような視線を向けた。

「コハク、ドレス姿でばたばた走っては品がありませんよ。コハクは陛へい下かの聖せいなる花はな嫁よめで、尊とうとい身分なのですから、もっと美しい所しよ作さを身につけないと！」

「……ヒスイはますます口うるさくなったな。今では母上以上だよ……」

「それよりコハク、たまには剣の稽けい古こに付き合えよ。王太子妃様じゃ手ごたえなくてさ」

　気軽な口調でカルサイトがコハクの肩を叩たたこうとすると、別の声が割り込んできた。

「──わたしの妻に気安く触れるな」

　背後から聞こえた険しい口調にコハクは驚いた。いきなり強引に腰を抱き寄せられる。

「ラピス様、どうなさったのですか？　……お顔が怖いんですけど」

　するとラピスが愛する妻の柔らかな頰ほおをなでながら、暁あかつきの瞳ひとみを和なごませた。

「お前はもうわたしの妻なんだから、剣など握る必要はないんだよ。お前がそうしたいならかまわないけど、その愛らしい笑顔をわたし以外の前では見せないでくれ」

「……兄上、俺はコハクをどうこうしようだなんて思ってませんから」

　カルサイトがややうんざりした口調で言う。そんな弟にラピスが威圧する視線を向けた。

「──わたしは弟のお前は信頼しているが、男のお前は心底信用していない。お前がわたしの可愛い妻の顔を見るのも不ふ愉ゆ快かいだ」

　ヒスイが肩を震わせて笑い、コハクが恥じらいながら頰を染めているときだった。

「国王陛下、大切なお話がございます」

　廊下の反対側からやってきたのは厳いかめしい顔をした女によ官かん長ちようだった。

「再三申し上げましたが、結婚してもう三年近くたつのに王妃様にご懐かい妊にんの兆きざしがないのが気がかりです。一度、医師の診察を受けていただけませんか」

「──診察など必要ないと何度も言ったはずだよ。妻に不快な思いはさせたくない」

「それではこの国の世継ぎが！　陛下は、国王の自覚がおありなのですか！」

　有能な国王を支えるギベオン公爵家の美び貌ぼうの双ふた子ごは、今ではこの国の支柱となり、双子が不吉だと囁ささやけば咎められる時代となったが、女官長は遠慮するつもりがないようだ。

　新国王ラピスのお世継ぎ誕生を急ぐ女官長に、ラピスは柔和な笑顔できっぱりと告げた。

「万が一、子が授さずからなかったら、別の王族を養子に迎えて跡を継がせるから問題ない。わたしは他に妻を迎えるつもりはないから焦るだけ無む駄だだよ。それより、カルサイトに縁えん談だんをすすめて、王族が増えるように努力したほうが、この国にとっては有益じゃないか？」

　いきなり結婚話を押しつけられ、その強引さにカルサイトが身をすくませた。

「……あれは絶対に俺を結婚させて、コハクから遠ざけようと画かく策さくしているだけだ」

「素面しらふでそんなことを思いつくなんて、さすが陛下。なんて無駄に頭の回る方なんだ……」

　弟と元妻があきれ果てた顔になる。強固なラピスの態度に女官長が苛いら立だちを募つのらせる。

「──よくわかりました。それではカルサイト王子にふさわしい娘を見つくろいましょう」

　怒りの余波をくらいカルサイトがげっと言わんばかりに顔色を変えた。女官長が不機嫌さを隠そうともせずに立ち去る。すぐにコハクは泣きそうな表情でうなだれた。

「ごめんなさい、ラピス様。わたしに子供ができないばかりに嫌な思いをさせてしまって」

「わたしたちは新婚みたいなものだから、そんなにすぐには授さずからないよ」

「でもこのままでは、国王になったばかりのラピス様のお立場が……」

「じゃあ、女官長の心配が一日でも早く解消するようわたしも努力する。毎晩、お前に付き合うよ。それでは不満かい？　わたしだってお前が嫌な思いをするのはつらいんだよ」

　金の瞳を蕩とろけるように細め、コハクは幸福そうに笑った。

「わたしのことをそこまで想ってくれて嬉うれしいです。やっぱり誰よりもお優しい……」

　頰を染めながらコハクが夫の胸に額ひたいを押し当てる。そうして指をからませ、甘々の空気を漂ただよわせながら、国王夫妻は歩き去っていった。カルサイトはやるせない顔でげんなりする。

「──あれ、優しさじゃないだろう。絶対にコハクが子作りに積極的になるように仕向けているだけだ。コハクは兄上を過信しすぎだ」

「陛下の腹黒さは前から知っていましたが、本当に恥ずかしいくらいの仲の良さですね。あの様子だと、すぐに後こう継けい者しやに恵まれますよ」

「その話はやめてください。俺の失恋の傷は、当分癒いえそうにありませんから。しばらく新しい恋も結婚も考える余裕はありませんよ」

「あきらめたと言っていたのに、やはりまだコハクに未練があったのですね。でも、陛下の取り計らいでインカローズ王女の結婚が決まったのに、兄であるカルサイト王子が独身だなんて世間が許さないでしょう」

「兄上の手前そう言っただけですよ。内緒の話ですが、俺だって一目ぼれだったんです。コハクが女の顔で兄上にあんな甘い笑顔を向けるのを見ていたら、嫌でも忘れられなくなりますよ。まさに俺の心も天性の美貌を持つ聖なる花嫁の虜とりこです」

「陛下も相当嫉しつ妬と深ぶかい性格ですからね。これまで、コハクとカルサイト王子の友情を見せつけられて、内心かなり鬱うつ屈くつを溜ため込んでいたんでしょう。……考えるだけで恐ろしい」

「いや、二人が幸せなら俺はもう十分です。なんだかんだ父上と兄上の関係も軟なん化かしつつありますしね」

「カルサイト王子は、父親思いで、兄思いで、親友思いのすばらしい方ですね」

　ヒスイが感心したように頷く。その姿を見てカルサイトは激しく落ち込んだ。

「なぜ、俺の良さをわかってくれるのが、双子の弟のほうなんだ……」

　カルサイトはまじまじとヒスイの秀しゆう麗れいな顔を見つめ、がくりと肩を落とした。

「……だめだ。コハクの愛くるしい笑顔を見たあとだと、王太子妃様は男にしか見えない」

「わたしはまぎれもなく男なんですから、当然です！」

　このコハクの時代と変わらない親密なやり取りのおかげで、周囲が双子の入れ替わりを不審に思っていないことを二人は知らない。

「ちょっと、そこ、何二人で見つめ合ってるの！」

　いきなりルチルが茂みから顔を突き出した。突然の登場に二人はぎょっとする。

「ルチル、いつからそこにいたんですか？　今日は公爵家で花嫁修業の予定では……？」

「出かける前にヒスイに会いたかったのに、危険な現場を目もく撃げきしたから監視していたの！」

「危険な現場って、ただ剣の稽古をしていただけですよ……」

「だってカルサイト王子はあの陛下の弟だし、ヒスイのお兄さんを好きだったんだから、そっくりのヒスイにも迫るかもしれないじゃない！　このままじゃ女官は辞められないわ！」

「……ルチル、結婚後は公爵家に入ってくれる約束では？」

「てか、俺に妙な趣味はない。言われている意味がわからないんだが……」

「……カルサイト王子は知る必要ありませんから」

「そこの二人、接近しすぎ！　ヒスイはわたしの婚約者なんだから！」

　ディセルナティアの王宮は、今日も平和に過ぎていく。
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　双子の花嫁がくれた永遠の愛情と生しよう涯がいの忠誠は未熟なわたしを支えてくれるだろう。

　そして後こう世せいに名を残す清せい廉れんで立派な国王になることが、妻に捧ささげることができる最大の愛情の証となる。

　わたしが国王に即位した日、誰よりも大切なあの子に心からの言葉を囁いた。




「一生大切にするよ、コハク。わたしの愛しい聖なる花嫁」


了













あとがき






　こんにちは、少女向け小説よりちょっと大人な恋愛創そう作さく脳のうフル活動中の悠ゆう木き美み羽うです！

　本作は、神しん託たくに運命を翻ほん弄ろうされた双ふた子ごの異世界「とりかへばや」ファンタジーです。

　ヒロインは天性の美び貌ぼうを授さずかりながら、男として育った凜り々りしい美少女騎士コハク！

　物語は主要キャラの幼年時代から始まりますが、成長と共に変化する関係性が好きです。

　担当様も校正様もカルサイト王子はいい奴やつ！　と仰るので王太子ラピス立場が心配です。

　初稿では、互いに性をいつわる双子の姉コハク＆弟ヒスイの目線で書いていました。

　けど担当様からの「ラピスのコハクに対する変へん質しつ的てき執しゆう着ちやく愛あいについては問題ありません」という、ありがたい？　メールに「せめて純愛って言ってくれ！」と絶ぜつ叫きようしました。人生何がうけるかわからないと思いつつ、彼の歪ゆがんだ愛を描くのは最高に楽しかった！

　今回もカバー裏に物語をひとつ書く機会に恵まれました。心の広い担当様に感謝です。

　北きた沢ざわきょう先生、悠木の熱ねつ望ぼうでイラストを引き受けてくださりありがとうございます。ラフ画と表紙カラーは予想を遙はるかに超えた素晴らしさで、作家人生最高に幸せでした。

　担当様、最後まで迷走し続けた本作を見捨てることなく鍛きたえていただきありがとうございます。今までで一番苦労の多い執しつ筆ぴつ活動になりましたが、書きごたえも一番でした。

　初夏頃、時空を渡る花嫁＆ストーカー王太子の物語をお届け予定です。

　それではまたお会いできる日を楽しみにしています！








著者
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Miu Yuki




古典文学「とりかへばや」に影響され、構想を練った結果、念願叶い出版の運びとなりました。一番の難問は双子の花嫁をどう成立させるかで、三章の神託シーンは改稿を重ねました。凜々しい騎士姿の姉コハク＆巫女育ちの弟ヒスイ。天性の美貌で男たちを狂わす聖なる花嫁コハクが選ぶのは、忠誠を捧げた（見た目）清廉な王太子ラピスか、騎士仲間で親友のカルサイト王子か。作者の愛と欲望を内包した怪しい一冊をお届けします（笑）
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双子というキーワードが昔からとても好きです！
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